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ＰｉＰｉｔ!!00『尾行とアンテナ』





　それは五月最後の月曜の朝のこと。



「ふぁ」



　朝のホームルーム前のひととき。



「ふぁぁ」



　ざわめく一年Ｃ組の教室、そのど真ん中の席で、美み倉くら清さや香かは大きく伸びをした。

（……退屈だ）

　と、心の中で清香が補足説明をしていると、担任教師の花はな沢ざわがのっそりとした動きで教室に入ってきた。

　一瞬の静寂の後のち、教室のあちこちから「カワイソー」「先生、大丈夫？」「王子、痛そー」と女子生徒たちの小さな悲鳴がいくつも重なった。

　清さや香かもまた、花はな沢ざわの顔を見て、「うわっ」と顔をしかめた。同情と驚きよう愕がくがマーブル模様になった、複雑な「うわっ」だ。

　花沢の鼻の頭には、また新しい絆ばん創そう膏こうが増えていた。昨日までは確か、両りよう頬ほおと顎あごだけだったはずだ。

　腫はれた右目は眼帯で隠されている。つまり、眉まゆ毛げから下は、左目と口を除き、ほとんどがガーゼに占領されていた。頭と首と右手には包帯が巻かれている。背中には大きな痣あざがいくつも並んでいるという噂うわさだ。

　彫りの深い「ガイジンみたいな」いい男が台なしだった。元から生命力が弱そうで儚はかなげだったイメージ（そこが女子の人気を集めているポイントでもあるわけだが）が、ここのところ一ひと際きわ強調されているというか、清香的にいうなら「『王子』、向こう側が透けて見えちゃいそうな……」という雰囲気が最大限まで上昇していた。

「『王子』、また『通り魔』に襲われたんですか？」

　教室の後ろから、男子の誰だれかの楽しそうな声が飛んだ。だが、すぐにそれを掻かき消けすように大勢の女子のブーイングが巻き起こった。女子の憧あこがれは男子の敵。わかりやすい構図だ。

「――朝のホームルームを始めます」

　質問を無視して花沢が喋しやべりはじめた。同時に、また教室はざわめきに包まれた。

　花沢には特殊なスキルがある。その見目麗しい顔とは正反対に、低く聴きとりにくく陰気で辛気くさい喋り方は、どんな熱心な生徒からも集中力を完全に奪い去るのだ。国語の教師としては最低の部類だった。花沢の熱狂的なファンを自認する清香がそう思うのだからまちがいない。清香だけでなく、花沢の気を惹ひきたい女子たちは皆、国語でいい成績をとろうと努力したが、それに成功した者は少なかった。

「転校生を紹介します。彩さい原ばら舞まい子こさんです」

　いくら聴き難がたい花沢の声とはいえ、『転校生』というキャッチーな言葉には、さすがに皆、一斉に反応した。クラス全員の視線が黒板横の扉に集まる。清香の目も自然、そこに向けられた。



　それが清香と彩原舞子の初めての出会いだった。



　扉を開き、ゆっくり入ってきた女子生徒。

　彼女の姿を見た瞬間、清香は「うっ」と声を上げて、机の端を握りしめた。ショックで椅い子すから滑り落ちそうになった。

　――切れ長の目のせいか、どちらかといえば、和風な雰囲気の美人だった。艶つややかな黒髪が、よけいにその印象を強めていた。背は少し高い。瞳ひとみはブラウン。首が細い。耳、ちょっと大きい。

「はじめまして。転校生の彩さい原ばら舞まい子こです。皆さん、よろしくお願いします」

　美しい声だった。

　熟練の職人が丹精して生み出した、最高級の楽器の音色だ。控えめだが、雑音に負けることなく、すーっと耳に飛び込んでくる。

　清さや香かは口をぽかんと開けたまま、舞子の顔を見ていた。

　胸がドキドキして、ピントがうまく合わなくなっていた。

　呼吸を止めてみた。

　ようやく舞子の顔が鮮明に映った。頭がかーっと熱くなった。息が止まっていたせいもあったのかもしれない。

　なにが起きたのだろう。さっきまでは、キラキラと星が輝いていた花はな沢ざわの姿が、三十年くらい野ざらしにしたグラビアページのように色いろ褪あせて見えた。その分、舞子の全身からピカピカと光るオーラが無制限に放射されている……気がした。



「元々、この星ほし祭まつりで生まれました。でも、小さい頃ころに東京に引っ越してしまったので……十年と少しぶりに、この街に帰ってきました」



　――彩原舞子。



「なんなんだろう。あのひと。な、なにが迫ってきてるわけ、今？　あたしに！」

　混乱した清香は気づかないうちに、心に浮かんだ声を言葉にしていた。

「なに？　なにがこんなに？　どこが？　ううん、どことか、これとか、それとか、そういう部分部分のスペックやディティールやマチエールやテクスチャは関係なく」

　隣の席にいた鹿か山やま一いち郎ろう太たが前を見たまま、にやっと笑った。

「美み倉くらさん、相変わらず好きだよねぇ。意味わかんないまま、難しい言葉使うの」

　むっとした清香は、横の鹿山を睨にらみつけようとして、

「……『好き』？　……あ、それだ」

　清香はぐっと拳こぶしを握りしめた。

「……好きなんだ、つまり。大好きなんだ！」



　ぴぴっ、と来たっ！



　それから一週間。

　清香にはまったく理解できないことだったが……転校以来、舞子は完全にクラスに馴な染じんで……否、埋没していた。

　さすがに転校初日だけは、彼女のまわりにひとが集まった。「前のガッコ、どんなとこだったの？」「部活なんかやってた？」「放課後とか、休みの日はどこ遊びいってた？」

　――よくあるパターンの質問攻め。だが、元からそういう性格なのか、転校したばかりで緊張していたのか、舞子はお世辞にも社交的とはいえない態度をとった。

　それが原因で嫌われた、というわけでもないのだろうが、二日目からはもう、彼女が特別扱いされることはなかった。

　おとなしくて自己主張の少ない、つまりクラスでも目立たない生徒というカテゴリーに放ほうり込こまれてしまった。

　つまり、清さや香かの仲間だ。



　やはり、清香には、どうしても理解できなかった。



　たとえ性格がどんなに地味でも、あれだけ美人でオーラがあったら、もっと注目集まるでしょ、フツー？　どうなってんの、そこんとこ？

　なんでみんな、舞まい子こさんの魅力に気がつかないわけ？

　悔しくて、毎日、歯をギリギリさせた。奥歯をずいぶん磨すり減らした頃ころ、清香は気がついた。

　みんな舞子の魅力に気づかない→独り占め、じゃん。

（それ、アリ……だけど）

　よく考えてみたら、独り占めにはしていなかった。なにしろ、まだいちども話したことがない。クラスの子たちが舞子を囲んでいるときも、その後ろから、そーっと顔を眺めていただけで、声をかけるなんて、想像もできなかった。

　直接、話はできなかったものの、一週間でいろいろ情報収集はできた。中には信しん憑ぴよう性が著しく低そうなネタもあったが、家がかなりのお金持ちらしいこと、そして、以前、病気をして長期欠席したため、自分たちよりも一歳年上らしい、という話は確実なようだ。

　――一歳上かぁ。だから、落ち着いてるんだ。いいよなぁ。上品な雰囲気。



　そんなわけで。

　彩さい原ばら舞子転校一週間記念日（清香しか覚えていないだろうが）もなにごともなく終わり、放課後、清香が帰宅しようと校門を出ると……。

「……げ！」

　六メートルほど前に、彩原舞子の背中があった。長い髪が誘うように揺れている。

（尾行の誘惑）

　清香の中で悪魔の声がささやいていた。

　ドクドクドクドクドクドクドクドクドクドクドクドクドクドクドクドクドクドクドクドクドクドクドクドク――一秒間にそれくらい心臓が鳴った。死んじゃいそう――決めた、尾行しよう。よくないことだけど、死ぬよりはマシ。

（それに……お父さん、刑事だし）

　清さや香かの頭に父の顔が浮かんだ。星ほし祭まつり署で刑事課長を務め、強こわ面もてで知られる父がとびきりの笑顔を浮かべていた。お父さんも応援してくれてる！　だから尾行決定！

　いつもなら、その後あとに続いて、死んだ母が出てきて、ブレーキをかけられるところだ。



（清香はね、足がとっても速い。

　だけど、清香の心は、もっと速い。

　気になったことがあれば、心がすぐにそっちに飛んでいくでしょ。

　悪いこととは、いわないけど。

　でも、少しは注意しないと。

　冒険はほどほどに。

　そうするのが、幸せになる道だからね）



　だけど、そのときだけは、母の声は聞こえなかった。いつも通り、その顔は見えたけれど、視界の隅に赤い文字で「消音」と出ていた。



　学校前の緩やかな坂道を下って、三日月みかづき公園と呼ばれる小さな公園を左に折れる。そこから排気ガス臭い国道に沿って、左手に海を見ながらずっと歩いていく。

　尾行は簡単だった。予想していたより、ずっと。

　なにしろ、舞まい子こは後ろを見るどころか、右も左も向かない。ただひたすら、まっすぐ前を向いて歩いていく。

（文字通り、前向きだ。いつも、ああなのかな――カッコいい）

　気がつくと、清香の額には玉のような汗が浮かんでいた。尾行の緊張に身体からだが反応しているようだ。慌あわててハンカチで拭ぬぐっても、汗が流れて止まらない。

　そんな繊細な反応をしつつも、清香の身体は頑丈で、信頼性が無駄に高い。

　動揺するその脳とは無関係に、その足は正確に動作を繰り返し、舞子との距離をきっかり十メートルに保っている。

　ふと、誰だれかが背中から呼んでる気がしたが、振り返る気持ちの余裕はなかった。

　空耳だ。

　罪悪感があーしてこーしての錯覚だ。清香はそう決めつけた。



　国道を山側に折れて、住宅街に入ったところで、清香の尾行は唐突に終わってしまった。

　舞子の姿が、古びた門の中に消えていった。

　清香は小走りで近づくと、その門をしげしげと眺めた。小さな瓦かわら葺ぶきの屋根が載っていて、時代劇に出てくるお侍さんの屋敷のようだ。生いけ垣がきの向こうに見えている建物も、平屋だったが、かなりの大きさがあった。建物の裏手には大きな柿かきの木が何本も生えている。この季節なので実はついていないが、緑の葉が豊かに繁しげっている。

　家というよりは、確かにお屋敷と呼んだほうが相応ふさわしい風格があった。

　表札には「彩さい原ばら」とある。

　門扉は開かれたままだ。

　どうしよう――と考える間もなく、清さや香かの足は動いていた。

　きょろきょろ視線を動かしながら、見えない手に頭を引っ張られるような姿勢で、「彩原家」の敷地に侵入した。その途端、清香の鼻がひくひくと震えた。

　なにか、とても懐かしい匂においがした。

　門から建物の玄関までは、大きな敷石が十個ほど並び、それなりの距離があった。三つ目の敷石を踏んだところで、清香は気づいた。

　門を入って右手に、小さな家……否、土蔵があった。

「あ」

　清香は凍りついた。

　土蔵から出てきた舞まい子こと目が合ってしまったのだ。

　真っ白になった頭の中をぐるぐる掻かき回まわして、清香は懸命に言い訳を探した。

　見つからなかった。

「ぎゅっ」

　清香は思わず唸うなり声ごえを上げた。

　舞子が来る。近づいてくる。来る来る来る。

　清香は場違いにドキドキしていた。マズいと思いながらも、ひどくトキめいていた。こうして一対一で向き合うのは初めてだ。

「美み倉くらさん……」

　舞子の薄い唇が開いた。

「は、はい」

（……美倉さん？　あたしの名前、覚えててくれた？）

　感動で、頭がバクハツしそうになった。

「ありがとう、とてもタイミングがよかったです」

　そう言うと、舞子は笑顔になった。

「あ、あの……」清香は懸命に声を絞り出した。「は、はじめまして」

「え？」

　舞子が首を傾かしげた。

「あっ、だからそういう意味ではなくて。こ、こうしてお話しするのは、初めてだったかなぁと思って」

　そうだ、初めてだ。忘れていた。自分で状況を解説して、清香は勝手に緊張していた。

　喉のどが渇き、舌が硬直し、もうなにも喋しやべれない。

　舞子はそんな清香のことをしばらく見つめていたが、やがて、なにか決意したような表情で、右手を差し出した。

「……美み倉くらさん、あの、これを見てください」

　舞まい子この掌てのひらには――が、載っていた。

　じっと見たが、清さや香かにはそれがなにか、わからなかった。

　細い円えん錐すいの先に、ピンポン玉ほどの、小さな球体がついている。

　銀色だ。

　金属……で、できているように見えた。

　なんだろう？　敢あえていえば、大昔の漫画に出てくる、「アンテナ」のような……。

「アンテナです」

　舞子が言った。

「あ、やっぱり」

　正解できて、清香は気分がよくなった。

「やっぱり、アンテナですか。……で、何用？」

　いや、ナニ用とか、今はそれ関係ないし。清香が自分で突っ込みを入れていると、舞子は深刻そうな表情で、掌の「アンテナ」をきつく握りしめた。

「美倉さん」

「あ、清香、でいいですよ」

「だったら、清香さん……よろしくお願いします」

　舞子が急にぺこりと頭を下げた。



    

  
    
      



    

  
    
      　清さや香かもつられて頭を下げた。

「ゃー」

　突然、頭に受けた衝撃に、清香は奇妙な声を出した。



　――清香の頭に、「アンテナ」が刺さっていた。



　そして……。

　清香の意識はゆっくりと失われていった。



    

  
    
      
ＰｉＰｉｔ!!01『清香、空飛ぶ』





　　　１



　他ほかの多くの地方都市と同じく、星ほし祭まつりの街も夜は早い。

　駅の北口から続くアーケードの商店街も、午後八時を過ぎると、ほとんどの店にシャッターが降り、行き交うひとの姿も消えてしまう。

　小さな派出所の建物から出ると、田た山やま巡査は汗を拭ふきつつ、自転車にまたがった。

　蒸し暑い夜だった。

　昨日から梅雨に入ったというニュースがあった。雨が降る気配はなかったが、湿気がひどい。目を細めれば、空気の中に浮かぶ、細かな水の粒が見えそうだ。

　肥満気味の田山にとって、辛つらい季節が近づいていた。

　田山巡査は駅前のロータリーからアーケードに入ると、自転車のペダルを踏む足に力を込めた。少し先に、見覚えのある姿を認めたからだ。

「花はな沢ざわ先生！」

　声をかけられ、ジャージ姿でとぼとぼ歩いている男が、ぴくりとして足を止めた。

　田た山やま巡査はわざとらしく、「ふぅ」と溜ため息いきをついた。

　まちがいなかった。絆ばん創そう膏こうだらけの花はな沢ざわの顔だった。

「困りますよ、花沢センセイ。私たち、なんども申し上げましたよね。夜間の外出は控えてくださいと。そんなことじゃ……」

　花沢の口がもそもそと動いた。

「え？」

「……散歩というか……適当に出歩かないと、体調が維持できないんで……あのせいで、ストレスも溜たまってますから……それに……」

　田山は「はいはい」と言って、花沢の話を途中で止めた。

「わかりました。とにかくアパートまで送ってきますから。今日はもう帰ってください」

　花沢が歩く速度に合わせ、田山はゆっくりとペダルを漕こぎ出した。絆創膏でも隠しきれない鼻筋の通った顔を見ているうちに、意地悪な気持ちがむくむくと湧わき出でてきたので、

「先生、アレじゃないですか？　二枚目だから、やっぱり恨まれやすいとか、あるんじゃないですか？」

　ついつい、そう言ってしまった。だが、花沢の耳にその言葉は届いていなかったのか、ぼんやりとした顔で前を見ながら、億おつ劫くうそうに足を動かしているだけだった。



　田山巡査は花沢を三丁目の彼のアパートまで送り届けると、巡回を再開し、三十分後に派出所に戻った。

　それから一時間後、派出所に電話がかかってきた。花沢の住むアパート・六ろつ華か荘のオーナー兼管理人の老婆、水みず沢さわ可か憐れんからの通報だった。



「あ、お巡まわりさん？　そう、またなのよ。そうよ、そう。あ、それは大丈夫。先に救急車呼んどいたから。え？　それなら見たわよ。やっぱりそう。暗くてよくわかんなかったけど、やっぱりそうよ。頭にちょんまげ載せてた。犯人。……お侍さんが犯人てことでいいのよね？」



　　　２



　星ほし祭まつりの駅、そのすぐ脇わきを南北に伸びる大通りがある。星祭大通りというのが正式な名前だが、住人たちの間では「バス通り」という呼び方が一般的だ。

　そのバス通りを北側、つまり山のほうへ進むと星祭神社に行き当たり、反対に南に行くと、海岸に沿って進む国道に突き当たる。

　駅からバス通りを南に進み、大型ショッピング・ビル＝ギャラクシーの前を越え、三つ目の信号を西に折れてしばらく歩くと、小さな公園の横から欅けやき並木が見える。

　両側に欅けやきが並んだ緩やかな坂を上がりきったところに、美み倉くら清さや香かが通う星ほし祭まつり高校があった。

「清香、おはよう」

「おはよ、清香」

　朝の挨あい拶さつの言葉を残して、友達が次々と清香を追い越していく。

　その背中を見送って、清香はゆっくり、ゆっくり、坂道を上っていった。

　速く歩けないから。

（これ、どうしちゃったのかなぁ、ホントにぃ）

　ひどい筋肉痛だった。

　ここ一週間くらい、ずっと、だ。

　体育の時間を除いて、特に運動した覚えもないのに、身体からだが重くて重くてしかたない。

（体力だけには、自信があるのに……）

　まだ六月だというのに、昨夜からずっと妙に蒸し暑い。その気候のためか、体調が悪いせいなのか、イヤな感じの汗をかいている。

　歩きながら、ミントグリーンのハンカチで汗を拭ふく。

　ハンカチといえば、清香にはそれもまた嫌な記憶のひとつだった。萩はぎ模様の和柄のハンカチをずっと気に入って使っていたのだが、それをこの前、なくしてしまった。自信はないが、一週間前、舞まい子このことを尾行した日だったと思う。学校を出たときは手にしていたのに、家に帰ったら鞄かばんからもポケットからも消えていた。

（ハンカチの件も、アレと関係あるのかなぁ……）

　身体のこととは別に、清香を悩ませている問題が、もうひとつあった。

（そっちのほうが深刻だよなぁ。早く病院に行ったほうがいいかも……）

　あれこれ悩んでいるうちに、清香はなにもかも面倒な気分になった。

　学校行くのやめて、引き返しちゃおうか……と清香が割と本気で考えはじめた頃ころ、背後から「タッタッタッタッタッタッ」と、兵隊が行進するような、リズミカルで、そのくせ音楽的ではない、聞き覚えのある足音が近づいてきた。

（うわ、最悪だ。カンベンしてくれ）

「おはよう、美倉さん」

　案あんの定じよう、だ。

　声をかけてきたのは、清香の隣のクラス、一年Ｂ組の副担任で、体育教師の三み郷さと由ゆ加か里りだった。

「おはようございます」

　無視するほどの度胸はないので、ニッコリ笑って頭を下げた。

　弾みで、背筋が攣つりそうになった。「も」と変な声が出た。

「美倉さん、朝からなんで、いきなり本題に入るけど」

「はぁ」

　由ゆ加か里りの日本語は、いつでも微妙に狂っている気がする。

「入りなさいよ、陸上部ね。キミ、短距離は絶対にいけるって思うから」

「いけませんよ」

「いけるって」

　由加里はその長い首を、清さや香かのほうに、にゅーっと伸ばしてきた。首も長ければ、手も足も人並み外れて長い。体型だけでいえば、スーパーモデルだ。

（微妙にもったいない）

　と、清香はいつも思う。

　今朝も着用中の不気味な蝶ちようの模様のスウェット（駅前のショッピング・ビル＝ギャラクシーでワゴンセールの常連になっている）以外の服を着れば、もう少し振り向く男も増えるだろうに。

「由加里先生。やっぱり、いけないと思います」

　そう言い捨てて、振り切るつもりだったが、なにしろ今は、体重が体感で二倍だ。

　速く歩くつもりが、疲れが出てきて、スピードは逆にさっきまでの半分になった。

　体力勝負は諦あきらめた。

「ホントに無理ですから、もうカンベンしてください。あたし、スポーツはホント、苦手なんです。あれです。センスがないんです。センスがまったく」

　由加里も黙ってはいなかった。

「でもさ、でもさ。美み倉くらさん、体力測定、凄すごいでしょ？　五十メートル走もハンドボール投げも反復横跳びも垂直跳びも、全校女子の中でいちばんだよ？」

「知ってます」

　わざわざ嘘うそをつくのも面倒なので、清香はあっさり認めた。

「じゃあ、入ろうよ～、陸上部ぅ」

　長い手足をくねくねとよじって、由加里が懇願した。

　少し不気味だった。

　清香は思わず、足を止めた。由加里もそれにつき合って、歩道の真ん中で仁に王おう立だちになった。

「あたしが得意なのは、体力測定だけなんです。中学のときは体力測定の女王と呼ばれてました」

　本当の話だ。

「中学入ったばかりのとき、そのおかげでいろんな運動部に誘われて、あたしも若くて馬ば鹿かだったんで、バスケ部とバレー部と剣道部と卓球部とソフトボール部に体験入部したんですけど、まったくダメでした。あたしにあるのは体力だけで、スポーツに必要なセンスがまったくなかった、ってオチでした。そのときの記憶がプチ・トラウマなんで」

「陸上なら大丈夫。考えることないから。それに短距離なら、もっとそう。考えてる時間がないから」

「そんなことないと思いますけど……とにかく！　そもそも、スポーツはダメです。誰だれかと競争する自分とか、まったくイメージできないです。カビくさい図書館で本の貸し出しやってるのが、自分のイメージにぴったり合うんです。それに」

　清さや香かは由ゆ加か里りの顔に、自分の顔をにゅーっと近づけた。

「ここ最近、身体からだが重くて筋肉が痛い奇病なんで。スポーツは禁止です」

　もうひとつの悩みについては、黙っていた。本気で心配されるのも面倒だ。

「美み倉くらさん、若いのにそんな変なこと言わないで。知ってるでしょ？　世の中には百メートルを五秒で走るお婆ばあさんもいるわけよ？」

　清香は「はぁ」と溜ため息いきをついた。

「百メートルを五秒で走る老婆」というのは、ここしばらく星ほし祭まつりで流は行やっている、いわゆる都市伝説だ。子供だって本当のこととは思っていない。

「とにかく。陸上部には入りません」

「そんな意地悪言わないでぇ」

　由加里がまた、手足をくねくねさせた。

　清香も意地になった。彼女も気がつくと、手足をくねくねさせていた。

　くねくねくねくね。

「くねくねしているところ……すいません」

「はい？」「はい？」

　清香と由加里が同時に答えた。

　途端、濃厚な甘酸っぱい匂においが漂ってきた。

　彼女たちのすぐ横に、男子生徒がひとり、立っていた。

（あれ？）

　清香は微妙な違和感の正体に気がついた。星祭高校とは違う制服だった。同じブレザーだが、星祭の紺色ではなくて、明るいベージュだ。

　上着に向いていた清香の視線がゆっくり上がって、少年の顔を捉とらえた。

　くりくりっとした目が印象的だった。その上には、太くはないが、力強い筆運びできゅっと一気に描いたような、自己主張の強い眉まゆ毛げ。女の子みたいに白い顔に紅い唇。

　小柄で背丈は清香とほとんど変わらない。顔の造りと華きや奢しやな体つきのせいで……。

（なにこいつ？　不必要に可愛かわいらしいんですけど）

「この近くに星祭高校ってありますよね？」声は意外に低く、喋しやべり方もしっかりしていた。「星祭高校は、この道をまっすぐでいいんですか？」

　少年はそう言うと、片手に持っていた三角形の物体にパクリと噛かみついた。

　清香がじっと見ているのに気づくと、彼は、

「そこそこおいしいよ、これ。タルト・フロマージュ。駅前の『甘味工房えびかわ』って店で買ったんだけど、クリームチーズの濃厚な味わいの中に、隠し味のサワークリームの風味が……あれ？　食べたいの？」

「食べない。甘いものは嫌いだから」

　甘いものは大好きだが、こんな感じの悪いヤツから食べ物をもらうのはイヤだ。だいたい、『えびかわ』のケーキは宇宙一うまい。それを『そこそこ』だなんて、バカにするにも程がある。

「あ、そうなんだ。僕は甘いもの大好き。一日三食、甘いもの」

「で、うちの学校になにかご用？　メイ・アイ・ヘルプ・ユー？」

　由ゆ加か里りが横から口を出してきた。長い首の上にちょこんと載っているモデル仕様の小顔が、にたーっとした笑顔になっていた。清さや香かを陸上部に勧誘したときとは別バージョンの「にたーっ」だ。

（由加里先生、まただよ）

　由加里は身体能力の高い生徒と可愛かわいらしい男子に目がない。

「星ほし祭まつり高校はこの坂をまっすぐ行けば、いいんですかね？」

　男子生徒は律りち儀ぎに繰り返した。

「はい、そうですよー」由加里がタルト・フロマージュも裸足で逃げ出しそうな甘い声を出した。「ちなみにワタクシ、星祭高校で体育教諭をやっている者ですが」

　不気味な蝶ちよう柄のスウェットの胸を、由加里はぐいと突き出した。



    

  
    
      



    

  
    
      「それはちょうどよかったです。僕は山やま岡おか選すぐるといいます。富士山の『山』に岡山県の『岡』に、選挙の『選』で、すぐると読みます。今日から星祭高校に通うことになりました。転校生です」

「あら、ステキなお名前。で、学年とクラスは？」由ゆ加か里りが尋ねると、

「一年Ｃ組です」山やま岡おかと名乗った男子生徒が答える。

「えっ！」

　清さや香かは思わず声を上げた。一年Ｃ組といえば自分のクラスだ。

（でも、なんで……）

　この前、彩さい原ばら舞まい子こが転校してきたばかりなのに、どうしてまたＣ組に転校生が？　他ほかのクラスより人数が特別少ないわけでもないのに……。

「一年Ｃ組といえば……」

　由加里が自分の額をとんとん、と叩たたいた。

　清香は肩をすくめた。同じクラスだということで、学校まで案内しろとか言われたら、かなり面倒だ。

「花はな沢ざわサマのクラスね」

（……そっちかい）

「花沢サマも大変ね。例の通り魔事件があるのに、また転校生じゃ。いくらこんなに知的で可愛かわいらしい生徒さんでも」

「通り魔事件？」

　山岡が繰り返した。そのほんの一瞬だけ、彼の大きな目に妖あやしい光が浮かんだ……ように清香には見えた。

「通り魔事件てなんですか？」

　清香と由加里は顔を見合わせた。

　星ほし祭まつり高校の人間で『花沢・連続通り魔事件』について知らない者はいない。特に清香の場合、ある事情があって、かなり詳しい。

　だが、詳細を説明しようとすると、これが意外と複雑だ。

　気がつくと、由加里が「うーんうーん」と唸うなりながら、空気を相手に睨にらめっこをしていた。どうやら「通り魔事件」についてどう話すべきか、困っているらしい。

　その由加里の顔があまりに面白い……気の毒になったので、さすがに助け船を出そうか……清香がそう思っていると、坂の下に見知った顔が現れた。

　彩原舞子、だった。

「由加里先生、あたし、先に行きます！」

　それだけ言って、清香は全力で走り出した。

　身体からだが重いの、足が痛いの、もう文句は言っていられなかった。



　――ダメ！　舞子さんとは、顔を合わせられない。



　ああ、そうだった。

　いくら毎朝しつこく誘われても、陸上部なんかに入ってる暇はない。

　はっきりした理由がある。



「恋をしているからです。とても、苦しい恋を――だから忙しいんです！」
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　一週間前。

　清さや香かが舞まい子こを尾行した日。

　あの日のことは、秒単位で記憶に深く刻まれている……と、言いたいところだが。

　清香はよく、覚えていなかった。

　舞子を尾行し、彼女の家まで行き、そして……。



　頭に、アンテナ、を、刺された、ような、気が、する。



　その前後から、どうも記憶が曖あい昧まいだ。

　頭にアンテナを刺された！　と思った次の瞬間、清香の身体からだはなぜか瞬間移動して、古い家の玄関にいた。

　上あがり框かまちに腰を預け、上半身を倒して……頭はなにか、柔らかいものを枕まくらにしている……と、そこまで認識したところで、清香は「わっ」と叫さけんで、飛び起きた。

『柔らかいもの』は、舞子の太ふと股ももだった。

「大丈夫ですか、美み倉くらさん」

「ええと……よく、わかりません」

　頭がまだ、ぼーっとしていたので、正直に答えてしまった。

　身体はフラフラしている。それが具合が悪いせいなのか、舞子に膝ひざ枕まくらをされていたせいなのか、判断がつかない。

「あっ」清香は重要なことを思い出した。「あの……彩さい原ばらさん。あたしの頭、なんか変なモノ、刺さってないですよね？」

「はい、なにもありません」

　舞子は即答した。

　それでも気になって、清香は頭のてっぺんを、ペタペタ触った。

　確かになにも……アンテナは、刺さっていなかった。

「もう少し休んでいったら」という舞子を振りきり、「ごめんなさい」「ごめんなさい」とひたすら繰り返しながら、清香は彼女の家を飛び出した。

　自分は幻覚を見た。

　それが合理的な答えだ。

　たぶん、大好きな舞まい子こをつけて家まで行き、そこで尾行がバレて、興奮してわけがわからなくなって、幻覚を見て気絶した……。



（て、ことは……アレもあのときのソレが原因なのかなぁ）

　朝のホームルームが始まる前、ざわつく教室の中、清さや香かは窓の外を見ながら、ぼんやりと考えていた。

　窓の外を眺めるのは、この一週間で染みついた癖だ。

　尾行がバレて以来、清香は舞子と顔を合わせられなくなってしまった。

　あの一件以来、舞子は清香のことを「友人」と認識してくれたのか、顔を見るとニッコリ微笑ほほえみ、挨あい拶さつしてくれる。だが、清香のほうは顔を強こわ張ばらせ、そそくさと逃げてしまう有様だ。

　複雑だ。舞子に親しげな笑みを向けられるのは嬉うれしいが、同時に尾行事件の苦い記憶も甦よみがえる。もう、どうしていいのか、わからなくなる。結果、逃げるしかない、というわけで……。

（やっぱり、そうだよね。そういうストレスというか、アンビバレンツでストラッグルなファクターがアウフヘーベンできずに……最近のアレの原因になってるんだ。うん）

　最近は、舞子の顔どころか、その背中を見るのも苦しくて（舞子の席は右斜め前だ）、そこから視線を逸そらそうとすると、自然と窓の外を見ることになる。

（ああ、どうして尾行なんてしちゃったんだろう。ごめんね、お母さん……）

　……教室の中のざわめきが、急に大きくなった。

　黒板横のドアを開けて、目をキラキラさせた男子生徒が入ってきた。
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「新しく、このクラスの仲間になりました、山やま岡おか選すぐるです。社交的で明るい性格なので、誰だれとでも友達になれると思います。僕と友達になりたい人は気き後おくれせず、どしどし声をかけてください」

　腰が低いのか威張っているのか意味不明な挨拶をすると、山岡はぺこりと頭を下げた。その横にいる花はな沢ざわも口の中でもごもごとなにかつぶやいた。「仲良くしてあげてください」と言ったんだろうと、清香は推理した。

　教室の中は、ざわざわと微妙に落ち着かない空気が渦巻いていた。

　皆、今朝の清香と同じ気持ちなのだろう。「この前、転校生が来たばかりなのに、なぜにまたもうひとり？」

　いつの間に持ち込まれていたのか、教室のいちばん後ろ、廊下から遠いところに、山岡の分の机が用意されていた。

　自分の席に向かう途中、清香の横を通った山岡が「今朝はどうも」と声をかけてきた。隣の席の鹿か山やまが「知り合い？」と訊きいてきたが、面倒なので答えなかった。

「あれ？」

　鹿山の質問に、聞こえないふりをして俯うつむいた清さや香かは、机の中から萩はぎ模様の布が顔を覗のぞかせているのに気づいた。引っ張り出してみると、それはなくしたはずの、お気に入りの和柄のハンカチだった。

（え？　なんで？　なくしたと思ったけど、ずっとここにあった？　そんなわけないよね？　教科書とかノートとか入れたり出したりしてたし、だったら気づくよね？）

　ハンカチが見つかったのは嬉うれしいが、なにか不自然な形で戻ってきたのが、どうも落ち着かない。

　ハンカチ問題もそうだが、今の清香にはもっと気になることがあった。胸の中にふわふわと漂う不安と戯たわむれているうちに午前中の授業が終わり、昼休みも過ぎた。

　五時間目は花はな沢ざわが担当する国語だった。花沢の授業はいつもと変わらず……花沢ファンの女子は懸命に授業を聴きとろうと努力するが、なにを言っているのかよくわからない状況に疲れ果て、教室の中には気け怠だるい空気が蔓まん延えんする……というパターンだ。

　ただひとつだけ違うのは、転校生の山やま岡おかがなにかあるたびに「先生！　先生！」と無む闇やみにうるさかったことだ。指される前から勝手に立ち上がり、

「ここの靖やす彦ひこの心情は『亀かめの歩みに自分の人生を重ねた焦燥感』だと思います」「すべては靖彦の過去に謎なぞがあるわけです。亀といえば浦うら島しま太た郎ろうですから。日本各地にある浦島伝説となんらかの……」

　と、意味不明の答えをぺらぺらと捲まくし立たてた。普通なら花沢の質問が聴きとれないのが原因だろうが、山岡の場合は、

（あいつの脳の問題だな。ていうか、世界史の教科書開いてるし。ていうか、靖彦と浦島伝説ってどっから来たのよ？）

　そんなことを考えているうちに、放課後になってしまった。

「一年Ｃ組の美み倉くら清香さん。至急、職員室まで来てください」

　図書室に向かおうと渡り廊下を歩いていた清香は、スピーカーから流れる声で自分の名前を呼ばれ、慌あわてて回れ右をした。

　途中で出くわした、同じ図書委員の鹿山に「なんか職員室呼ばれちゃった。用事が終わったら図書室行くから」と伝え、清香は急ぎ足で職員室に向かった。今日は鹿山とともに、貸し出しの当番の日だった。

　職員室はホームルーム棟一階のいちばん奥、突き当たりにある。

「失礼しまーす」

　ドアを開けた途端、甘くフルーティな香りが清香の鼻び腔こうを直撃した。

　授業が終わったばかりなので、狭い職員室は、教室から戻ってきた教師たちで溢あふれていた。その全員がなにか白い塊を手にし、口に運んでいる。

「……大福？」

　甘い空気を両手で掻かくようにして、清さや香かは職員室の奥へ進んだ。誰だれの用事かアナウンスでは言っていなかったが、普通に考えて、担任の花はな沢ざわの呼び出しだろう。

（……花沢先生からの呼び出し）

　少し前なら、胸がときめく事件だったろうが、今の清香は、

（すでに眼中になーし）

　花沢は職員室の奥の、自分の机にいた。声をかけようとした清香の足が止まった。

（……なんで？）

　あいつがいるの？

　山やま岡おかがいた。目をキラキラさせて、花沢の隣の席に腰掛けている。花沢といえば、絆ばん創そう膏こうだらけの頬ほおを引ひき攣つらせながら、大福を食べている。

　山岡の方も清香に気づき、高く手を挙げた。大きな大福を持っている。

「お疲れさんでーす。ええと……」

　山岡はあたりを見回した。空あいている椅い子すを探しているのだろう。

「これ、どうぞ。私、帰りますから」

　大福を食べ終えた花沢が立ち上がって、自分の椅子を清香に差し出した。

「あ、どうも……あれ？　先生が呼び出したんじゃないんですか？」

　曖あい昧まいに首を振って返事の代わりにすると、花沢はそのまま職員室を出ていった。

「呼び出したのは僕だよ。ま、立ったままだと話しにくいから、ささ、どうぞ」

　山岡に勧められ、清香はしかたなく花沢の席に座った。

「あ、そうだ。美み倉くらさん、これ、食べる？　まだたくさんあるから」

　山岡の前の机には、大福が山と積まれていた。

「昼休みに抜け出して買ってきたんだ。先生方にご挨あい拶さつ代わりにと思って。白はく桃とう大福。中に桃が入ってて、ヨーグルトクリームで味を調ととのえてる。上品な甘さが、また癖になるんだよね」

（う、うまそうだっ）

「あ、ごめん。美倉さん、甘いもの嫌いだったんだっけ？　じゃ、いらないよね」

「……うん、いらない」

　清香にも意地がある。

「で、山岡君、なにやってんの？　生徒のくせに職員室で勝手なことして。ひとのことわざわざ呼び出して。いったいなんの用事？」

「いやー、まぁ、いろいろ話したかったというか。個人面談？　みたいな感じ？」

「なんで生徒が生徒に個人面談するのよ、職員室で。んな話、聞いたことないよ」

「ま、無理を通すための付け届けというヤツで。僕、高校生だけど、いろいろあって、そういう公務員の機微というか、かなり詳しいんで。あ、自慢じゃないよ、これ」

　そう言いつつも得意げな顔をしている山岡に、清香は、

「んで、なんの用？　面談とか言って、なんか話があるわけ？」

「あります……彩さい原ばら舞まい子こさん」

　清さや香かはきょとん、とした。

「あたし、美み倉くら清香、だけど？」

　山やま岡おかは次の白はく桃とう大福に手を伸ばしながら、

「あ、それはわかってるから。美倉さんて、彩原舞子さんと仲いいんだよね？」

「えー？」

　思わず上げた大声に、職員室にいた全員が、清香の顔を見た。

「僕、彩原さんの話を聞きたいんだよね」

「わざわざ職員室で？」

「ほら、僕、転校してきたばっかりだから。それっぽい場所、知らなくて」

「……」

（なに、こいつ？）

　怪しい。

　あからさまに、露骨に、見え見えに、怪しい。

（……ははぁん。わかった）

　この甘いもの大好きのキラキラ目男、つまりは舞子さんに、興味がある、と。



　惚ほれたな。



　え？　今日、転校してきたばかりで？

　いやいやいやいやいや。

　時間は関係ないな。

　十秒あれば恋は生まれる。



（決めた。なにも話さねー）



「あたしと彩原さんが仲いいって、山岡君、それって、なんか勘違いしてない？」

　清香はしれっとした顔で応こたえた。

「んー、変だなぁ……」

　山岡は深刻そうな顔になると、首を傾かしげた。

「美倉さん、今朝、僕と会ったでしょ？」

「うん」

「あのとき、キミ……」

「……」

「彩原舞子さんのこと見て、急に慌あわてて、逃げるみたいにして走っていったじゃない」

　清香は椅い子すから滑り落ちそうになった。

（ウソー。なによ、それ。その異常かつ不必要な観察力）

「ああいう劇的な態度をとるということは、つまり、なにかしら深い関係があるということでしょ？」

「えーと、その……苦手とか、嫌いとか、そういう可能性もあるかなって」

　山やま岡おかは余計に目をキラキラさせている。眩まぶしいくらいだ。

「それも、深い関係の一種でしょ？　なんの関係もない人間を、嫌ったり、苦手意識を持つってことはありえないと思うんだよね……ま、簡単な推察だけど。あ、『簡単』ていうのは僕にしてみれば、って話ね」

「……」

　清さや香かの頭の中でパトランプがグルグル回りはじめた。

（こいつ、馬ば鹿かだけど馬鹿にしてるとマズいかも）

　山岡のくりっとした目が、清香のことをじっと見つめている。

　視線を逸そらせたら負けだ、と思って、清香も全身に力を込めた。

　ついでに息も止めた。

　無言の睨にらみ合いが続き、清香が酸欠で意識を失う寸前……山岡が口を開いた。

「もう、いいや」

「え？」

　清香は思わず聞き返した。

「美み倉くらさん、彩さい原ばら舞まい子こさんのこと、あまり知らないんだよね。知らないって言ってる人に、無理やり、話を聞くこともできないし。……『刑事』じゃないから」

「……」

「お疲れさまでした」

「よくわかんないけど、じゃ、帰るよ」

　清香が椅い子すから腰を浮かせると、

「ごめん！　やっぱり、もうひとつだけ」

　と、山岡が手を合わせた。

「教えてほしいことがあるんだけど」

　山岡が指さしているのは清香……ではなく、彼女が座っている椅子の持ち主、花はな沢ざわの机だった。

「噂うわさの『通り魔事件』。花沢先生が被害者だっていうアレ。その事件のこと、教えてほしいんだけど。新聞とか読んでも、いまいちよくわからないというか」

「……」

　清香があたりを見回すと、職員室は無人になっていた。

「お願いします！　知ってるだけのことでいいから。お願いお願いお願いお願いお願いお願いお願いお願いお願い」

　山岡が深々と頭を下げた。髪の毛にきれいな「天使の輪」ができていた。

（なんだ、このキューティクル野郎。なにを狙ねらってるわけ？）

　清さや香かはなぜか、背中にざわざわとした嫌な感触を覚えた。

「あたし、特に詳しいわけじゃないし……」

「そういえば、美み倉くらさんのお父さん、星ほし祭まつり署の刑事課長なんだよね？」

「ちょっと！　どうしてそんなこと知ってるの？」

　清香が睨にらみつけると、山やま岡おかは急に視線を逸そらした。

「あー、えー……ええと、クラスで誰だれかが話してるの聞いた」

「誰が？」

「よくわかんない。ほら、僕、転校してきたばかりだから。クラスの子の名前とか、まだ知らないし。ホントだよ」

「……」

　どう考えても、適当な嘘うそをついているようにしか見えない。

「仕事のことを家族に漏らすのはどうかと思うけど、毎日一緒に暮らしてれば、どうしても話題に出ることってあるでしょ？　だから、他ほかの生徒よりはいろいろ詳しいんじゃないのかなーって思って」

「……」

　ずばり、だ。

　清香は今回の事件について、かなり詳しく知っている。

　最初から興味がまったくなかった、といっては嘘になる。しかし、そもそものきっかけは、父が花はな沢ざわの学校での態度や、その人柄について、あれこれ質問してきたことが始まりだった。

「知ってるんだよね、その顔は」

　山岡にそう言われ、清香は観念した。「知らないよ」と突つっぱねることも可能だったろうが、そこまでするのも面倒だ。

　話すだけ話して、それで山岡が満足するなら、それでいい。

　なんであれ、ひとと張り合うのは疲れるから嫌いだ。



　通り魔事件のあらましはこうだ。

　花沢が最初に被害に遭あったのは、今からおよそ一ヶ月前、五月初旬のことだ。

　学校での勤務を終えた花沢は、いちどアパートに戻った後、夕食前にふらりと散歩に出たという。

　散歩のコースはだいたい決まっていた。アパートのある駅の南側から北側に抜け、住宅街の道を通って帰宅するというパターンだった。

　だが、花沢はその日、自分のアパートに戻ることができなかった。駅の北側、小さな飲み屋が集まっている路地、通称「星祭ルナストリート」の前で、気絶したところを発見され、近くの病院に収容されたからだ。

　警察に通報したのは、ルナストリート近くのコンビニ『ニコニコオレンジ』のアルバイトだった。彼はこう証言している。

「うぃっす、店の前の掃除に出たんスよ。そしたら、あの路地の入口に、ひとがふたりいるのが見えて。ひとりは道に倒れてて、もうひとりがそこに馬乗りになってて。なんか喧けん嘩か臭いな、ヤバいなぁって思ってる間に、ゴーンていう、イヤな音がして……ああ、あれが金かな槌づちで殴られた音だったんスか……それで、馬乗りになってたヤツが、急にまた立ち上がって、駅の方へ向かって走っていったンすよ。暗かったから、顔とかそういうのはわかんなくて。体格からいうと、男だとは思うんですけど。変わったところ？　特徴？　あ、それ、知ってて聞いてるっしょ？　イヤ、いくら言われたって、言いますよ。見間違いじゃないから。花はな沢ざわさん？　あの学校の先生を金槌で殴った犯人は、頭にチョンマゲしてました。だから、笑わないでって。マジなんだからさぁ。カンベンしてよぉ」



　当初、このバイト店員の証言にある「チョンマゲ男」の件については、捜査に当たった星ほし祭まつり署刑事課でも、ほとんど問題にされなかった。帽子かフードをチョンマゲと見間違えたのだろう、そういう判断だった。

　当の花沢も、このときの被害について、こう証言している。

「散歩の途中、あの飲屋街の前を通りかかったとき……はい、そうです……ルナ？　ストリート？　ええ。横から誰だれかに突き飛ばされたんです。それでよろけて、尻しり餅もちをついて、頭を殴られて……犯人ですか？　すいません、暗くて、一瞬だったんで……本当になにも覚えてないんですよ」

　ちなみに花沢の怪け我がは軽傷だった。金槌で殴られたとはいっても、犯人が恐れをなしたのか、ほとんど力の入っていない打撃で、おでこに小さなコブを作るだけに留とどまっていた。



　警察がまず注目したのは、花沢本人よりも、その実家のことだった。花沢家はかなりの資産家で、その線から捜査が進められることになった。だが、これといった容疑者は浮かばず、結局、警察は行きずりの強盗の線で犯人を追うことになった。

　だが……その三日後。

　花沢がまた襲われた。

　こんどは小型の刃物……カッターのようなもので、首を斬きりつけられた。だが、傷も浅く、縫うほどのものでもなかった。

　事件が起きたのは、駅の北側の住宅街。こんどは帰宅途中のサラリーマンが、犯行の瞬間を目撃した。

　暗がりでよく見えなかったというが、体格からして、その犯人は女のようだったという。

　しかし……。



「だから、チョンマゲですよ。そう。チョンマゲ。犯人はね、小柄だったし、逃げるときの走り方からしても、女だと思うんですよ。え？　知らないですよ。でも、チョンマゲ。若い子がやってるポニーテールみたいなヤツじゃなくて、お侍さんがやってる、立派なチョンマゲしてました」



　結局、花はな沢ざわは五月末までの二週間で、合計七回の被害に遭あった。

　どの事件にも目撃者がいた。だが、犯人像については、どの証言もバラバラだった。太った若い男、背の高い初老の男、太った女、痩やせた男……。

　そして、どの事件でも共通する証言があった。



「犯人は頭にチョンマゲをしてました」



「……なるほど。この街って、なんか変なことが多いね。『百メートルを五秒で走る老婆』がいるらしいし」

　清さや香かの話を聞き終えた山やま岡おかは、おもむろに口を開いた。

「で、花沢先生の事件ていうのは、つまり、こういうこと？」

「……」

「この星ほし祭まつりには『悪のチョンマゲ団』みたいな秘密組織があって、そいつらが花沢先生の命を狙ねらっている、と」



    

  
    
      



    

  
    
      　どこまで本気なのか、山やま岡おかは大おお真面目まじめな顔で言った。

　清さや香かは答えに詰まった。

　くだらないと言い返すことは簡単だが、『悪のチョンマゲ団』の犯行でないのなら、もっと理屈に合った答えがあるのだろうか。

　この事件について、父と話しているとき、いくつかの可能性が挙げられた。

　教師が狙ねらわれた、ということから、当初、警察は学校関係、つまり、生徒や元生徒たちに疑いを向けた。

　だが、花はな沢ざわはよくも悪くも、生徒から怨うらみを買うほど、積極的な教師ではないことがわかり、その説は立ち消えになった。生徒だけでなく、花沢が誰だれかに怨まれているという事実は、警察がどれだけ調査しても、まったく浮上してこなかった。

　花沢という人物は、それこそ日陰にひっそりと咲く花よりも、人目に触れず人生を送ってきたらしい。いわゆる「怨えん恨こん」の線が消え、事件の動機はまったく不明になった。



「あ、そうだ」清香はひとつ、重要なこと思い出した。「王子の怪け我がは、みんな、軽いんだよ。軽傷」

　犯人たちには「チョンマゲ」以外にも、ひとつ共通点があった。

　花沢に大した怪我を負わせない、という点だった。

　一回目の金かな槌づち、二回目のカッター、その後も鉄パイプや金属バット、コンクリートブロックと、使われた凶器は物騒なものばかりだったが、どの犯人も全治数日程度の軽傷を与えるばかりだった。



「……質問。なんで、花沢先生は『王子』って呼ばれてるの？」

「そんなの決まってるじゃん。『王子様』っぽいから」

　即答した清香に、山岡は頭をぽりぽり掻かいた。

「あ、もうひとつ質問。花沢先生の家、かなりのお金持ちって言ってたけど、どれくらい？　この星ほし祭まつりでいちばんとか？」

「……ふっ」清香は馬ば鹿かにしたように……馬鹿にして鼻を鳴らした。「星祭でいちばん？　なにスケールの小さい話してんだか。王子はね、王子なの。花沢先生の家はアジアで六番目の資産家」

「アジアで六番目？　……そんなふうには見えなかったけど。スーツも安っぽかったし。あれはどう見ても、上下で一万五千円くらいのヤツだよ」

「スーツの値段は知らないけど。王子、家はお金持ちだけど、学校の給料だけでちゃんと暮らしてるから、厳しいらしいよ。ボロボロのアパートに住んでるみたいだし。ま、そういうところがまた、逆に『王子』っぽいわけだけど」

「ふん、なるほどね。で、それはともかく」

　露骨に興味なさそうな顔をして、山岡は勝手に話を切り替えた。

「話を元に戻すけど、えーと、えーと、つまり、こういうことだよね？　この星ほし祭まつりには、『悪のチョンマゲ団』という秘密組織があって、そいつらは花はな沢ざわ先生の命を狙ねらってはいなくて、ビミョーな怪け我がをさせることを使命としている、と」

「……」

「じゃあ、こうかな？　宇宙から飛来したチョンマゲ型の寄生生物が……」

「……」

「へへへ。半分くらいは正解だったりして」

　山やま岡おかが気味の悪い笑い声を立てた。

「は？」

「いや、なんでもない。いろいろ教えてくれてありがとう」

「それじゃ……」

　ようやく解放される。清さや香かがほっと溜ため息いきをつきそうになると、

「最後にもうひとつだけ」

　山岡が手を合わせた。

「……なによ？」

「僕と腕相撲をして」

「……え？」

「僕と腕相撲をしてください」

「……はぁ？」

　清香は頭を掻かいた。意味がわからない。

「僕、腕相撲はかなり弱いから。美み倉くらさん、絶対勝てると思うし」

　意味がわからない。

「あのー。山岡君に腕相撲で勝つと、なにかいいことがあるわけ？」

「だから、勝つわけでしょ？　勝つってことは、それだけで意味があるでしょ？」

　まったく意味がわからない。

「話すことないなら、もう帰るからね」

「やろうよ、腕相撲」

　山岡は肘ひじを机の上に乗せ、指をくねくねと動かしている。すっかり、その気だ。

「あんたもクネクネ？」

「はい？　とにかく、やろうよ。勝ってみればわかると思うよ、勝つことの意味が。あれ？　勝つのが怖い？」

「意味わかんない。いいよ、やればいいんでしょ」

　そう答えて、清香は椅い子すに座り直した。右手の肘を机に置き、山岡の手をぐっと握った。冷たくも温かくもない、漠然とした感触がした。

「さぁ、始めて」

　清香は山岡の顔を正面から睨にらみつけた。その不必要につぶらな目からは、相変わらず、なにを考えているのか、読みとることはできなかった。

「それじゃ、三、二、一……」

　山やま岡おかのカウントダウンに合わせて、清さや香かは右腕に、ぐっと力を込めた。

「え？」

　清香は思わず、声を上げた。

　勝負はあまりにあっけなく終わった。

　山岡の手の甲は簡単に机に押しつけられ、それだけでは終わらず、彼はバランスを崩して、椅い子すから滑り落ちた。

「あははは、強いね、やっぱり……でもフツーの強さだ」

　乾いた声で笑う山岡に、清香は、

「その通り。あたしは普通です。山岡君が弱すぎるの」

　そう冷静に返事をした。



　　　５



「なんか、服に甘い匂においが染みついちゃったなぁ……あー、白はく桃とう大福、食べたかったぁ……チキショー、あの山岡のヤツ……ムカつく」

　職員室を出た清香は、ホームルーム棟を抜け、特別教室棟に急いだ。ふたつの校舎を繋つなぐ渡り廊下を歩くうち、山岡への不快感がどんどん高まっていった。

（いったい、あいつ、何者なんだろ？　見た目は悪くないけど、中身は……なんか脳に変なもの詰まってそうだしなぁ。……あ、思いついた。ひょっとしたら、昔から舞まい子こさんに粘着してたストーカーとか？　それなら辻つじ褄つま合う感じ。舞子さんはあの山岡の執しつ拗ようで不退転で因いん業ごうで意固地なストーキングに耐えかねて東京から逃げ出してきたら、あいつはこっちの教育委員会とかに甘いものを配って無理やり同じ一年Ｃ組に転入したっ！）

「それだっ！」

　特別教室棟に足を踏み入れたタイミングで、清香はぽんっと手を叩たたいた。

「……それしかない」

　特別教室棟はその名前の通り、理科関係の教室や、美術、技術室、視聴覚教室、ＰＣルームなどが入っている、四階建ての建物だ。

　星ほし祭まつり高校の図書室は、その学校の規模からすると、かなりの広さを誇り、特別教室棟の一階部分すべてを占めている。

　分厚いスチールの扉を開き、清香は薄暗い図書室に入った。

　中では鹿か山やまがひとりで当番をしているはずだ。

　閲覧室と開架式の書庫の間に設けられた、貸出カウンターのところまで、半分駆け足で近づく。

「ごめん、遅くなった……あ」

　清さや香かの身体からだが固まった。

　カウンターから顔を覗のぞかせていたのは、見慣れた鹿か山やまの顔ではなかった。

　当人には言っていないが、清香は鹿山のことをずっと「ナス」に似ていると思っていた。

　ナスに似ているといっても、漬け物にできるとか、味み噌そ汁しるに入れるとうまいとか、そうした機能的な話ではなく……外見上の問題だった。

　地黒で間延びした顔の上に、短く切りそろえた髪の毛がヘタのように載っかっている。高校に入って、隣同士の席になって顔を見た瞬間から「あ、ナス」と思っていた。

　で。

　カウンターにいたのは、ボンヤリした雰囲気のナスではなく、彩さい原ばら舞まい子こだった。

「……」

　なにか話さなくてはいけない。

　それはわかっていたものの、まったく予想外の出会いに、頭の中は真っ白になっていた。

「遅かったねー、今日はもう来ないのかと思ったよ……」

　と、間延びした声を出しながら、薄暗い書庫の方から、鹿山がやって来た。新聞の縮刷版を重そうに抱えている。

「あの、鹿山クン」

　清香は鹿山と舞子の間で、忙しく視線を往復させた。

（どうして、舞子さんが貸出カウンターにいるわけ？）

　そういうニュアンスを出しているつもりだったが、鈍い鹿山には、まったく通じなかった。

「私、図書委員になりました」

　鹿山よりも先に、舞子が清香の発信している電波を受信したようだ。

「あー、そうそう。言い忘れてたよ。彩原さん、図書委員になった」

「なった、じゃねーよ！　勝手に話、進めてんなよ！」……と、怒鳴りたいところを、清香はぐっと堪こらえた。

「どういうこと？」

「私、本が好きなので」舞子が答えた。「特に入りたい部活もないので、図書委員会に入れて頂きたいと思ったんです」

「そうそう。それで彩原さん、昼休みにここに来て、先生のＯＫも出たから、ま、そういうことで……問題ある？」

　呆ぼう然ぜんとしていた清香の表情、それを不服と理解したのか、鹿山がそう聞いてきた。

「そ、そんなことないけど……」

　清香に反対する理由はない。

　そもそも図書「委員」といっても、別に選挙で選ばれる仕事でもなく、ただ好きな人間がボランティアでやっている雑用係だ。やりたいという人間に、わざわざ「ダメだ」ということはない。

　だけど……。

「それじゃ、後、よろしくね」

　そう言うと、鹿か山やまは焦げ茶のリュックを肩にかけた。

「どこ行くの？」

　清さや香かはひどく慌あわてた。

　このまま、舞まい子ことふたりきりになる？

「どこ行くって、歯医者。朝、言ったよ。今日、歯医者の予約あるから、少し先に上がるって」

「……まったく覚えてない」

「覚えてなくてもいいよ。ちょうど彩さい原ばらさんもいるから、人手も足りるでしょ」

　マイペースの鹿山は、清香に反論の隙すきを与えないまま、ひょこひょこした足どりで、図書室から出ていった。



　マズい。

　本当に、ふたりきりになった。



　厳密にいえば、閲覧室の奥の方で、勉強をしている何人かの生徒がいた。だが、彼らの姿は太い柱に隠されて見えず、実質、清香は妙に広い図書室で……



    

  
    
      



    

  
    
      　舞まい子こと、ふたりきりになった。



　清さや香かは死ぬほど頭を回転させた挙げ句、「じゃあ、なにかわからないことがあったら、なんでも聞いてください」と、極めて事務的な挨あい拶さつをして、カウンターの後ろ、舞子の隣の椅い子すに腰掛けることにした。

　それから五分ばかり、清香は前だけを見て時間をやり過ごした。



「ダメ、だ」



　突然、清香本人の意思を無視して、そんな言葉が口をついて出た。



「友達になってください」



　続いて、そんな台詞せりふも。



「あ、そうじゃない」



　古い事務椅子にぎーっと悲鳴を上げさせ、清香は舞子に向き直った。

「あの、その……『友達になってください』っていうのは、一時、こっちに置いておいて。その前に……この前はごめんなさい」

　舞子は、きょとんとした顔で、清香のことを見ていた。

「もうダメです。正直に言います。この前……一週間くらい前、あたし、彩さい原ばらさんの家に突然、現れましたよね？　彩原さん、なんにも聞いてこなかったけど、あれは偶然、たまたま現れたわけではなく、必然があってつまり……ごめんなさい、後をつけてました……」

「知ってます。知ってました」

　特に怒った様子も見せず、舞子はそう答えた。

「……知ってましたよね？　ていうか、わかりますよね？　だって、家に来ちゃってるんだし……あ、それわかってて、それでも、今日まで、なんにも言わなかったんですか？」

　舞子が口を開こうとしたが、「待って」と清香がそれを止めた。

「彩原さん、人間がでかい」

　椅子を倒して、清香は立ち上がった。

「彩原さん！　友達になってください！　……あ、また順番、まちがえた」

「……」

「この前はこっそり、後をつけていって、ごめんなさい。あの、なんでかっていうと……それはうまく言えないんですけど……友達から始めましょう。いえ……その……」

「……」



「友達になってください」



　清さや香かはゆっくりと、かといって、ゆっくりすぎない微妙なスピードで、右手を差し出した。



「いいですよ」



　そう言って、舞まい子こが清香の手を握った。

　舞子の手のひんやりとした感触が、清香の腕の先から心臓まですーっと伝わってきた。



　冷たい幸福。
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　図書室の閉館時間になり、清香と舞子は一緒に学校を出た。

「途中まで、一緒に帰りましょう」

　そんな当たり前の台詞せりふを言うだけで、清香の心臓は激しく暴れた。本当は「心配無用です。変質者・山やま岡おか選すぐるの舞子さんに対するストーキング行為はこのあたしが絶対に許しません」とつけ加えたかったが、舞子をいたずらに不安にさせるのもよくないだろうと思い、そこはぐっと堪こらえた。

「あの、舞子さん。三日月みかづき公園てわかりますか？　三日月の大きな彫刻が置いてある公園なんですけど」

「ええ、子供の頃ころはあそこでよく遊びましたよ」

「ホントに？　あれ？　小学校ってどこだったんですか？星ほし祭まつり東小？」

「私は星祭西小学校でした」

「あ、そうですか……ええと、あのあたりまで、一緒に」

　舞子は軽くうなずいて答えた。

　三日月公園は、正門を出てから五分ほど歩いた距離にある。清香の自宅と舞子の家は、そこで南北に分かれた先にある。適当な理由をつけて、舞子の家の近くまで行くという手もあったが、

（ま、今日のところは）

　と、清香はおとなしくしていることにした。

　歩いているうちに、清香はなぜかまた山岡のことを思い出した。あの甘いもの男は、舞子のことを異常に気にしていた。

（ストーカー疑惑のこと、やっぱり話した方がいいのかな……）

　二秒考えて、やめることにした。

　山やま岡おかがどうして舞まい子このことを気にしているのか、本人に伝えるのは、それがもう少しわかってからでも、遅くないかもしれない。

（あー、だったらなに話そう）

　自分のこと？

　趣味？　親のこと？　音楽？　星座？　……それとも服をどこで買ってるか？

　考えはじめた瞬間から、パニックに陥った。

　どうしようどうしようと迷っているうちに、あっという間に三日月みかづき公園の前まで来てしまった。

　門を入ってすぐのところに、その名の由来である、三日月形の鉄のオブジェが見えている。もっとも、「三日月公園」というのは清さや香かたち、住人が勝手に呼んでいる名前なのだが。

　名な残ごり惜しい気持ちでいっぱいだったが、しつこいのは嫌われる。

　清香は身を切られる想おもいで「それじゃあ、また明日」と言ったが……。

　すぐ隣を歩いていたはずの、舞子の姿が見えなくなっていた。

「え？」

　舞子の姿を求めて、あたりを見回そうとしたが、それは叶かなわなかった。

　視野がぐんと狭くなって、視界がどんどん暗くなってくる。

　ここ最近、毎日やってくるアレだ。

　意識が遠のいていく。

　不安と気持ちよさが入り交じった、すでにお馴な染じみの感覚。



　…………。



　……。



　…。



　……。



　…………意識が戻った。

　清香はそう思ったが、すぐにそれを否定した。自分はまだ目覚めていない。



　夢を、見ている。



　遥はるか下に公園が見えている。

　やっぱり、夢を見ている。



　清さや香かは空を飛んでいた。
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　清香は空を飛んでいた。

　まるで大砲から撃ち出されたような（生あい憎にく、そんな経験はなかったけれど）、強烈な加速の感覚があった。

（止まらなきゃ！）

　清香は咄とつ嗟さにそう思った。

　夢の中だろうとなんだろうと、緊急事態に変わりはない。清香は腕を広げ、空中でなんとかブレーキをかけようとした。

　だが、両腕はだらんと垂れたままで、一ミリも動かなかった。

　きゃーっ！　……と悲鳴を上げようとしても、舌も顎あごも喉のども、なにもかも自由にならない。

　そうこうしているうちに（実際は一秒にも満たない時間だったが）、清香の身体からだは一瞬の無重量状態を経て、落下に入った。

（落ちる死ぬ落ちる死ぬ！）

　清さや香かの視界の中、一本の巨木の姿が、ぐんぐん拡大された。

　気がつくと、清香の両足は、その巨木の太い枝を踏みしめていた。

　足が枝に触れた感覚はなかった。

（どうすんのよ、こんなところに降りちゃって……）

　二階建ての家、その屋根よりも高いところにいる。

　清香の視界がぐるっと流れた。

　相変わらず、彼女自身の意思とは関係なく、その肉体が動いている。

（やめてよぉ……なんか気持ち悪い。夢だからって、これ、ちょっと厳しいよぉ……あ）

　枝の先に猫がいた。

　丸々と太った雄猫だ。下へ手たな犬より体重がありそうだ。その証拠に太い枝が、今にも折れそうに大きくしなっている。

　清香……清香の身体からだは、ゆっくりと幹を離れ、枝の先端に向かって歩きはじめた。

　デブ猫が「フギャー」と怯おびえたような鳴き声を上げた。「カンベンしてくれ！　おまえまで来たら、枝が折れちまうだろ」と抗議しているように聞こえた。

　そんな猫の様子に、清香は急に思い出したことがあった。

　自分は高所恐怖症だった。

　視界が霞かすみ、足がガクガク震え……なかった。清香の恐怖心とは無関係のまま、彼女の足は軽やかに動き、枝の先端に至った。

　ひょいとデブ猫を抱きかかえる。

　その体重も、毛並みの感触も、一切、伝わってこない。

（あ、そっか。夢だもんな）

　猫を抱えた清香は、そのまま、ふわっと枝から飛び降りた。着地の衝撃はまったくなかった。

（さすが夢の中。脚も折れてないし）

　地面に降りた途端、さっきまでの恐怖はどこへやら、清香は完全にリラックスしていた。

　ここまでディティールが鮮明な夢も珍しい。せっかくなら、なにが起こるか、徹底的に楽しもうという気持ちになっていた。

　清香の視界がぐっと横に移動した。

　小学校に入ったばかりくらいの、小さな女の子がいた。目のくりっとした可愛かわいらしい子だった。

　清香の視界が、こんどは下に下がった。しゃがみ込んだのだろう、女の子の顔が同じ高さになった。

「猫、助けたよ」

　清香はひどく驚いた。

　それが自分の声だったからだ。喋しやべるつもりなんて、まったくなかったのに……。

　清さや香かに手渡され、少女はデブ猫を重そうに抱え込んだ。猫の胴体がだらんと伸び、少女の身長とたいして変わらない長さになった。

「お姉ちゃん、ありがとう」

　少女のお礼の言葉に、清香の口はまた勝手に動き、

「どういたしまして。あたしはアンテナ超人、これくらい、たいしたことないよ」

　泣きたくなった。

（ひどい。夢の中だからって、あんまりすぎる。なんだよ、アンテナ超人って……アンテナ？）

　清香は自分の頭を触ろうとしたが、やはりその肉体は思い通りに動かない。

「お姉ちゃん、バイバイ！」

　デブ猫を抱え、少女は驚くような速さで走っていった。

　公園の出口に向かって。

　そこで初めて、清香は自分がいるのが、馴な染じみの三日月みかづき公園だということに気づいた。

（ははぁん、なるほど）と、清香は納得した。

　夢だけど、一応、整合性はとれてるんだ。確か意識をなくしたのは、この公園の前だったから、それで夢の方も……



　……え？



　寝ちゃったんじゃないよね？

　意識を失ったんだ。

　あれ？　「気絶」のときも、普通の「睡眠」と同じように、夢って、やっぱり見てしまうものなんだろうか？

　混乱した。

　公園の前まで来て、自分はどうしたのだろう？　急に意識を失った？　それとも意識を失ったのと区別がつかないくらい、爆発的な勢いで「寝た」？

　どっちなんだろう？

　考えるのに夢中になっていたせいで、自分の身体からだがまた動き出したことに、清香はしばらく気がつかなかった。

　清香は公園の入口に背を向けて、どんどん奥へ入っていく。

　公衆トイレの横を過ぎて、茂みの中に足を踏み入れた。



　ひっ！



　清香の心臓は止まりそうになった。

　木にもたれかかるようにして、舞まい子こが倒れていた。その顔は青白く、まるで……。

　――ま、舞子さんが、死んでる。

　パニックに陥った清さや香かの心とは裏腹に、その足は湿った土を踏みしめ、舞子に近づいていく。

（あれ？）

　舞子の右手に、なにか銀色のものが見えた。一瞬だけだったのでよくわからなかったが、ゲーム機のコントローラーのような形をしていた。気になったので確かめたかったが、清香の身体からだはその意思を無視して、舞子の横に座り込むと、彼女と同じように背中を木に預けた。

（なによ、この夢？　なんか不気味な方向に進んでない？　あたしも舞子さんと並んで死んじゃうって展開？）

　視界の隅で、白いものが動いた。清香の腕だった。

　腕が頭の上でもそもそと動いたかと思うと、清香の意識がふーっと遠くなった。

　上半身が倒れていくのがわかる。

　意識が完全に途切れる寸前、清香は自分の腕が握っているものに気づいた。

　……アンテナ。



　……。

　清香の意識が失われたのは、ほんの一瞬のことだった。上半身が倒れ込み、地面に触れる寸前、彼女の意識は再び鮮明になった。

　さっと手をついて、顔が草むらに突っ込むのを防いだ。

（……あっ）

　身体の自由が利きくようになっていた。

　夢じゃない？

　これ、現実？

　俯うつぶせの体勢のまま考え込んでいると、

「美み倉くらさん！」

　いつの間に起きあがったのか、舞子が声をかけてきた。

　どうしていいかわからず、清香はとっさに目を閉じてしまった。

「美倉さん、しっかりしてください」

　舞子が肩を揺すってきた。その長い髪の毛が、清香の頬ほおを撫なでた。

　……あ、グレープフルーツの匂におい。

　場違いにうっとりした清香だが、大事なことをひとつ思い出した。

　――確かめないと。

　清香は目を開き、自力で起きあがった。

「清香さん、どうしたんですか？　こんなところで倒れて」

　そう聞いてくる舞まい子こに、

「……あの、彩さい原ばらさん」

　清さや香かは恐る恐る口を開いた。

「はい」

「これって夢とかじゃなくて、現実の世界ですよね」

「はい」

　舞子は控えめな優しい笑みを浮かべていた。その顔を見た瞬間、なぜか清香にはすべてがわかってしまった。

「あたし、ずっと夢かと思ってたんですけど、そうじゃなかったんですよね。身体からだの自由は利きかなかったけど、意識だけは、ずっとはっきりしてたんです」

　清香の言葉に、結ばれていた舞子の唇が、ほんの少し弛ゆるんだ。ほっと安心したように見えた。

「あたし、この一週間くらい、毎日、少しずつ記憶が飛んでて。それもぜんぶ、舞子さんのせいなんですよね？」

「……そうだったんですか。ひょっとして、あなたの意識が戻ったのは、あの猫がいた木にジャンプしてる途中じゃありませんでしたか？」

「……え、ええ」

「やっぱり。こちらも、あんなことは初めてだったので、半信半疑というか……よくわかりませんでしたけど、あなたの不思議がっている意識が伝わってきましたから……」

「……意識が伝わる？」

　舞子の言っている意味が、清香にはよくわからなかった。

「やっぱり、これは『ガラクタ』でしたね」

　そう言うと、舞子はスカートのポケットから、銀色の円えん錐すい形の物体をとり出した。

　さっき、清香の腕が勝手に動いていたとき、握られていたもの、そして一週間前、舞子の家で清香が頭に刺されたと思っていたもの……。

　アンテナ、だった。
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「散らかってますけど、どうぞ」

「……失礼しまぁす」

　清香は初めて、舞子の家に上がった。

　正確に言えば、一週間前、土蔵の前で意識を失ったとき、玄関先まではお邪魔していたのだが。

「アンテナ」を見せた舞子は、清香に自分の家まで来てほしいと言った。

　その場にいても、舞子にはそれ以上説明する気がないように思われ、清香はおとなしく彼女の言うことに従うことにした。

「う、うわっ……」

　玄関を上がり、奥に続く廊下に入った途端、清さや香かは思わず声を出してしまった。

　狭い廊下の一方の壁には、ずらっと鎧よろいが並んでいた。西洋風のものもあれば、日本のものもあった。全部で十体ほどが、窮きゆう屈くつそうに肩を寄せ合っていた。

「これは十六世紀前半、北イタリアで作られたもの。実際に戦場で使われたものなので、傷だらけです。こちらは同じ十六世紀のものですけど、馬上槍やり試合用」

　歩きながら、舞まい子こが早口で説明していく。

「これは古代ローマの胴鎧。当然、レプリカです。こちらは日本の戦国武将のもので……」

　居並ぶ鎧の迫力に、舞子の言葉は清香の耳を素通りしていった。微妙に歩きにくいなと思ったら、鎧の重みで廊下の板が、片方に大きく傾いているのがわかった。

「えーと、お父さんが鎧マニアとか？」

「いいえ、ちがいます」

　舞子は首を横に振ると、清香を居間に通した。そこは廊下よりも、もっと凄すさまじいことになっていた。

　大小様々な形の仏像、掛け軸、見慣れない鳥の剥はく製せい、古びた額装の油絵、兜かぶと、子供の頭がすっぽり入りそうな大きな風鈴、丸く磨かれた石、流木……等々。

「ていうことは……これ、みんな、舞子さんのコレクションなんですか？」

「……すべて、亡くなった祖父のものです」

　清香の顔が真っ赤になった。

「あははははは。そ、そりゃ、そうですよね。どんな奇人変人なんだって話ですよね？」

「……」

「あ。あ、いやその。別におじいさんが奇人変人というわけではなく……」

「奇人変人でした。うちの祖父は。ここだと座るところがないので、こちらへどうぞ」

　清香と舞子は、居間と続きになった六畳ほどの和室に移動した。

　居間ほどではなかったが、そこも正体不明のガラクタが積み上げられていた。

「すいません、散らかっていて。これ、今、こっちにやります」

　そう言うと、舞子は大きな望遠鏡のような機械を、隅にずるずると押しやった。

「なんですか、それ？」

　清香の質問に、舞子は首を傾かしげた。

「よくわからないですけど、爆撃機の照準機みたいです。その一部……かもしれません」

「爆撃機？　……はぁ」

　和室の隅には、他ほかにもまだ正体不明の機械が積み上げられていたが、清香は質問する気をなくしてしまった。

「彩さい原ばらさん」

　照準機のパーツ（？）をかたづけると、舞子は和室の中央に置かれた、丸い座卓の前に正座した。

「これを見てください」

　舞まい子こはふたつの物体を卓上に置いた。

　ひとつは「アンテナ」。

　もうひとつは、一瞬見ただけの「ゲーム機のコントローラー」に似たもの。

「『Ｓ＆Ｍ』です」

「……エス、アンド、エム？」

　清さや香かが繰り返すと、舞子はうなずいて答えた。

「はい、そうです。『Slaveスレイブ & Masterマスター』の略で『Ｓ＆Ｍ』。さぁ、手にとって見てください」

　舞子に促され、清香はアンテナを持ち上げた。金属製らしく、持つとずしりとした手て応ごたえがあった。

「そちらがアンテナ。さっきまで、清香さんの頭に刺さっていたものです」

　清香はそっと手を動かして、アンテナの基部側、丸いボールがついているのとは反対側を覗のぞき込んだ。「刺さっていた」という言葉に嫌な汗をかいたが、アンテナの基部はつるっとした平面になっていた。剣けん山ざんみたいな凶悪な状態を想像していたが、まったくイメージがちがう。

「あのー、これ、ツルツルしてるし、『刺さる』っていうより、『張りつく』って感じなんじゃないですか？」

「いいえ」

　舞子は静かに首を振った。

「いちど頭にぺたりと『張りついた』後に、細かな針が何本も出て、脳に直結する仕組みらしいです」

「針が出て脳に直結……あー、なるほど……って！」

　清香は思わず「アンテナ」を投げ捨てそうになった。

「メチャクチャ痛そうじゃないですか！」

「痛みはない……と祖父のメモに書いてありました。刺さった瞬間、ぴりっとくるらしいのですが、瞬間的に痛覚を麻ま痺ひさせるので」

「はぁ……なるほど」

　ついさっきまでアンテナを刺されていた張本人のはずなのに、清香は、自分に関係のあること、という実感がどうしても湧わかなかった。

「そして、こちらが『コントローラー』」

「『コントローラー』……？　なんか、まんまな名前ですね」

　清香はアンテナを座卓に置くと、コントローラーを手にした。

　大きさは確かにゲームのコントローラーそのものだ。形も緩いカーブを描いていて、両手で持つとしっくり来る。

　だが、本物のコントローラーと違って、十字キーもボタンもなにもない。それどころか、表面にはなんの凹おう凸とつもなかった。

「で、これはつまり……」

　清さや香かは恐る恐る口を開いた。

「アンテナとコントローラー、その二つがセットになって、ひとつのシステムになっています……Ｓ＆Ｍです。元々……」

　舞まい子こは和室をぐるっと見回した。

「ここに置いてあるものと同じで、亡くなった祖父が収集していたものです。骨こつ董とう収集……そういうと聞こえがいいですけど、役に立たないもの、奇妙なもの、他ほかのひとがあまり欲しがらないようなものを集めるのが祖父の趣味でした」

　舞子は手を伸ばし、清香の前に置かれていたアンテナを握った。

「Ｓ＆Ｍにはもの凄すごい力が秘められています。このアンテナを誰だれかに刺せば、その人間はSlaveスレイブになります。こちらのコントローラーを持った人間、つまりMasterマスターがその精神と肉体を乗っとり、自由に操ることができます」

「なるほど」

　淀よどみなく語られる舞子の言葉に、清香はそのまま納得しそうになったが、

「……え？　人間を操る？」

　続けて「そんな馬ば鹿かな」と言いたいところだったが……さっきの三日月みかづき公園での自分の体験、あれがなによりの証拠だ。

　舞子も同じことを考えていたようで、なにも言わずに、軽くうなずいてみせた。そして、

「Ｓ＆Ｍの機能はそれだけではありません。アンテナを刺されると、人間が本来持っている能力がすべて解放され、超人的な力を発揮できます」

「……」

　舞子の話がいくら突飛でも、清香はただ納得するしかなかった。

　公園で自分の肉体が見せた大ジャンプ、そして高いところから飛び降りても平気だったこと……みんな舞子の話が本当だと証明している。

「あの……彩さい原ばらさん。さっき、公園でもちらっと言いましたけど……彩原さん、あたしにアンテナ刺したのって、今日が初めてじゃないですよね」

「……はい」

　表情を変えず、舞子は答えた。

「一週間前、土蔵の前でお会いしたときから……」

「から？」

「毎日」

「……」

「……」

「毎日ですかー？　……やっぱり。あのあたし……ここ最近、ずっと筋肉痛で」

　話に夢中になっていたので忘れていたが、今も清香の二の腕と太ふと股ももとふくらはぎは……とにかく全身が痛い。

「私のせいです。Ｓ＆Ｍの副作用というか」

「それから……筋肉痛だけじゃなくて、毎日、意識が飛んでて」

　遠慮がちに清さや香かは言った。

「私のせいです。Ｓ＆Ｍのアンテナが機能している間、清香さんの意識はなくなりますから……」

「……あれ？　でも、さっき、公園であたし……意識っていうか、ありましたよ」

「これのせいです」

　舞まい子こはアンテナとコントローラーに視線を落とした。

「お祖じ父い様のノートには、このＳ＆Ｍは『ガラクタ』と名前がつけられていました。……不良品なんです。だから、本来ならありえない、『Slaveスレイブとされた人間の意識が回復する』という現象が起きてしまったようです」

「……なるほど。あれ？」

　清香はちょこんと首を傾かしげた。

「あたし、なんか大事なことを聞いてないような気がして……あ―――！」

　清香は自分でも驚くほどの大声を出した。だが、舞子は微動だにせず、あんぐりと口を開けた清香の顔を静かに見返すだけだった。

「舞子さんっ！　そんなＳ＆ＭとかSlaveとかMasterマスターとか……ど、どどどどどどど」

「……」

「ど、どうして、そんなに恐ろしいこと！」

「恐ろしい？」

　舞子の眉まゆがぴくりと上がった。

「なにがですか？」

「だ、だだだだだだだだ、だって！　人間が人間を操るとかってよくないと思いますよ、基本的に。そのええと背徳的というか破戒的というかインモラルというか」

「……」

「それって、なんていうか……悪者がやることじゃないですか！」

「……言われてみれば、そうかもしれませんね。ごめんなさい、そういう倫理的な問題については、今まで、考えたこともありませんでした」

「考えてくださいよ！」

　清香は背中がむずむずしてきた。

　今更ながらのことだが、「彩さい原ばら舞子」という人間は少し……否、かなり特殊なパーソナリティの持ち主なのかもしれない……否、持ち主だ。断言できる。

「あの、それで、ですね……今、『どうして』って訊きいたのは、もうひとつ意味があって……つまり、なんのために？」

「訓練です」

　舞まい子こは即答した。

　その質問をずっと待っていたかのような、舞子にしては珍しいタイムラグなしの反応だった。

「訓練て……わかりました。それはいいとして、問題はどうして、あたしを選んだのか……」

　清さや香かはさらに質問しようとしたが、隣の部屋＝居間から響いてきた、ドンガラドンという、マンガの書き文字みたいな大きな音に邪魔されてしまった。
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　舞子が静かに立ち上がり、居間に続く引き戸を開いた。

「あ……ストーカー！」

　清香は思わず大声を上げた。

　ガラクタに紛れ、居間のど真ん中で倒れていたのは、甘いものを常食とし、キューティクルの充実したツヤツヤとした髪と大きな目が特徴の……転校生・山やま岡おか選すぐるだった。

「なにしてるの！　ひとの家で？」

　清香に問いただされると、山岡は、

「キミの家じゃないでしょ」

　と言いながら、ヨタヨタと立ち上がった。肩に流木の欠片かけらが張りついている。

「なにしてるの！　彩さい原ばらさんの家で？」

「……ええと、その家庭訪問。同級生としての」

　目を泳がせ、山岡は答えた。

「……ストーカーじゃありませんよ」

　つけ加えた余計な台詞せりふが、清香の警戒心をレッドゾーンまで加速させた。

「来たよ。来まくったよ。確定、出たよ」

「……？」

「どうせアレでしょ？　『愛』とか言うんでしょ？」

「……は？」

　清香の唐突な発言に、山岡はぽかんとした顔のままだった。

　それが清香の気持ちを益ます々ます苛いらつかせた。

「そういうストーカーのひととかって、自分がしてることは迷惑なつきまといとかじゃなくて、愛がある故ゆえの行動だから犯罪じゃないんですよぉとか、反社会的かつ利己的かつ幼児的で未成熟な言い訳するのがパターンでしょ？　でもそんな言い訳はあたしには通用しませんから！」

　息もつかずに一気に捲まくし立たてたので、清香は一瞬くらっとなった。酸欠だ。

「ストーカーじゃないよ」

　山やま岡おかは小さな声でつぶやいた。

「ストーカーのくせに」

「ストーカーじゃないから」

「だったら、なに？　舞まい子こさんのことを追いかけて、追いつめて、そのために教育委員会とかにまで手を回して、わざわざ同じクラスに転入したんでしょ？」

「……そこまで知られてたんだ。君、鋭いね。こうなったらしかたない。早いところ話を終わらせよう」

　制服のポケットをごそごそやると、山岡は黒革のパスケースをとり出した。

「文部科学省の秘密エージェントです」

「……」

　無言のまま早足で歩くと、清さや香かは庇かばうようにして舞子の前に立った。

「ほら、これ身分証明書」

　山岡が清香に見せたのは、一見、免許証に似た代しろ物ものだった。山岡の顔写真が添えられ、

「文部科学省／右の者を／文化財局／存在禁止文化財課所属／特別職員と証明する」と文字が記されている。

「……はぁ？」その身分証明書を二十秒ばかりじっくり眺めた後、清香は山岡に冷たい笑みを向けた。「なにこれ？」

「身分証明書」

　少しも動じず、山岡はそう答えた。

「文部科学省の秘密エージェントの」

「高校生じゃないの？」

　問いかけた清香に山岡は、

「高校生だよ。文科省の秘密エージェントもやってるの。兼任！」

「なによ、秘密エージェントって？　アニメ？　マンガ？」

「表に出ない部署だけど……文科省文化財局の中にある、存在禁止文化財課のメンバーというわけ。キミ、オーパーツってわかる？」

「わかります」清香ではなく、舞子が答えた。

　清香も慌あわてて「あたしもわかる！」と調子を合わせた。

「美み倉くらさん。君はわかってないみたいだから、サービスで特別に説明しときます」

「……」

「立ち話もなんだから、そっちへ移動しようか」

　山岡に促されるまま、清香と舞子は和室に戻った。

　清香たちふたりを並べて座らせると、山岡は床の間の前に陣どった。

「それではさっそく、説明を始めるよ……とその前に」

　山岡は居間に戻ると、平べったい白い箱を持ってきた。蓋ふたを開けると、中には焦げ茶色のパウンドケーキが入っていた。

「ちょっと失礼」

　山やま岡おかは服のポケットから革のケースをとり出した。

「おみやげ。『芳ほう醇じゆん果実のパウンドケーキ』だよ」

　革のケースから出した小さなナイフを使い、山岡はパウンドケーキを切り分けた。すると、豊かな果物の香りが部屋いっぱいに広がった。ケーキの断面からは、色とりどりのフルーツが顔を覗のぞかせている。

（う、うまそう……）

「カルバドスの風味が効いてる」

　カルバドスがなんなのかは知らないが、どこからどう見ても美お味いしそうにしか見えない。これがマズかったら、もうなにを信じていいのやら……と清さや香かが考えていると、

「美み倉くらさんは甘いものが嫌いらしいけど、彩さい原ばらさんはどう？　甘いものは？」

「甘いものは大好物です」

　舞まい子こがそう答えたので、清香は慌あわてて、

「あたしは甘いものあんまり好きじゃないけど、ここは空気を読んで、一緒に食べることにする」

「……やっぱり、その前に」

　山岡がケーキの箱をぱたんと閉めた。

「肝心な説明をしなきゃ。オーパーツとは……英語では『ＯＯＰＡＲＴＳ』と表記する。これは『Out Of Place ARTifactSアウト　オブ　プレイス　アーテイフアクツ』の略語で、日本語に訳すと『場違いな工芸品、加工品、人工物』というところかな。発掘品などで、その時代では本来不可能だったはずの技術が用いられている物の総称。美倉さん、ここまではいい？」

「……」

　清香はわざとらしく、首を傾かしげてみせた。いきなり押し入ってきて、「秘密エージェント」などとあらぬ妄想を吐いて、挙げ句に勝手に授業を始めた山岡への不服を表明したつもりだったが……。

「あれ？　難しい？　もういちど説明したほうがいい？」

　山岡にそう言われ、清香は「わかります。先に進んでください、センセイ」と渋々、答えた。

「よろしい。そのオーパーツは実際に様々なものが発見されてる。有名なものでいうと、マヤの水晶髑どく髏ろ、ブルドーザー、南米の黄金ジェット、バグダッドの古代電池、コスタリカの石球……大きなところでは、ナスカの地上絵、あれもオーパーツの一種。そして……この日本でも、いくつかオーパーツが見つかってる。他ほかの地域のオーパーツとちがい、我我にある種の危険を及ぼすものも多いというわけで……」

「はい、センセイ」清香は右手を挙げた。「その危険なオーパーツって、具体的にはどんなのですか？」

「ナイショです。それは言えない。国家的な機密なので」

　清さや香かは「ふん」と鼻を鳴らすと、横を向いて「きっと嘘うそだよ」と吐き捨てた。

「嘘じゃないよ」

　山やま岡おかは律りち儀ぎに返事をした。

「今、僕たちの目の前にある、これ。この『Ｓ＆Ｍ』こそ、僕たちが日夜追いかけている、危険なオーパーツ……つまり存在禁止文化財のひとつなわけ。僕が所属する存在禁止文化財課の目的は、そうした危険な文化財を確保して、悪用を防ぐことにある、と」

「センセイ」もう面倒になっていたので、清香は手を挙げなかった。「なんか、話がいきなりマンガっぽくなってませんか？　ていうか、高校生でエージェントとか、そういう設定、好きじゃないんですけど」

「マンガ、なるほど。てーことは」

　山岡はひょいと手を伸ばすと、アンテナをつかみ、掌てのひらでコロコロと転がした。

「このアンテナを頭につけて、ぽんぽんジャンプしてた美み倉くらさんも、マンガ……ってことだよね？」

「それは……ていうか、なんでそのこと知ってんの？」

「学校出てから、ずっと尾行してたから。あの公園でなにがあったかも、全部記録したから」山岡はズボンのポケットから、煙草の箱ほどの大きさのデジタルカメラをとり出してみせた。「文科省特製。市販品より、このあたりが五ミリくらい小さいから。それなのに液晶の輝度が……」

　清香の冷たい視線にようやく気づいて、山岡は説明を中断した。

「とにかく、これに証拠が記録してあるから。ぷ……それにしても……『アンテナ超人』て」

　山岡がわざとらしく笑ったのを見て、清香は頭に血を上らせた。

「それ、言いたくて言ったわけじゃないから！　舞まい子こさんがその、無理に……」

　清香に向かい、山岡がいきなりデジカメを突きつけた。

「聞いた！　というか、このデジカメのボイスレコーダー機能でしっかり録音した！　今のは証言として採用させてもらうから。えー、つまり、美倉清香さん、君は存在禁止文化財の不正使用による被害者ということになるから」

「被害者？　え？　そうじゃなくて」

　山岡はずっと黙ったままの舞子に向き直った。

「……彩さい原ばら舞子。存在禁止文化財不正使用禁止法に基もとづき、身柄を拘こう束そくします。同時にそちらの物品も同法に基づき、接収します。僕と同行してください」

「ちょっと！　ちょっとちょっと！」

　清香は正座の姿勢のまま、座卓の上に飛び乗ると、山岡の前で両腕を広げた。

「なに勝手なこと言ってんの！　いきなり来て、逮捕とか」

「逮捕じゃないよ。僕たちは警察じゃないから。但し、同行を拒むんだったら、存在禁止文化財不正使用禁止法第７条第３項に基づいて……」

「あ、そうだ！　別にあたし、被害者じゃないから。あのアンテナの件は、ぜんぶ合意のうえのことなんで……」

「彩さい原ばらさんの存在禁止文化財不正使用については、美み倉くら清さや香かさん、君の件だけを問題にしているわけじゃないから。美倉さん、詳しく教えてくれたでしょ？　花はな沢ざわ先生が被害者になっている、あの『微妙な事件』。彩原さんがあの事件の犯人なんだ……チョンマゲ」
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　……「チョンマゲ」。

　その山やま岡おかの言葉を聞いた瞬間、清香の頭脳は恐るべきスピードで回転を始めた。

　……「犯人は頭にチョンマゲをしていました」

　目撃者に共通している、その証言。

　そして、襲撃のたびに変わる犯人。

　誰だれかが、チョンマゲに似たものを使って、何人もの人間を操って、凶行を続けている。

「……チョンマゲって、このアンテナのこと？　で、その犯人が舞まい子こさん……？」

「そういうこと」

　山岡がきっぱりと言った。

「という次第で、彩原舞子の身柄、そしてこのＳ＆Ｍを確保する。……僕と来てくれますね？」

「ダメです」

　それまでずっと黙っていた舞子が、即座に返事をした。

「なぜダメかというと、このＳ＆Ｍをとり上げられると、もうひとつのＳ＆Ｍを回収するのが困難になると思うからです」

　清香は思わず「え？」と声を上げた。

　山岡は無言のままだった。

「私がＳ＆Ｍを使ったのは……アンテナを刺したのは、清香さんだけです。だって、Ｓ＆Ｍを使うということは、Masterマスターである私は、清香さんの意識も記憶もすべて受け入れるわけですから。清香さんであれば耐えられますけど、他ほかの見ず知らずのひとをSlaveスレイブにするなんて、とてもできません。花沢先生が被害を受けたという事件、それはもうひとりのＳ＆Ｍの持ち主が犯人です。私がこの町に戻ってきたのは、その犯人を見つけ出し、Ｓ＆Ｍを回収するためです。そのためにも、清香さんにはSlaveとしてがんばってほしいと思っています。だから訓練を続けていたわけで……」

「ちょっと待ってください！」

　それまで黙っていたのが嘘うそのように、淀よどみなく言う舞子の言葉を、清香は乱暴に遮った。

「なんですか？」

　舞子は、いつものおっとりとした口調のままだ。

　だが、清さや香かの脳はグツグツと煮え、沸騰した血液が体中を駆け巡っていた。顔も真っ赤になっている。

「舞まい子こさん、今、言いましたよね？　『Masterマスターである私は、清香さんの意識も記憶もすべて受け入れるわけですから』って。それって、どういうことですか？　ひょっとして、あたしがSlaveスレイブになっちゃうと、いつもあたしが考えていることとか知っていることとか、それ、全部知られちゃうってことですか？」

「はい」

「……ええと、その……それはつまり、あたしが知ってたり覚えたり感じたり……ええと、昨日見たテレビのこととか、どの先生が嫌いだとか、顔見ただけで必ずチャンネルかえちゃうタレントのこととか……」

　いや、そんなことはどうでもいい。

　清香が気にしているのは……。

（舞子さんのことが好きだってことも？）

「Masterになった人間はSlaveの身体からだを乗っとるだけではなく、その精神と完全なコンタクトをとります……だから、そういうことになります」

「ひどい！」

　清香はバネで弾はじかれたように立ち上がった。
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　気がついたら、夕暮れの浜辺にいた。



　ガラクタだらけの和室を飛び出し、鎧よろいが並んだ廊下を駆け抜け、敷石をぽんぽんジャンプして、いかめしい門を潜くぐり、国道に続く道を全力疾走して、信号無視して国道を横切り、浜辺に転がり落ちるようにして……清さや香かはようやく立ち止まった。

　制服が砂まみれになるのにも構わず、清香はそのまま浜辺で大の字になった。

「……はぁはぁ」

　さすがの清香の体力でも、四百メートル近くを一気に走るのはキツかった。

　横になったままでいると、どきっとするほどの速さで太陽が沈み、その端が水平線に滲にじんでいった。

　まるで太陽そのものが海に流れ出したように、水面が青から深しん紅くまでのきれいなグラデーションで染められていく。

　清香の視界すべてが、強烈な色彩で埋め尽くされた。

「なんだよ、この無駄に壮大な景色。アタマくんなぁ」

　がばっと上半身を起こすと、清香は砂をつかんで宙に投げつけた。

　そして。



「う―――――っ」



　唸うなった。

　清香は困り果てていた。

　今の自分の気持ちが、どうにも整理できないからだ。

　舞まい子こにひどいことをされた。だけど、それに対して怒る気持ちは、自分でも不思議なほどに希薄だ。

　それが具体的にどんなものかわからないが、舞子に自分の「心」を覗かれてしまったこと、それが恥ずかしい。

　明らかに、自分はもっと怒っていい状況なのに。そうした感情が湧わいてこないこと自体、ひどく理不尽な気がする。

「……好きだから？」

　口にしてみたら異常に恥ずかしくなって、清香はまた砂浜に寝っ転がった。

「ていうか。舞子さんのことを好きだってことも、当然、舞子さん本人に知られちゃってるわけだよねぇ……。それってヒドすぎ。ダメ。絶対にナシだよ、それ。他ほかのことはともかくとして、それ、最高に恥ずかしい……えっ？　うわっ！」

　急に目の前が暗くなったかと思うと、視界いっぱいに、不気味な蝶ちようの模様がぐぐっと迫ってきた。

　体育教師の三み郷さと由ゆ加か里りが清さや香かのことを見下ろしていた。

「……由加里先生。……なにやってるんですか、こんなとこで？」

「あなたが……」由加里の声が微妙に震えていた。「すばらしくきれいなフォームで、信号無視して国道を渡っているのを目撃したんで……」

「……したんで？」

「陸上部に誘おうと……」

「嫌です！」

　清香はがばっと上半身を起こした。

　機嫌がよくないのも、悪いことばかりじゃない。清香はそう思った。いつもなら躊躇ためらってしまうような台詞せりふも、ハッキリ言えた。

「でもね、美み倉くらさん。なにが悩みか知らないけど、たいがいの悩みはスポーツをすれば解決できます」

「それ、バカになるからですか？　……だいたい、どうしてあたしが悩んでるとか……」

「砂浜に寝っ転がって、大声で独り言を連発してればわかります」

「なるほど」

　清香は思わず納得した。由加里にしては論理的な答えだった。

「で、どんな恥ずかしいことを知られたの？　美倉さん」

　由加里がぐっと迫ってきた。教師として心配しているのではなく、好奇心剥むき出だしの顔をしていた。

「『恥ずかしい』の『恥』って文字はね、『耳』に『心』って書くでしょ？　心に誰だれかの耳を当てられて、そっと中身を聞かれちゃうってことよね」

「だから、なんなんですか？」

「……陸上部、入りましょうよ」

「イヤです」

「美倉さぁん」

　甘ったるい声を出す由加里を浜辺に置き去りにして、清香は全力で走った。この勢いのまま、家に帰って……。

「……あっ！　忘れてる！」

　さっきから妙な違和感というか、身軽な感じがしていると思ったら、鞄かばんを持っていなかった。

　記憶を掘り返してみる。

「舞まい子こさんの家の玄関に入って、廊下を通って……あそこではまだ持ってたから……居間で……あ、そうだ」

　和室に入るとき、居間の方に鞄かばんを置いた。はっきり思い出した。

「……どうしよう。また戻る？　えー……」



　戻るしかなかった。

　玄関の戸は開いたままだった。声をかけようかどうしようか迷ったが、こっそり入ってしまうことにした。

「あ、まだいる……」

　玄関には舞まい子この茶色のローファーに並んで、山やま岡おかのものらしいスニーカーが置いてあった。オレンジとパープルの異様に毒々しいデザインだ。

　足音を立てないように気をつけながら、気味悪い鎧よろいが並んだ廊下を、静かに、静かに進んでいく。

　居間に入った。

　ソファの横に自分の鞄を見つけ、清さや香かはほっと一息ついた。

　居間の入口から四つんばいになって、ソファに接近していく。

「え？　それホント？」

　いきなり聞こえてきた山岡の声に、清香の心臓は止まりそうになった。

　やはり、舞子と山岡はまだ和室にいて、なにか話（Ｓ＆Ｍのことに決まっているだろうが）を続けているらしい。

「本当です」

　こんどは舞子の声だ。清香は思わず、聞き耳を立てていた。

「お祖じ父い様は亡くなる間ま際ぎわ、私にだけ、Ｓ＆Ｍの秘密を教えてくださいました。Ｓ＆Ｍはお祖父様が所有されていた物だけで、十三セットあったそうです」

「……十三……それじゃあ……」

　山岡の声は最後のほうが、よく聴きとれなかった。たぶん、舞子の祖父が持ってたＳ＆Ｍの数に驚いているのだろう。清香も同じ気持ちだった。

「けれど、死の間際、祖父の手元には一セット……今、私が持っているこのＳ＆Ｍしかありませんでした。他ほかはすべて何者かに盗まれてしまったと、祖父は言っていました」

「何者か、ねぇ……」

　山岡がそう繰り返した。舞子の言葉を信じているのか、疑っているのか、聞いているだけではわからない。

「で、彩さい原ばらさん。君はこの街になにをしに帰ってきたの？」

「Ｓ＆Ｍの回収です。それが祖父の遺志だからです」

「お祖父さんに頼まれたんですか？」

「……そうです」

「だったら。んー、僕、思うんだけど。Ｓ＆Ｍの回収は文科省に任せてくれてもいいんじゃない？　誰だれがやっても、Ｓ＆Ｍさえ元に戻ればいいわけでしょ？」

「それではダメです。私はお祖じ父い様と約束しました。だから、私がＳ＆Ｍを回収します。そして、Ｓ＆Ｍを悪用する者と対決するには、Ｓ＆Ｍの力が必要です。だから、私は清さや香かさんを協力者に選ぶことにしました」

　自分の名前を出され、清香の胸はいきなり鼓動を速めた。

「清香さん……あの方は私とちがって、とても運動神経がよくて、体力もあります。あのアンテナは人間の運動機能を増大させるものですから、元々優秀なひとが使えば、その分、能力はアップします。それに……」

「それに……？」

　山やま岡おかの質問に、清香も密ひそかに便乗した。口の中で「それに？」と重ねてみる。

「なんでもありません」

（えー……）

　舞まい子この愛あい想そのない返事に、清香は奥歯を噛かみしめた。

（……って、あたし、どんな答え、期待してたわけ？）

「僕、思うんだけど、彩さい原ばらさん。君の言うことをとりあえず信用するとして……そのＳ＆Ｍ回収の件、まずは美み倉くらさんにきちんと説明してから、そのうえで協力してもらえばよかったんじゃないの？」

　清香は思わず「えっ」と声を出しそうになった。

（……馬ば鹿かのくせに、たまにはまともなこと言うじゃん）

　すべての神経を耳に集中させて、清香は舞子の返事を待った。

　だが、背後から聞こえてきた音に、清香の注意が逸それた。

「……え？」

　清香は一瞬、混乱した。

　そこに立っていたのは、同級生の鹿か山やまだった。見慣れたナス顔にほっとしたのも束つかの間ま、その見慣れた顔がここにいることの奇妙さに気づいた。

「どーして、あんたがここにいるの？」

　鹿山は黙っていた。

　その顔はまるで人形のように無表情だった。

　そして……。



　頭にチョンマゲをつけていた。
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「……鹿か山やまクン」

　ナス顔の同級生に、清さや香かは恐る恐る呼びかけた。

　自分でもイヤになるくらいの猫なで声だ。……怖かったから。

　返事は……なし。

「……鹿山君？　生きてるよね？　アハハ、そりゃそうだよねー。一応、二本の足でしっかり立ってるわけだし……アハハ」

　ペラペラ喋しやべりながらも、清香の視線は一点に集中していた。

　鹿山の頭のてっぺん。そこから生えている、細長い筒みたいで、その先端が丸くなっていて……つまりは……。

「あのぉ鹿山君さぁ、その頭のナニ……ええと、そのつまり……チョンマゲ？　それどうしたの？　買った？　ドンキ？」

　鹿山は答える代わりに、足を大きく踏み出した。中肉中背の体格が、クマのように大きく見えた。

「ちょちょっと」

　清香は反射的に鹿山を押おし止とどめようとした。

「……！」

　清香の手が鹿山の胸に触れた瞬間、彼女の視界が天地逆転した。

　背中に受けた強い痛みと、金属同士が響き合うガラガラという重い騒音が、同時に清香を襲った。

　掛け軸の束と日本刀と額装された大きな抽象画と狸たぬきの剥はく製せいと日に灼やけた百科事典をはねのけながら、清香はすぐに起きあがった。

　隣の和室に踏み込もうとする鹿山の背中が見えた。そして、その肩越しに舞まい子こと山やま岡おかの顔も。

「舞子さん逃げて！　Ｓ＆Ｍ！」

　清香の動きは速かった。

　無数のガラクタを蹴け飛とばしつつ、居間の床を滑るようにして、鹿山の足を狙ねらってタックルした。

　鹿山は棒立ちのまま、和室の畳に倒れ込んだ。

「チョンマゲ！　鹿山君、チョンマゲしてる。それ、アンテナ！」

　倒れた鹿か山やまを見下ろす舞まい子こと山やま岡おかの顔色が変わっ……変わりはしなかったものの、清さや香かの叫さけび、そして鹿山の頭のチョンマゲに、素早く事情は察したようだった。

　混乱と恐怖と極度の警戒心に、清香の血は沸騰していた。

　あのチョンマゲはアンテナだ！

　鹿山は今、誰だれかのSlaveスレイブにされている！

「舞子さん、逃げて！　鹿山ごめんっ！」

　言いながら、鹿山の背中に飛び乗る。右の膝ひざが鹿山の背骨に当たり、ゴンッと嫌な音がしたが、興奮しているせいか痛みは感じなかった。

　清香を背中に乗せたまま、鹿山はずりずりと這はいずりはじめた。

　そして無表情のままの顔を上げ、右手をずずーっと伸ばす。その先には座卓、そしてそこに置かれたＳ＆Ｍのセット……。

「やめろ！　バカ鹿山！　ナス、いい加減にしろ！」

　ナス呼ばわりされたのが気に障ったのか、鹿山は匍ほ匐ふく前進を中止すると、背筋力の測定のように、背中を勢いよくＶの字に折り曲げた。

（……嘘うそ！）

　と思う間もなく、清香は天井に叩たたきつけられた。埃ほこりが雪のように降り注ぐ中、清香の身体からだは、再び鹿山の背中に落っこちた。

「い」

（……たい）。

　胸を強く打って、一瞬、息ができなくなった。

「彩さい原ばらさん、アンテナ借りるよ」

「え？」

　耳に飛び込んできた山岡の声に、清香は思わず痛みを忘れた。

　山岡はひょいと手を伸ばすと、座卓の上からＳ＆Ｍのセットをつかんだ。コントローラーを舞子に投げ、自分はアンテナをつかんでいる。

　清香の、そして舞子の……それからたぶん、鹿山の視線も、山岡の頭に集中した。

「さぁ、僕をSlaveにして！　彼をとり押さえてみせるから！」

　だが、舞子は黙って山岡の顔を見返しているだけだった。

「ええとあの……まだ名前覚えてなく……あそこの彼は君のＳ＆Ｍを狙ねらっている。それを防ぐには、僕をSlaveにするしかないでしょ！」

　山岡の言っていることは正しい。だが、清香はカチンと来た。

（勝手に家に上がり込んできて、押収するとかなんとか言っといて、こんどはなにヒーローみたいなこと言ってんの？）

　自分も今は勝手に上がり込んでいる立場であることを忘れ、清香は山岡のことを睨にらみつけた。

「おおっと」

　自分が下敷きにしている鹿か山やまが、びくんと動いた感触があった。清さや香かは慌あわてて鹿山の首に両腕を回し、必死にしがみつた。また天井に打ち上げられてはかなわない。

「あわわわっ！　……鹿山っぁぁ！」

　鹿山が断末魔の飛蝗バツタのように暴れ出した。清香は両腕に力を込めたが、身体からだはその腕を支点にして、激しく上下する。まるでロデオだ。

「ま、舞まい子こさん！　こ、ここはしょ、しょうがないでででです！　言うこと聞いて！」

「はい、わかりました」

　いつもと変わらぬ、おっとりとした口調で答えると、舞子はコントローラーを握った……ようだ。なにしろ清香の視界は上下に恐ろしいスピードで動いている。どんなにがんばっても「ようだ」が限界だ。

「きゃっ」

　鹿山の身体はありえない動きをした。全身をバネのようにすると、首にしがみついた清香を背中に乗せ、寝そべった姿勢のまま、天井近くまで飛び上がった。

　天井にぶつかりこそしなかったが、驚いた清香は鹿山の首から腕を離してしまった。空中で半回転して、こんどは背中から畳に落ちた。

「美み倉くらさん！」

　コントローラーを握ったまま、舞子が清香に駆け寄った。

「ま、舞子さん……あたしのことは大丈夫なんで……」

　清香は舞子のコントローラーを指さした。「早く山やま岡おかを操れ」……そう、目で合図したつもりだった。

　だが、舞子は首を横に振った。

「……え？」

　清香はようやく事情を悟った。

　アンテナはまだ、山岡の手に握られたままだった。

「なにしてんの！」

　清香は思わず大声を出した。

「いや、でもね……これ、刺さるときって、やっぱり痛いのかな……なんて思っちゃって。なはは」

「馬ば鹿か！」

　清香は思ったことを極めてストレートに口にした。

「いや、でも、馬鹿とか言われ……」

　山岡は抗議の文句を最後まで言うことができなかった。

　チョンマゲ鹿山に突き飛ばされ、縁えん側がわの上を越え、庭まで吹っ飛んでいったからだ。

　同時に、彼が握っていたアンテナが、くるくると回りながら、宙に浮いた。

　それをつかもうと、鹿山の手が伸びた。

「……調子に乗んな、チョンマゲナス！」

　清さや香かは座卓を踏み台にして高くジャンプし、鹿か山やまよりも先にアンテナをキャッチする。

「凄すごいですよ、美み倉くらさん」

　舞まい子このつぶやきに、清香は場違いに嬉うれしくなったが、そんな気分は一瞬で消し飛んだ。

　アンテナを奪いそこねた鹿山の右手は、その代わりに、清香の首をしっかりとつかんでいた。

　息が止まった。

　視界が急速に暗くなっている。

（ダメだ、このままじゃ……）



　無意識のうちに……といったら、それは嘘うそになる。

　首を絞められた苦しさから逃れるために、メチャクチャに腕を振り回した。

　そして、同時に「ま、それもありか」と考えていた。



　アンテナを握った右手を、清香は自分の頭に思いきり叩たたきつけた。

　一瞬、ちくりとした痛みがあった。それが合図になって、世界が一変した。

　ほとんど真っ暗になっていた視界が、突然、回復した。呼吸できない苦しさも消えた。

　それと引き替えに……。

　身体からだの自由が利きかなくなった。手足は当然、清香の意思では、瞬まばたきもできなくなっていた。

（でも、意識はあるし……さっきの公園のときと同じだ）

　視界がぐるっと横に移動し、鹿山のナス顔を正面に捉とらえた。

（……この生意気なナス！　いつまでクビ絞めてんだよ！　……あ、こうして首が動いているということは、舞子さん、あたしの身体、ちゃんと操れてますね？　聞こえてます？　ていうか……もしもーし、繋つながってますか？　あたしの考えてることが伝わってたら、合図で瞬きしてください）

　パチリ。

（あ、聞こえてますね。とりあえず、こいつの指、あたしの首から引ひき剥はがしてください。苦しくはないんですけど、なんか骨がギシギシいってて、ちょっとヤバいかも……）

　パチリ。

　瞬きのすぐ後、清香の両手が鹿山の手首をつかんだ。

（そーです！　そーです！　で、そのまま引き剥がして……）

　感覚は失われていたが、舞子が力を込めたのはわかった。自分の指がぷるぷると震えているのが見えた。

（……え？）

　指に力は入っていた。だが、鹿山の腕は清香の首からはずれない。

（そりゃ、そうか。こいつもチョンマゲアンテナでパワーアップしてるんだ）

　いくら清さや香かが体力に自信があるといっても、相手の鹿か山やまは一応、男だ。お互い、アンテナでパワーアップしているということは、元の力の差がそのまま出る。楽観的に考えて、互角。現実には、鹿山の方が力は強いだろう。

（てーことは？　このまま首の骨、折られちゃう？）

　パチリパチリパチリ。

　清香の瞼まぶたが小刻みに開閉を繰り返した。舞まい子こが慌あわてているのがわかった。

（大丈夫、落ち着いてください。えーと、右足を折り曲げつつ持ち上げてください。膝ひざを胸にくっつけるみたいな感じで。もっとです！　あたし、身体からだ、柔らかいから、もっといけます！　そうです！　で……思いきり……足を前に出して！）

　パチリ。

　瞬まばたきと同時に、清香の右足がもの凄すごい速さで蹴けり出された。その蹴りをまともに腹に受けて、鹿山の身体は軽々と宙を舞い、吹き飛んだ。

　清香の視界が動き、飛んだ鹿山の軌跡を追いかける。ナス顔は山やま岡おかの隣まで吹っ飛んでいった。

（あ……ちょっとやりすぎた？）

　パチリパチリパチリ。

（鹿山、生きてるよね？）

　パチリパチリパチリパチリパチリ。

（あ、生きてる）

　鹿山の上半身がむくりと持ち上がった。糸で吊つられたような不自然な挙動だった。

（……）

　とりあえず鹿山が生きていたのはよかったが、すぐに新しい問題が生まれた。

　鹿山と視線がぶつかった。

（どうしよう。また来るつもり？）

　鹿山が……鹿山を操っているヤツがまた襲ってきたら、こんどはどうなるかわからない。

（……ていうか、勝てない）

　パチリパチリ。

　ゆっくりとした動作で、鹿山が立ち上がった。

　本当なら「ごくり」と唾つばを飲み込むところだが、今の清香にはなにもできない。できるのは、自分を操っている舞子に呼びかけることだけだ。

　清香の顔を見ながら、鹿山はゆっくりと歩き出し……たかと思うと、いきなり背中を見せて走り出した。

（……逃げた？）

　パチリ。

（よかった……って、よくないですよ！　追いかけなきゃ！　鹿山をSlaveスレイブにしてる犯人を見つけなきゃ！）

　パチリ！

　いきなり視界ががくがく揺れて、清さや香かは酔いそうになった。

　走り出したのだ。

　だが、和室から縁えん側がわに出たところで、清香の足がぴたりと止まった。視線が庭と居間とをなんども往復する。

（あー、もー！　いいんですよ、裸足で！　非常事態なんですから！）
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　清香……正確にいえば、舞まい子こにSlaveスレイブにされた清香の身体からだは全力で走り、屋敷の裏手に回った。

（なによ、これ）

　彩さい原ばら家の裏庭は「普通」ではなかった。

　屋敷の中と同じく、そこも舞子の祖父のコレクション置き場になっていた。

　裏庭といっても、縁側に面した庭よりも広く、その一面に奇怪な彫像や銅像や置物や岩や正体不明のゴミにしか見えないものがデタラメに並び、一種の迷路を作っていた。

（うわわ、ぶつかる）

　だが、夕ゆう闇やみに暗く沈んだ中、清香の身体は障害物を的確に避けて走っていく。コントロールしている舞子は、ガラクタの配置を完全に把握しているのだろう。

（いた！）

　鹿か山やまの姿を捉とらえた。二にの宮みや金きん次じ郎ろう像と人間の背丈と同じくらいのモアイ像の間に、制服姿の背中がちらちらしていた。

「待ってください！」

　清香の声で舞子が呼びかけた。

　その声に驚いたのか、鹿山は全身（チョンマゲを含めて）をブルッと震わせた。

「待ってください！」

　もういちど清香＝舞子に声をかけられると、鹿山は急に手足を折り曲げ、干からびたカエルみたいなポーズをとった。

（あ……飛んだ）

　手足をまっすぐ伸ばすと、鹿山の身体が大きくジャンプした。胸の高さほどある生いけ垣がきを軽々と越えると、そのまま道路に躍り出た。

（舞子さん、こっちもジャンプ！）

　パチリ！

　清香の視界が、ぐんっと持ち上がった。

　生垣は当然のこと、ジャンプした清香の身体はその外にあった道路を飛び越え、正面にあった大きな二階建ての家、その深ふか緑みどりの瓦かわら屋や根ねに着地した。

　地面が遥はるか下に見えた。高所恐怖症のムシが疼うずきはじめる。

（……舞まい子こさん、飛びすぎですよ！）

　パチリパチリ。

　視界がぐるぐる回る。清さや香かはまた酔いそうになった。舞子が慌あわてて鹿か山やまの姿を捜しているのだ。

（あ、あそこ！　そっちじゃなくて！　あのポストの横、そう、そこです！）

　清香の視界がぴたりと定まった。

　舞子の家の裏手、そこから細い路地に入るところに、懸命に走る鹿山の姿が見えた。

（あ、ひょっとして。目、よくなってる？　暗いのに凄すごく遠くもよく見えるんだけど）

　……直線距離にして、およそ三十メートル先。

（舞子さん、落ち着いて！　あそこまで一気にジャンプしてください）

　パチリパチリ！

　舞子が躊躇ためらっているのがわかった。

（飛べますよ、あれくらいの……）

　パチリパチリ！

（え？　なに悩んでるんです？　早くしないと逃げられちゃうのに……今まで、あたしのこと、なんどもSlaveスレイブにしてたんですよね？　ひょっとして、あたしの身体からだのこと心配してます？　それとも高所恐怖症のほう？）

　パチリ。パチリ。

　両方とも、という意味らしい。

（高所恐怖症なら、なんとかします。我慢します。身体のことは……ええと、三日月みかづき公園のときは……五メートルくらいの高さから飛び降りてもＯＫだったよね……でも、ここから道路まで一気だと、もっと距離も高さもあるし……ああ、下へ手たしたら、足、折れちゃうかも。いや、着地した瞬間にうまく衝撃を殺せば……あ、そっか。舞子さん、運動神経っていうかそのあたり、ちょっとナニっぽいから……あれ、これも聞こえてるんだよなぁ。

……ええと舞子さん！）

　パチリ。

（できますって！　あたしの身体なら、大丈夫ですよ！　着地するとき、うまく足をクッションにして……って、そのタイミングをうまく出せるかなぁ……あぁ、悩んでてもしかたない！）

　パ……チリ。

（とにかくジャンプ！　着地のタイミングはあたしが出しますから！）

　……パチリ。

　清香の身体が、空へ飛び出した。

　Slaveにされて感覚は失われているはずだが、胃のあたりがきゅっと縮んだ気がした。

　本当なら怖さのあまり、目を閉じてしまうところだろうが、今の清さや香かにはそれも許されない。

（負けるな。がんばれ、なんとかしろ！　あたし！）

　緩い放物線を描き、数軒の家の屋根を越え、細い裏道に……

（舞まい子こさん……はいっ！）

　着地した。

　感覚が消失しているので確かなことはわからないが、見たところ、両足とも無事なようだ。

（……よかったぁ。ていうか、鹿か山やまのこと追いかけないと）

　視界が小刻みに動いた。

　すでに鹿山の姿はない。舞子が逡しゆん巡じゆんしている間に、どこかに行ってしまったようだ。

（舞子さん、どっちでもいいから、とにかく走って）

　清さや香かに言われるまま、舞子は清香の身体からだを走らせた。

（……もう逃げられちゃったよなぁ）

　だが、清香の予想に反して、鹿山はすぐに見つかった。

　海沿いの国道、その脇わきの歩道に鹿山が座り込んでいた。電柱に背中を預け、惚ほうけた顔をしている。

　そして、その頭から、チョンマゲは消え失うせていた。
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「あの……鹿山さん、大丈夫ですか？」

　清香……舞子がSlaveスレイブにしている清香は、座ったままの鹿山に「優しく」声をかけた。清香の喉のどを借りてはいるが、当然、喋しやべっているのは舞子だ。

（大丈夫ですか、だって。つーか、鹿山さん、だって……キモ。え？　ウソ。ちょっと舞子さん！　なにやってんですか！）

　清香の視界が急に下がった。鹿山の頭のてっぺんがぐーっと迫った。

　鹿山の頭から本当にチョンマゲ……アンテナが消えたのか、舞子はそれを確かめているのだろう。

（それはわかったけど……舞子さん、今のこの形、あたしの胸に鹿山が顔を埋うずめてる……ていうか、埋めさせてる形になってないですか？）

　一瞬のタイムラグがあって、清香は両手で思いきり、鹿山の肩を突き飛ばした。

　電柱に後頭部をぶつけたが、鹿山の瞼まぶたは閉じられたままだった。どうやら、さっきからずっと気絶していたらしい。

「……気絶していますね。ここは家までお連れして、事情を伺うかがったほうがいいかもしれません」

（あ、そうですね。鹿山のヤツを締め上げて、話を聞かないと）

「締め上げないですけど、お話はちゃんと聞かないと」

（……あ！）

　清さや香かはひどく単純なことに気づいた。

「……あ」

　清香の声で舞まい子こも控えめに声を上げた。同時に、同じことに気がついたようだ。

「こちらから意思を伝えたいときは、こうやって普通に話せばいいんですね。私が話せば、その声は清香さんの耳にも聞こえるんですよね」

（そう、そう、そうですよ！　それはともかく……そこのナス、さっさと連れていきましょう）

「わかりました」

　清香は気絶したままの鹿か山やまのベルトをつかんで、その身体からだを軽々と持ち上げた。

（……舞子さん、それ。……あ、なんでもないです）



　清香……清香をSlaveスレイブにした舞子は、大きなバッグみたいに鹿山をぶら下げながら、人ひと気けのない住宅街の道をてくてく歩き、屋敷に戻った。

　裏口の木戸から中に入ると、清香＝舞子は鹿山を庭の隅にひょいと置いた。

（……あれ？）

　庭にはもう、倒れた山やま岡おかの姿はなかった。

　いつまでも倒れているのも変だし、いないこと自体は別にどうでもいい。

　そもそも清香は山岡の身を案じていたわけでもなかった。本人がそうしたいなら、挨あい拶さつなしでふらりと帰ろうが（できれば、そのままこの星ほし祭まつりの街から出ていってほしいところだが）、一生、庭で寝ていてもＯＫだ。

　だが、問題は……。

（１．クリクリ目のツヤツヤキューティクル野郎、目を覚ます。２．家の中に入る。３．そこにはあたしをSlaveにしてコントロールしてるから、無抵抗というか仮死状態みたいな舞子さんのあられもない姿が……！）

　清香は縁えん側がわに駆け上がろうとしたが、Slaveにされている彼女に、好きなように動くことはできなかった。

　彼女の意思に反して、その身体は屋敷の外を半周して、勝手口から台所に上がった。

（どこに行くんですか、舞子さん）

「私のことなら大丈夫です。それよりお風ふ呂ろ場ばに行きましょう」

（あぁ、お風呂。え？　な、ななな、なにするつもりですか？）

「お風呂ですることなんて、決まってます。……きれいにしないと」

（……ありえない）

　清香の頭は真っ白になった。

　そんな彼女の心とはやはり無関係に、身体は暗い廊下を突き進み、木製の戸をがらりと引いた。

　中は洗面所兼脱衣所になっていた。清さや香かがスイッチを入れると、ぶーんという音とともに、天井の蛍光灯が点ともった。古いものらしく、不規則に明滅を繰り返している。

（ホ、ホントに風ふ呂ろだ。風呂風呂風呂風呂風呂風呂風呂風呂風呂風呂風呂風呂）

「ごめんなさい、古い家で。毎日、あちこち手入れしているんですけど、広い家にひとりなもので、なかなか手が回らなくて」

　青白く光った鏡の中に、清香の上半身が映っていた。

　見た目は、否、その身体からだはまちがいなく、清香のものだ。

　だが、その中身は舞まい子こ……そして清香が同居している。

（気がついたら、当たり前に受け止めちゃってるけど、考えてみれば不思議な話だよね。自分はSlaveスレイブ側だからわからないけど、Masterマスターである舞子さんの方は、今、この瞬間もこうやってあたしが考えていることが伝わっているわけで……伝わってることでいいのかな？　それとも「共有」してる感じなのかな？　そもそも「共有」って……）

「鹿か山やまさんがいつ意識をとり戻すかわからないし、急ぎますね」

（え、だから、それはその……）

　古びたサッシの向こうが風呂場になっていた。屋敷のほかの部屋と同じく、相当年季の入った代しろ物もので、水色の小さなタイルが貼はられた床や壁、浴よく槽そうのデザインが時代を感じさせる。

「じゃ、脱ぎますね」

（……あ、いや、それは。感覚ないからよくわかんないけど、たぶん、そんなに汗もかいてないし。……ていうか！）

「でも、真っ黒ですよ、ほら」

　清香の手には、彼女がはいていた白い靴下がぶら下がっていた。元は白だが、舞子が言う通り、足の裏の部分は真っ黒に汚れていた。裸足で外を駆け回ったせいだ。

「この靴下、洗ってもきれいにならないと思います。あちこち破れているし。ごめんなさい、弁償しますね。ああ、やっぱり。ごめんなさい、靴下だけじゃなくて、清香さんの足もひどく汚れてます」

（あ、足？　脱がせるのって靴下だけ？　あはは、そりゃそうか）

　清香はタオルを濡ぬらすと、浴槽の縁に腰を下ろした。そして、足を丁寧に拭ふきはじめた。

（……あ、あの舞子さん。足なら自分で拭きますから、アンテナ外して、Slaveから解放してください！）

　舞子は足を拭きながら、

「それはダメです。こんなに足が汚れて可哀かわい想そうに……。きれいな足なのに」

（きれい？　そ、そんなこと言われたことないですよ。筋肉質だね、とかは言われたことありますけど）

　清香をSlaveにしている舞子は、汚れを拭くために、足をじっと見つめている。



    

  
    
      



    

  
    
      　清さや香かも当然、自分の足を眺めることになる。

（こうやって、じっくり自分の足を見たのなんて、ひょっとしたら初めてかも。あれ？　あたしの親指、なんか長くない？　フツーかな？　みんなこんな感じ？　あ、そうじゃなくて……）

　清香は考えた。

　自分の足を拭ふいているその手は、まちがいなく自分のものだが、その行動をさせているのは、これまたまちがいなく舞まい子こであり……肉体的なアレやフィジカルなナニを別にすれば、今、自分は舞子に足を拭いてもらっているわけであり……やっぱり、それって……。



　ドキドキする。



（……あ）

　清香は慌あわてて「考えない」ようにした。

　Slaveスレイブになっている今は、こうして自分がドキドキしていることも、舞子には筒抜けになっている。

　ダメだ、それ、恥ずかしすぎる……。

（あ！　あ！）

　それもダメだ。

「恥ずかしすぎるから考えないようにしよう」っていうのも「考えてる」ことだから、舞まい子こにはやはりすべて知られてしまうわけであり。

　それに。

　そもそも。

　自分はあのＳ＆ＭでSlaveスレイブとかにされて、それで勝手に頭の中を覗のぞかれて、それに対してはとても不ふ愉ゆ快かいに思っているわけであり。

（それだ）

　足を拭ふかれている間、清さや香かは必死に頭の中で「不愉快」「不愉快」と唱となえ続けた。

「これで大丈夫と思います。戻りますね」

　最後に乾いたタオルで足を拭くと、舞子は清香の身体からだを動かし、和室に戻った。



　和室には、コントローラーを握り、目を閉じたまま横になっている舞子がいた。

　その傍らには、なにか神妙な顔をして、正座している山やま岡おかがいた。

「ふたりとも、お帰りなさい」

　山岡がぺこりと頭を下げた。もういちど上げた顔には、口のまわりにケーキのたべかすがついているのが見えた。

（……こいつ）

　座卓の上にあった、パウンドケーキの箱が空になっていた。

（おみやげとか言っといて、ひとりでぜんぶ食いやがった……しかも、あたしたちがナスを追いかけてる間に！）

「清香さん、ありがとうございました。アンテナを抜きますね」

（は、はい……）

　清香は舞子の隣に腰を下ろした。

　視界の隅、手が過よぎったのが見えた。一瞬、意識が遠のいたかと思うと、間もなく、両手両足、そして全身に感覚が戻ってきた。

　Slave状態から普通の状態へ……。

　三日月みかづき公園に続いて、意識がある状態では、これで二度目の体験になる。やはり、なんともいえない奇妙な感触がある。

（あ、あれに似てるかな。冬、身体が冷えきって、それで熱いお風ふ呂ろに入ると、身体がじーんて痺しびれるみたいになるけど……）

「あれに似てますね、舞子さん」

　清香は舞子に呼びかけた。舞子も身体の自由が戻ったらしく、ゆっくりと起きあがっているところだった。

「……あの美み倉くらさん。あれってなんでしょう？」

「……あ」

　自分の手の中にあるアンテナを見て、清香は小さく声を漏らした。

　そうだった。

　もう自分の頭にアンテナは刺さっていない。舞まい子ことのあの不思議な繋つながりは、すでに絶たれている。

　もう、気持ちは通じない。

（それで、全然いいんだけどね。頭の中、一方的に覗のぞかれちゃうのイヤだし……）

「で……美み倉くらさん」

　腰をさすりながら、山やま岡おかがにじり寄ってきた。

「Slaveスレイブにされたナントカ君には、無事に追いつけたの？」

「はい、追いつけました。鹿か山やまさんは今、庭に置いて……休んでいらっしゃいます」

　清さや香かの代わりに舞子が答えた。

「じゃ、彼のMasterマスターは？」

「そんな簡単に見つかんないよ！」こんどは清香が答えた。「鹿山君は見つかったけど、アンテナ抜かれた後だったし」

「……えー。ダメじゃん！　ちょっとは期待してたのに」

　山岡の無神経な言葉に、清香のこめかみあたりに、ピリリと電流が走った。

（……こいつ、やっぱりムカつく！）

「ていうか。鹿山クンに庭に投げ捨てられて、ひっくり返ったまんまでなんにもできなかったのは、どこの誰だれよ？　文部科学省のエージェントとかいって。あんなに弱いエージェントとかいないでしょ？　偽者でしょ？　キモい妄想なりきりプレイでしょ？」

　山岡はブレザーのポケットをごそごそやると、清香にもういちど例の身分証明証を突きつけた。

「僕は本物の文科省のエージェント。僕たちの仕事は潜入調査、高度な情報分析、そういったものが主だから、格闘なんてものは養成プログラムに入ってないの。ま、もう少し深刻な危機的状況に及んだ際は……」

「あのぉ」と庭から間の抜けた声が聞こえてきた。意識をとり戻した鹿山だった。

　鹿山は下半身は庭に残したまま、縁えん側がわに両手をついた（なんだ、直訴に来たのか？　と清香は思った）姿勢で、和室の中を覗き込んでいる。

　その顔にはいくつもの微妙な疑問が重なり、波紋となって広がっているのがわかった。

『なぜ美倉清香と転校生の彩さい原ばら舞子ともうひとりの転校生の山岡が三人顔を並べているのかそしてどうして隣の居間もこの和室も熊くまが暴れたようにガラクタが散乱しているのかそしてそして』

　……はいはい、わかったわかったわかりました。清香は頭の中で勝手に了解して、そのまま話を進めることにした。

「鹿山くん、ちょっと上がってきて」

　一方的に命令する。

　性格的にいつもなら多少ゴネるところだが、鹿山なりに不安だったのか、珍しく清香の言葉に素直に従った。

「鹿か山やまくん、今日、学校が終わった後、なにをしてたか、残らず説明して」

　鹿山はナスのヘタみたいな髪の毛に手をやり、「うーん」と考えはじめた。そして、

「よく覚えてない」と、答えた。

「覚えてない？」

　質問や確認というより、威嚇に近い清さや香かの語気に、鹿山はびくっとなって、

「まったく覚えてないわけじゃないけど……それがその……学校を出て、歯医者に行こうと思って……近道だから、お寺の方を通っていこうと思って……気がついたら夕方になってて、ここにいた……かな」

「……それしか覚えてないの？」

　一応、文句はつけたものの、清香もある程度予想していた答えだった。きちんと作動しているＳ＆Ｍの場合、誰だれかのSlaveスレイブにされていた間の記憶は、やはり残っていないらしい。

「わかった。それじゃね、鹿山くん。その記憶をなくす直前、なにか覚えてることないの？」

　清香は質問の方向を変えてみた。

「ええと、ん？」

　鹿山は後頭部に手をやると「あれ？」と、なにか納得のいかなそうな顔になった。

「なによ？」

「うん。お寺の脇わきを歩いてたとき、誰かに頭を殴られたような気がしたけど……でも、コブとか残ってないし……」

「……殴られた？　アンテナ刺されたときかな？」

「アンテナ？」

「あ、なんでもない。わかった。もういいから、ほら、さっさと歯医者行って！」

「歯医者、もう閉まってるよ。何時だと思ってるんだよ。あぁ、歯石とりしてもらうはずだったのに……」

「ごちゃごちゃ言わずに、ほらほらほらさっさと帰れって。用済み、用済み！」

「ひどいなぁ」と言いつつ、のろのろと立ち上がった鹿山に、清香は、

「あっ、ちょっと！」

　と、「待った」をかけた。

「なんだよぉ。帰ればいいの？　ここにいればいいの？」

「あたしも帰るから。……一緒に帰ろう。このあたり、最近、物騒だから」

　清香は鹿山に背中を向けると、舞まい子こと山やま岡おかにぺこりと頭を下げた。

「それじゃ、あたしはこれで帰ります」

「あの、清香さん……」

　口を開きかけた舞子に、清香は、

「あ、いいです。なんにも言わないでください。今晩はそのちょっと……とにかく帰ります」

　それだけ言うと、清さや香かは鹿か山やまをその場に置き去りにして、廊下をずんずん歩きはじめた。一歩足を下ろすたびに、背中と腰に痛みが走った。鹿山と大格闘したときのダメージが残っている。

「ねー、一緒に帰るんじゃなかったの？　あれじゃない？　物騒って、あの『百メートルを五秒で走る老婆』のこと？」

　鹿山がどたどた走って追いかけてきた。

「美み倉くらさん、知ってた？　あのお婆ばあさんに捕まって、右耳を触られると百メートル十秒で走れるようになるけど、左耳を触られると一生、百メートル二十秒を切れなくなるんだってさ」

「知るか」

　振り向きもせず、清香は歩く。

「だから一緒に帰るんじゃないの？」

「一緒に帰ろうって言ったけど、一緒に帰りたくない気持ちだったりするんですけど」

　振り返らずに、清香はそう言った。

「なんだよ、それ～」

　なんだよもなにも、そうなんだから、しかたないじゃない。

　こっちはいろいろと複雑なんだ。

　そんなこともわからないから……

　おまえは、ナスに、似てるんだ。
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　次の土曜日の目覚めは最悪だった。



　清香にとっては、それは極めて珍しい事態だ。

　寝起きのよさは、清香が持っている数少ない長所のひとつだからだ。

『一晩寝ればなんとかなる』

　どこかのおばあちゃんが好きそうなモットーが、いつだって胸の中にある。

　……最悪な気分の原因はふたつある。

　ひとつ目は、身体からだ中がひどい筋肉痛だったこと。腕も足もぴりぴり電気が走っているみたいに痛かった。舞まい子このSlaveスレイブとして超人的な力を発揮した後遺症だ。チョンマゲ鹿山と戦ったときの痛みも混じっているのだろうが、区別はつかない。全身がひたすら痛い。

　ふたつ目は……。



（そういえば、モットーって何語なんだろう？）

　半分壊れたみたいな身体を無理に動かして着替えを済ませた清香は、そんなことを漠然と考えながら、一階の食堂に下りていった。

「あれ？　なにやってんの？　朝ご飯はあたし、やるのに」

　父の正まさ晴はるがエプロンをつけて、朝食の用意をしていた。匂においからして、ベーコンでも炒いためているようだ。

「今日、早く、目が覚めたからさぁ」

　そう言いながら、正晴はベーコンをフライパンから皿に移した。

　清さや香かはまだ油がはねている一枚をつまみ、ぽいと口の中に放ほうり込こんだ。

「……んー。カリカリだけど、決して焦げてはいない絶妙の焼き加減。ジューシー！」

「うまい？」

「うん。おいしい。おいしいけど、お父さん、朝からあんまり笑わないで。怖いから」

「……ごめん」

　清香の父、美み倉くら正晴は、星ほし祭まつり警察署で刑事課長を務めている。仕事柄……ということでもないのだろうが、その顔は生まれてからずっと一緒に暮らしてきた娘から見ても……。

　怖い。

　かなり怖い。

　オールバックにした髪に少し広い額。細いが妙に力のある両眼。薄い唇に口くち髭ひげ。

　生まれてからずっと一緒に暮らしてきた娘から見ても……。

　もろにヤクザ顔だ。

　かなりヤクザ顔だ。

　その顔でにっこり笑われると、生まれてから（略）でも、相当怖い。

「あ、清香。冷蔵庫に牛乳。駅前のギャラクシーストアの地下で買ってきた高いヤツあるから。一リットル四百円のヤツ」

「えー、なんでそんなに高いの買ってきたの？」

「いやだって……おいしいかと思って」

「……確かにアレはおいしいけど」

　母が早くに亡くなってから、家事の中でも、料理だけは父の正晴の担当だ。材料に関して経済観念が欠如しているという点を除けば、料理の腕前はまさにプロ級だった。

「あの……お父さん。ちょっと聞きたいんだけど」

「ん？」

　トーストにバターを塗る手を休め、正晴は清香の顔を見た。

「あの事件、あるじゃない。うちの先生が襲われた、チョンマゲ事件」

「うん」

「あれ、捜査に進展あるの？」

「……いや、全然」と、正晴は悲しそうな顔になった。

「被害者の花はな沢ざわ先生にはまったくもって申し訳ないが、被害が軽微だろ？　花沢先生の家は資産家だから、上から特別に配慮するようにという通達も来てはいるが……殺人のような凶悪事件とちがって、捜査員を大量に投入するというわけにいかず……」

「お、お父さん？」

　父親の目め尻じりに光るものを見つけて、清さや香かは「あ、やっちゃった」と、心の中で舌を出した。

「たとえ被害は軽微だといっても、被害者の方の心情を思えば、一刻一秒でも早い事件解決が必要だということは、この私が誰だれよりも強く感じていることだが……」

　正まさ晴はるの頬ほおから零こぼれた涙が、テーブルにぽたぽたと落ちた。

　凶悪そのものの顔だが、清香の父はたぶん、世界中の警察官の中でも、いちばん正義を愛し、人々のために働こうという決意を持っている人物だ。

　顔は怖いが。

「あー、お父さん、そういう意味じゃなくて……その……ただ、質問してみただけで。ホントに気にしないで。お父さん、よくやってると思う。あたしの想像だけど」

「……そうか？　でもさ」

　袖そでで涙を拭ふきながら、正晴は清香の顔を覗のぞき込んだ。

「おまえ、悲しそうな顔してるから。花はな沢ざわ先生のことをそこまで心配してるのかなと思って」

「悲しそうな顔？」

　清香は慌あわてて、手にしていたフォークの背で、自分の顔を見た。

　いつもと変わらない……と思ったが。

「してるだろ？　悲しそうな顔。下りてきたときからずっと」

　清香は思った。

　父の言うことは確かなのだろう。

　警察官としての勘が働くということもあるのだろうが、正晴はその怖い顔とは裏腹に、とても繊細で注意力がある。

　自分では意識していなくても、昨日のあのショッキングな出来事……あのＳ＆Ｍで舞まい子このSlaveスレイブにされた……こと自体はどうでもいいが、その結果、自分の内面をすべて彼女に覗かれていたとわかったこと。

　そのことが、どこか顔に出ているのだろう。

「お父さんさぁ、あんまり清香のことに口出しするつもりはないんだけど……」

　ピンポン。

「うちはお母さんもいないし」

　ピンポン。

「お父さん、チャイム鳴ってる。仕事の用事じゃない？　こんな朝早くだし」

「……だな。ちょっと見てくる」

　エプロンを外すと、正晴は玄関に行った。そしてすぐに、

「清香、おまえにお客さん」

　と、声がした。

「お客さんて……七時半とかじゃない。誰だれよいったい」

　食堂を出た清さや香かは、玄関で（ここ数日に限っては）馴な染じみのある顔を見つけた。

「おはようございまーす。お届けものでございまーす」

　山やま岡おかだった。目を真っ赤に充血させ、大きな段ボール箱を両手で抱えている。

　山岡は正まさ晴はると清香の顔を見比べ、

「誰、この怖い顔したひと？　ヤクザ？　Ｖシネのロケ？」

「父です。警察官です」

　こんどは正晴が清香に聞いてきた。

「誰、この目の充血した子？」

「あぁ、ええとその……同級生。なんか届けものとか言ってる」

「え？　だったら……えーと、お茶とか用意しないと。朝ご飯出したほうがいいか？」

「放ほうっておけばいいんだって。友達ってわけじゃないし。ほら、お父さん、朝ご飯食べて、ほらほら」

　清香に背中を押され、正晴は「納得いかない」という顔でしかたなしに食堂に戻っていった。

「で、なによ？　朝っぱらから」

　清香が睨にらみつけると、山岡は黙って段ボール箱を押しつけてきた。

「うわ、重っ。なにが入ってんの、これ？」

「……ヒストリー」

「はぁ？」

「それじゃあ、僕はこれで。ちなみに今日は学校の方は休むので」

「はぁ？　今日、土曜日で休みだけど？」

「……そっか。忘れてた。まぁ、いいや、細かいことは。それから僕、彩さい原ばら舞まい子こさんのボディガードをすることにしたんで」

「ボディガード？」

「そう。例のチョンマゲＳ＆Ｍのオーナー。彼だか彼女だか知らないけど、また彩原舞子さんを……彼女が持っているＳ＆Ｍを狙ねらってくる気がして。ま、一般人にはわからない、秘密エージェントならではの特異に発達した勘、というとこかな」

「ボディガードって……それなら、舞子さん残して、こんなところでなにやってんのよ？」

「彩原さんなら、すぐ外にいるから」

「……」

　清香は思わず、山岡が背にしている玄関のドアを見た。ドアの脇わきは磨すりガラスになっている。ガラス越しにぼんやりと黒い影が見えた。

　わけもなくドキドキした。

「それじゃぁ、彩原さんからの届けもの、ちゃんと渡したからね。さいなら」

「あ、だから、この荷物……」

　ポカンとしている清さや香かを残して、山やま岡おかは外に飛び出していった。

「……」

　質問したそうな正まさ晴はるの視線を撥はねつけつつ朝食を掻かき込むと、重い段ボール箱を抱え、清香は急いで二階の自分の部屋に戻った。

　ガムテープを剥はがし、箱の中を開いてみる。

「……なに、これ？」

　箱の中には、紙の束や分厚い本がめいっぱい詰まっていた。

　……『星ほし祭まつり西小学校　卒業文集』『星祭西小学校　卒業記念アルバム』。

　まず目についたのが、布表紙で製本された、その二冊だった。

「……文集にアルバム？　あっ」

　と気がついて、清香は慌あわてて文集のページをめくった。

「六年三組　出席番号十一番　彩さい原ばら舞まい子こ」の名前が見えた。

「やっぱり舞子さんのだ……こっちのアルバムも……じゃあ、これぜんぶ？」

　箱の中には、他ほかにもたくさんのものが入っていた。

　画用紙で表紙をつけて、原稿用紙をまとめたもの（小学校のときの作文だ）。

　夏休みの絵日記（小学校一年から四年生までそろってる……五年生からはもう絵日記の宿題はなかったのかな？）。

　厚いアルバムが二冊（舞子さんの家族アルバムだ。お父さんお母さんに、おじいさんらしいひとの写真もある）。

　小学校五年生のときに使っていたスケッチブック（水彩の風景画がたくさん。……あ。まだ子供だってことを割り引いても、舞子さん、絵はあんまりうまくないかも……）。

　箱の底には、ぱんぱんになった大判の封筒が入っていた。開けてみると、成績表の束だった。小学校一年から始まって、高校一年のものまである。

　床に広げた箱の中身を眺めて、清香は深く溜ため息いきをついた。

「で、これ、なに？　全然、意味わかんないんですけど……学校の成績表にアルバムに文集に作文に……わかんないよ、全然……」



　……『本当にわからない？』



　いきなり、清香の頭の中で声が響いた。

　清香と同じ声で喋しやべる「そいつ」は、かなり機嫌が悪いらしい。大きな声でなんどもしつこく、「わからない？」「わからない？」「本当にわからない？」と繰り返した。



「わかってるよっ！」



　清さや香かも多少キレて、天井に向かってそう言い返した。



「……わかってるって。そんなの決まってるじゃん……」

　舞まい子こが送ってきた、この箱の中身。

　これはつまり……舞子、なのだ。

　形として残っていて、今、見せられるかぎりの「彩さい原ばら舞子」という人間の中身、それを掻かき集めたものなのだ。

「でも……ちょっと違うんじゃないかなぁ。そういうことじゃないと思うんだけど……あー、でも」

　清香は髪の毛をガリガリと掻きむしった。

「でもでも。そういうところ……好きだ」

　自分で言って恥ずかしくなって、清香は段ボール箱の蓋ふたを握りしめた。

「ん？　これなに？」

　段ボール箱の蓋の裏に、白い封筒が貼はりつけてあった。

　それは舞子からの手紙だった。



    

  
    
      



    

  
    
      

　　　５



「おはようございます！」

　清さや香かは突き指しそうな勢いで、舞まい子この家のインターホンを押した。

「おはようございます！」

　返事がないので、戸をがんがん叩たたいた。

（まさか……なんかあったとか……敵のＳ＆Ｍの襲撃？）

　念のために戸を引いてみたが、ぎしぎし唸うなるばかりで、まったく動かない。鍵かぎがかかっているようだ。

　清香は走り、裏庭に回った。

　雨戸もガラス戸も開け放たれ、居間と和室が丸見えになっている。

「……舞子さん！」

　靴を脱ぐのももどかしく、清香は和室の中に飛び込んだ。

　座卓の横に俯うつぶせに倒れている少女がいた。萌葱もえぎ色の長なが袖そでのカットソーに、スキニーなジーンズ。制服姿からはだいぶ雰囲気が変わっていたが、それはまちがいなく、舞子だった。

「し、死んでる……？」

　清香は舞子の肩をつかみ、激しく揺すった。

「舞子さん！　舞子さん！　……え？」

　瞼まぶたこそ固く閉じられていたが、彼女の薄い唇から、かすかな寝息が漏れていた。

「舞子さん、舞子さん」

　清香は控えめな声で呼びかけた。

　だが、舞子はまったく目覚める気配がない。清香はまた心配になってきた。死んでいないにしても、なにかあって意識を失っているとか、発作とか……。

「なんだよ、朝から騒々しいなぁ」

　振り返ると、山やま岡おかが立っていた。よれよれのワイシャツ姿で、首にはショッキングピンクのタオルを巻いていた。

「な、なによ！　いきなり……びっくりするじゃない」

　山岡は「ふう」とわざとらしく溜ため息いきをついて、

「さっきから、なんども声かけてたけど？　気づかなかったのはそっちでしょ。夢中になると、まわりが見えなくなるタイプだよね。知ってたけど」

「そんなことより！　舞子さん、どうしちゃったの？　……全然起きないけど、なんかした？」

「ああ、それはね」

　山岡は舞子の顔を一いち瞥べつし、

「昨日から、無理してずっと起きてたからでしょ」

「徹夜？　どうして？」

「そりゃ決まってるよ。あのチョンマゲＳ＆Ｍのオーナーの襲撃を警戒して」

「え？　だって、山やま岡おか君がボディガードだったんじゃ……ああ、なるほど。君、寝てたんでしょ、どうせ。グーグー」

「寝てない。この充血した目が証拠。いつも十時間寝るところを、がんばって六時間に短縮した」

「……馬ば鹿か。今だって、舞まい子こさん放ほうっておいて、なにやってたの？」

「裏庭で朝の体操」

　悪びれる様子もなく、山岡は答えた。

「ダメだ、こりゃ……とにかく。山岡君はどうぞお引き取りください。舞子さんは……あたしが守るんで」

「あれれ？　なにその唐突な心変わり？」

　清さや香かは答える代わりに、山岡に向かって、白い封筒を突き出した。

　山岡が持ってきた、あの「舞子箱」の中に入っていた手紙だった。
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「拝啓　美み倉くら清香様



　ずっと迷っていましたが、この手紙を書くことにしました。

　今、時間は午前一時です。居間でこの手紙を書いています。隣の和室からは山岡さんのいびきが聞こえてきて、少しうるさいです。



　美倉さん。

　あなたには謝らなくてはいけないことが、たくさんあります。

　ごめんなさい。

　そんな一言で終わりにできないことは、よくわかっています。いえ……わかりました。

　だけど、これ以上はうまく言葉にする自信がありません。

　だから、その代わりに、私と祖父のことを聞いてください。



　私は祖父のことが好きでした。

　少し変わったところがあるひとで、両親は私が祖父と仲良くすることを、あまり好んではいませんでした。そうした感情というのは、幼い子供でも、なんとなくわかるものです。

　やがて私は両親の顔色を窺うかがうようになって、祖父とあまり話もしなくなりました。

　やがて、父の仕事の関係で、私と両親はこの星ほし祭まつりを離れ、東京に住むようになりました。

　それから星祭に戻ることもなくなり、祖父と会うことも少しずつ減って……高校に上がってからは、いちども祖父の顔は見ず終じまいでした。

　いつか機会を作って、星ほし祭まつりに戻り、祖父に会おう。そう思っているうちに、祖父は急な病気で亡くなってしまいました。

　葬儀と前後して、私宛あてに祖父からの手紙が届きました。生前に投とう函かんしていたもののようでした。

　その手紙にはＳ＆Ｍのことが記されていました。

　美み倉くらさんにもお話ししたように、祖父の手元には多くのＳ＆Ｍがありました。ところがそれがある日、何者かに奪われ、残ったのは、今、私が持っている「ガラクタ」と呼ばれる欠陥品だけです。

　祖父が手紙を書いた目的は、Ｓ＆Ｍの存在を教えるためだけではありませんでした。

　盗まれたＳ＆Ｍをとり戻してほしい。

　それが祖父の願いでした。

　そして、自分の死期を悟った祖父は、それを私に託したのです。

　私はしばらく悩みました。

　祖父はかなりいい加減なひとで、それがそこまで気にするというのは、やはりよほどのことです。

　それに……どうして、祖父はわざわざ私に……私が願いを聞くという確信があったのでしょうか？

　私は祖父のことがずっと好きでした。でも、それをきちんと言葉にできないまま、疎遠になっていたのに……。

　いくら考えてみても、答えはわかりませんでした。

　だけど、私は決めました。

　私はひとりで星祭に帰ってくることにしました。

　祖父に言われた通り、Ｓ＆Ｍをとり戻すためにです。なんの保証もありませんけど、そうすれば、祖父がどうして私に頼み事をしたのか、その答えが見つかるような気がしたからです。

　私は死んだ祖父と「約束」をしてみることにしました。



　美倉さん。

　最後になりますが、本当にごめんなさい。落ち着いたら直接お目にかかって、きちんとお詫わびをするつもりです。結果、そうなってしまいましたが、あなたをSlaveスレイブに選んだのは、あなたを利用するだけが目的だったわけではありません。今は詳しく言えませんが、それだけは覚えていてください。



　それから。

　昨日の夜、あなたがアンテナを使って私と山やま岡おかさんを助けてくれたときは、本当に嬉うれしかったです。



彩さい原ばら舞まい子こより」
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　舞子の手紙を読み終えた山やま岡おかは、それを清さや香かに返して寄こした。

「すごい、まったく誤字がない」

「感心するのは、そういうとこじゃないと思うけど」

　手紙をポケットに入れると、清香は、

「あたし、決めたから」

「なにを」

　と、ポカンとなった山岡に、

「舞子さんと一緒にチョンマゲＳ＆Ｍのオーナーを見つけて、絶対にＳ＆Ｍをとり返しますから」

　清香ははっきり宣言した。

「単純で素晴らしい」

　山岡は即座に返した。

「単純でもいいでしょ？　自分で決めたことなんだから。あたしの勝手。だいたい、山岡君のザルみたいなボディガードがついていても、なんにもならないしね。チョンマゲＳ＆Ｍのオーナーは舞子さんが疲れきったところを狙ねらってくるに決まってる。ただ待ってるだけじゃ、こっちが不利になるばかりだよ」

「じゃあ、どうするの？」

「そんなの決まってる。こっちから攻めるの。攻撃は最大の防御。こっちからチョンマゲに反撃するわけ」

「でも、どうやって？　攻めるっていっても、その問題のＳ＆Ｍのオーナーがどこにいるのか、それがわからないから、有能な僕も少々困っているわけなんだけど……」

「……。だから、こっちには考えがあるって、『有能な』山岡君。この事件のいちばん肝心なこと忘れてるでしょ？　犯人の狙いは花はな沢ざわ先生。花沢先生をこっそりガードして、狙ってきた犯人を見つけ出せばいいの。少なくとも、自分たちが狙われるのをただ待っているよりは、ずっとマシ。アレだよ、アレ。……そう、建設的で積極的で能動的で意欲的！」

　清香は少し興奮して、一気に喋しやべった。その彼女の肩を、ぽんぽんと叩たたく手があった。

「凄すごいです！　清香さん！」

　振り返ると、そこには、いつの間に起きてきたのか、舞子の顔があった。

「素晴らしいアイデアだと思います」

　そう言って、舞子は清香の右手を握った。両手で包み込むようにして。

「清さや香かさんでなかったら、誰だれも思いつかないと思います」

「いや、割と誰でも気がつくと思うんですけど……」

　舞まい子この冷たい手の感触にドキドキしながら、清香は答えた。

「あの、それで……」

　舞子がおずおずと口を開いた。白い頬ほおがかすかに桜色に染まっていた。

「どんなふうに聞いたらいいのか、よくわからないんですけど……Ｓ＆Ｍの回収……私と一緒に……してもらえますか」

「……あ」

　頭に血が上ったまま、家からここまで走ってきたが、肝心なことを忘れていた。

　舞子のことを助けて、Ｓ＆Ｍ回収の夢を叶かなえてあげたい。

　それについては、全面的に賛成。だけど……。

　あのチョンマゲＳ＆Ｍのオーナーとやり合うなら、また、舞子のSlaveスレイブになる可能性がある。……というか、たぶん絶対。

　頭の中を、心の中を、また舞子に覗のぞかれることになる。

　それで、いいのか……？

　清香はしばらく考えて、舞子にひとつだけ、確認してみることにした。

「舞子さん、約束してもらえますか？　もう二度と勝手に私の頭にアンテナは刺さない……刺すときはちゃんと言ってください」

「はい」舞子は即答した。

　だから、清香もすぐに答えた。

「あたし、舞子さんと一緒にがんばります」

「ありがとうございます！」

　そう答えた舞子の笑顔があまりにきれいだったので、清香は思わず気を失いそうになった。なんとか正気でいられたのは、舞子の後ろでニヤニヤしている、山やま岡おかの気味の悪い顔があってくれたおかげだった。
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　花はな沢ざわのアパートは舞子の家のちょうど真北、星ほし祭まつり高校裏の林を抜けていった先にあった。

　名前こそ『六ろつ華か荘』と雅みやびやかだが、実際は二階建てのこぢんまりした造りで、相当古いものらしく、屋根も壁も全体に灰色にくすんで見えた。

　清香はあたりを窺うかがうと、外階段の下にあるポストの前から、早足で向かいの路地まで戻ってきた。

「舞子さん、確認してきました。花沢先生の部屋は二○三号室です」

「清香さん、ありがとう。それじゃ、きっと、二階のあの部屋ですね」

　舞子が指さした部屋の窓には、クリーム色のカーテンが下りていた。

「花はな沢ざわ先生がいるかどうか、それを確認しないと」

　手にしたガトーショコラを頬ほお張ばりながら、山やま岡おかが横から口を出してきた。

「そんなことわかってるけど……」清さや香かが言い返す。「ていうか、どうして呑のん気きにガトーショコラを食べてんの？　ていうか、どうして山岡君がここにいんの？　そして尚なおかつ仕切ろうとしてんの？　別に君のことはお誘いしてませんけれども」

「そんな冷たいこと言わないでよぉ。花沢先生の監視とかいっても、君たちは素人しろうとなんだから。やっぱり、プロのエージェントがいた方が、なにかと都合がいいと思うんだよねぇ。まぁそれに、そういう理屈以前の問題として、せっかくなんだから、三人の友情パワーでがんばろうよ」

「意味がわからない……あ！」

　清香が口をぽかんと開けた。

「美み倉くらさん、大声を出さない。僕たちは『張り込み』してるんだから……もう、これだから素人は……あ」

　山岡も口をぽかんと開けた。

　舞まい子こだけが冷静に、

「……花沢先生」と言った。

　清香たちの前に、花沢が立っていた。

　焦げ茶色のジャージの上下に、コンビニで朝食でも買ってきたのか、片手に白い袋をぶら下げている。

「え？」

　清香は思わずつぶやいた。

　花沢の口がパクパクと動いていた。

（なんで？　どうして口をパクパクしてんの？　息が苦しい？　それは当たり前のオチか。ええと、そうでなきゃ、モールス信号？）

　と、清香がどうでもいいことを考えているうちに、花沢の「パクパク」は驚異的な加速度でテンポを上げていった。

　そして、

「なななななななななななななななな」

　と、マシンガンのように「な」を撃ち出した。

「なんで、こんなところに！」

　花沢はすごい剣けん幕まくで清香たちのことを怒鳴りつけた。こもった声だが、その怒りはよく伝わってきた。

「……」

　こんなに感情を剥むき出だしにした花沢を見るのは、清香は初めてだ。「王子」のあだ名通り、少々陰気ではあるが、上品な振る舞いが花沢の長所のひとつだった。

　それはともかく。

　ここはなにか弁解しておいた方がいいだろう。Ｓ＆Ｍを調べていることは、まだ花はな沢ざわには隠しておきたい。

　とはいっても……自分ひとりだけなら、偶然通りかかったでもいいだろうが、舞まい子こと山やま岡おかと三人揃そろって、花沢のアパートの前にいたというのは、少々話がややっこしい。

（えーと、どうしようかなぁ）

　しばらくの間、なんともいいようのない微妙な沈黙が流れた。

　それを破ったのは、花沢の再びの大声だった。

「ぼ、ぼぼぼぼ僕は用事があるのでこれで失礼！」

　清さや香かがあっけにとられている隙すきに、花沢は階段を駆け上がり、自分の部屋に飛び込んでいった。

「困ったな……どうしよう……」

　清香は救いを求めるように、舞子の顔を見た。舞子はうつむいて、なにか考えているようだ。そして山岡は……。

「山岡君、キミ、なにしてんの？」

　山岡は電柱の陰に隠れ、がくがくと震えていた。

「だ、だ、だって……花沢先生、いきなり怒鳴るから。なんか、もごもごした声でよけいに怖かったよ」

「……しっかりしてよ」

「もうボディガードもやめようか？　なんか怒ってたし」

「そんなわけにいかないでしょ！」

　清香はすっかり弱気になった山岡のことを怒鳴りつけた。

「でも、ボディガード、難しいよ」

「なにが？」

「だからねー。ボディガードするっていっても、本人に事情を話せないわけだから、こっそり見張る必要があるでしょ？」

「そりゃ当然」

「でも、どこで見張るの？　こんなところに突っ立ってたら、花沢先生だけじゃなくて、チョンマゲＳ＆Ｍのオーナーにもすぐ気づかれるよ。丸見えだもん」

「あのー」

　舞子が控えめに手を挙げた。

「ドラマで見ました。見張る相手の向かいの部屋を借りて、こっそり様子を窺うかがったりしますよね？」

　清香と山岡は、花沢の部屋の「向かい」を見た。

　アパートの向かいには平屋の古い家が建っていた。花沢の部屋を正面から見張るには、屋根の上に登るしかない。

「それはナシとして……あ、隠れて！」

　清さや香かはそう叫さけぶと、舞まい子こと山やま岡おかを引っ張り、路地の奥へと下がった。

　部屋に入ったばかりの花はな沢ざわが、また階段を下りてくるのが見えた。清香たちのことを気にしているのか、アパートの前でキョロキョロした後、大通りの方へ向かって歩いていった。

「ふたりとも、ここに残っててください。三人でゾロゾロだと、さすがに見つかっちゃうし」

「ひとりで大丈夫ですか、清香さん？」

　舞子に心配され、清香の心臓は不必要にドキドキと高鳴った。

「……大丈夫です。尾行は得意中の得意ですから！」
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　舞子と山岡と別れ、清香はひとり、花沢の尾行を始めた。

　せっかく舞子と一緒に行動できる機会を失ってしまったが、それはしかたない……と清香は納得することにした。

（Ｓ＆Ｍを回収するためだもんね……それに、えへっ）

「……舞子さんの携帯番号、ゲットしてしまった」

　残ったふたりは舞子の家で待機することになり、連絡のために彼女の携帯電話の番号を教えてもらった。

（あ、メアドを聞くのを忘れて……ま、それは今度のお楽しみ）

　二十メートルほどの距離を保ち、清香は花沢の尾行を続けた。最初のうちはほとんど人通りもない住宅地なので、見つからないようにかなり気を遣った。

　だが、バス通りに出た後はかなり楽になった。まだ午前中だったが、土曜日ということもあり、通行人の数も多く、身を隠す場所にも事欠かなかった。

（でもでも、油断はダメ）

　清香は自分にそう言い聞かせた。花沢の尾行はあくまでも「手段」であって、「目的」は花沢を狙ねらうチョンマゲＳ＆Ｍを見つけ出すことにある。花沢の後を追いかけるだけでなく、その謎なぞの敵を警戒しておく必要がある。

（……で、どこに行くんだろう？）

　このまま行けば駅にぶつかるが、花沢はジャージ姿のままで、荷物もなにも持っていない。電車に乗って遠くに行くようには見えないが……

　花沢はバス通りを北上して、駅前を東に折れた。その先には市役所や警察署、消防署、それに図書館などが集まっている、星ほし祭まつりの行政的な中心部がある。

（市役所に用事？　あ、土曜だからお休みか……）

　花沢は市役所の前で左に曲がると、隣接した公園に入った。街の中心部にあるだけあって、三日月みかづき公園よりは格段に広い。

　遊歩道をのんびり……というよりは、のっそり歩くと、花はな沢ざわはそこに置かれたベンチに腰を下ろした。ジャージのポケットから文庫本をとり出し、それを読み出す。

　清さや香かは花沢が座っているベンチの裏、そこにちょうどいい繁しげみを見つけ、隠れて見張ることにした。

　……。

　…………。

　………………。

（辛つらい）

　清香は腕時計を見た。午前十時三十八分。花沢の監視を始めてから、まだ五分も経たっていなかった。

　繁みの陰でずっと屈かがんだ姿勢でいる肉体的なキツさもあったが、そもそもじっとしていることが苦手だ。尾行と違って、「張り込み」は得意科目に入っていなかった。

　そんな清香の苦しさも知らず、花沢は読書に熱中していた。彼がようやくベンチから立ち上がったのは、十二時少し前だった。

　公園の出口に向かって歩く花沢を、清香は痺しびれた足を引きずりながら追跡した。

（ふぅ。退屈すぎて死ぬかと思った）

　花沢は警察署の前を通りすぎ、星ほし祭まつり市役所の前で立ち止まった。少し考える素振りを見せた後、彼はそのまま市役所の中へ入っていった。

　清香は市役所の玄関前に駆け寄った。

「……土曜日って、休みじゃないの？」

　清香は玄関脇わきにスタンド看板が出ているのに気づいた。

『七階　展望レストランほしまつり／土日・祝日も営業／コーヒー２５０円』

「……ええと、一、二、三、四、五、六……七階。いちばん上にあるんだ。うーん」

　看板には土日も営業と書いてあるし、市役所自体が休みである以上、花沢の行き先はその「ほしまつり」というレストランしかないだろう。

　しばらく悩んで、清香は結局、市役所へ入ることにした。最低限の照明だけの薄暗い玄関ホールを横切り、エレベーターに乗り込んだ。七階のホールで降りると、目の前はすぐにレストラン「ほしまつり」の入口になっていた。

「へぇー」

　市役所の中にある「食堂」ということで、清香は勝手に寂れたイメージを抱いていたが、実際はまるで違った。

　エレベーターホールから覗のぞいただけだが、大きくとられた窓からは明るい光が差し込み、広い店内は家族連れの客でいっぱいだった。あちこちに置かれた小さなテーブルからは、子供の泣き声、それを叱しかる母親の声がいくつも重なって聞こえてくる。

（へー、星祭のことなんて、ぜんぶ知ってると思ってたけど、こんな場所があったんだ）

「……あ、そうだ」

　清さや香かは目的を思い出した。

　背の高い観葉植物の陰に身を隠すと、清香は舞まい子この携帯に連絡を入れた。花はな沢ざわを追って、市役所の中のレストランまで来たことを報告する。

「……というわけなんで、これから、中に入ります」

「気をつけてくださいね」

　と、舞子の励ましに背中を押され、清香はそーっと「ほしまつり」に潜入した。

　背中を屈かがめ（一応、隠れているつもり）、清香は混雑した店内をぐるっと眺めた。

「あれ？」

　どのテーブルにも花沢はいなかった。清香は少し焦ったが、すぐにその姿を見つけた。レストランはセルフサービス式になっていて、カウンターで品物を受けとるスタイルになっている。花沢はその「お飲物コーナー」のカウンターで注文しているところだった。

「……ん？」

　離れているのでよくわからないが、なにか様子が変だった。花沢は注文しているらしいのに、カウンターの向こうのおばさんはなんの反応もしない。

　まるで、目の前の花沢が見えていないようだ。

　花沢はおばさんに必死に呼びかけていた。だが、相手は気がつかない。古いロッカーみたいな空調の機械の陰に隠れ、清香はその様子をじっと見ていた。

（なにしてんだろ？　あ、そっか。王子って、見た目とちがって、もごもご喋しやべるし、あたりはうるさいし、よく聞こえないのかな？　授業もそんな感じだし。だから、あたしだけじゃなくて、みんな、いくらがんばっても国語の成績、上がらないわけで……あ）

　やがて花沢は注文を諦あきらめたのか、カウンターから離れた。

　清香は機転を利きかし、花沢よりも先にレストランから出ると、まだ七階に止まっていたエレベーターに飛び乗った。

　一階に着いたエレベーターは、またすぐに上へ呼び戻されていった。清香が玄関ホールの隅に隠れていると、戻ってきたエレベーターの中から花沢が出てきた。

　その後、花沢はどこにも寄り道せず、まっすぐアパートに帰った。

　花沢の部屋を監視しながら、清香は電話をして、家で待機している舞子（と一応、山やま岡おかも）を呼び出した。ふたりはすぐに駆けつけてきた。

「ご苦労様でした。花沢先生の様子はどうですか？」

「変化なしです！」

　早速労ねぎらいの言葉をかけてくれた舞子に、清香は敬礼しそうな勢いで報告した。

　舞子たちが来るまでの十分ほどの間にも、花沢の部屋に動きはなかった。路地の角に身を隠すと、清香は舞子たちに尾行の詳細を報告した。

「それから、市役所のレストランで……」

「美み倉くらさん、僕、ちょっと思ったんだけど」

　清香が口を開こうとすると、山岡が横から割り込んできた。清香はレストランでの花沢の様子……注文がうまくいかなかったことが妙に気になっていたが、山やま岡おかの顔を見ているうちに、なぜか話す気が失うせてしまった。

「がんばって花はな沢ざわ先生の尾行してくれた美み倉くらさんには悪いけど、あんまり意味がないかもね、このボディガード作戦は」

「どういうこと？　あたしのやり方になんか文句があるわけ？」

「いやいや、データだよ、データ。これまでの花沢先生の被害状況を一覧にしてみたんだけどね」

　そう言うと、山岡はブレザーのポケットから黒い小さな機械をとり出した。

「なにそれ？　ノートパソコン？」

「ちがうよ。文科省特製の秘密エージェント用のＰＤＡ」

　山岡はＰＤＡを開いた。清さや香かが横から液晶画面を覗のぞこうとすると、

「一般人は見ちゃダメ」

「……」

「で、データなんだけど。花沢先生が被害に遭あっているのは、ぜんぶ平日の夜間なんだよね。ここから導き出される結論は、チョンマゲＳ＆Ｍのオーナーは仕事の関係かなにかで、夜までは自由に行動できない人間、ということがわかるわけ」

（こいつ、バカだ、やっぱり……）

　清香がげんなりしていると、舞まい子こが控えめに手を挙げた。

「山岡さん。花沢先生の件はそうかもしれませんけど……昨日のことがありましたよね？　鹿か山やまさんがSlaveスレイブにされた件です。あれはまだ夕方でした」

「……ま、なにごとにも例外はあるよね」

　山岡のことを真面目まじめに相手にしていてもしかたないと思い、清香は話題を変えることにした。

「舞子さん。山岡君のデータがどうだろうと、チョンマゲオーナーはいつ動くかわからないし、もう用意しておいたほうがいいと思うんですけど……」

「用意？　なんでしょう？」

　舞子は小首を傾かしげてみせた。

「決まってるじゃないですか。戦う用意ですよ。コントローラーは舞子さんが持っておくとして、アンテナは一応あたしが持っておきます」

「……ひょっとして、Ｓ＆Ｍの話ですか？」

　舞子が真面目な顔で聞き返してきた。

「そりゃ、そうですよ。決まってるじゃないですか！　まさか、持ってきてないんですか？　ていうか、留守の間にＳ＆Ｍ盗とられちゃったらどうするんです？」

「Ｓ＆Ｍなら大丈夫です。仏間の金庫の中に入れてますから。でも……ごめんなさい。私、花沢先生のことばかり気をとられていて……」

　舞子がひどく悲しそうな顔をしていたので、清香はそれ以上、突っ込むことができなくなった。

「わかりました。こうしましょう。あたしと舞まい子こさんはふたりでＳ＆Ｍをとりに戻る。山やま岡おか君はここに残って、花はな沢ざわ先生の見張りを続ける」

「わかりました」舞子が答えた。

「イヤだ」山岡が答えた。

「どーして？」

　清さや香かは山岡を問いつめた。

「僕ひとりのところを、チョンマゲＳ＆ＭのオーナーのSlaveスレイブが襲ってきたらどうすんの？　僕が危ないじゃない」

「危ないって……文科省の秘密エージェントなんでしょ？　なんでそう怖がってんの？」

「怖くて言ってるわけじゃない。本物のエージェントというのは、常に危険を回避することを考えるんだ。怖いとか、そういうことじゃないから」

「……」



　いくら言っても、山岡がひとりで見張りをすることを拒んだので、結局、清香たちは三人で舞子の家に戻ることになった。

「こうしてる間に、花沢先生が殺されたりとかしたら、みんな、山岡君の責任だからね！」

　と、清香に言われても、

「大丈夫でしょ。もしも襲われたりしても、これまでみたいにビミョーな被害に遭あうだけじゃない？」

　山岡は涼しい顔をしていた。

「で、舞子さん、金庫はどこに？」

「こちらです」

　舞子が案内してくれたのは、玄関を入った左手の廊下の奥にある仏間だった。隣の部屋は生前、舞子の祖父が寝室に使っていたという。

　仏間は六畳ほどの広さで、正面に大きな仏壇、それ以外には隅に小さな金庫（とはいっても、据え置きタイプで持ち上げるのは難しいだけの大きさはあったが）と、文机があるだけだった。

「……よいしょ、と。なるほど、これなら金庫ごと持っていかれる心配はないですね」

　念のため、清香は金庫を動かしてみようとしたが、床にぴたりと張りついたようになっていて、一ミリも動かなかった。

「相手はＳ＆Ｍを持ってるんだよ。敵が誰だれかをSlaveにしたら、簡単に持ってかれちゃうよ」

「そりゃそうだろーけど」

　山岡の指摘が正しかったので、清香は余計にムカついた。

「それじゃ、金庫を開けますね」

　舞まい子こがダイヤルに手をかけると、

「あ、ちょっと待って」

　と、山やま岡おかが待ったをかけた。

「なに？」

　清さや香かが尋ねると、

「ちょっとトイレ。さっきからずっと我慢してたんで」

「トイレ行くのは自由だけど、別に待たないよ。待つ意味ないし。舞子さん、ちゃっちゃっと開けちゃってください」

「ダメ！　待ってて！　それ、文科省の立ち会いが必要と判断したっ！」

　そう言いつつ、山岡が部屋から飛び出すのを見送ると、清香は舞子に声をかけた。

「さ、開けてください」

「いいのかしら……開けますね」

　舞子は慣れた手つきでダイヤルを回すと、金庫を開け、中から小さな桐きりの箱をとり出した。

　舞子に促され、清香はその桐の箱を開けた。

　すでに見慣れた、金属製のアンテナとコントローラーが姿を見せた。

「じゃ、舞子さん。山岡君が戻ってきたら、また花はな沢ざわ先生のアパートに行きましょう」

「わかりました」

　だが、山岡はなかなか戻ってこなかった。狭い仏間に漂いはじめた沈黙に耐えきれず、清香はなにか話題を探そうと、あたりをキョロキョロと見回した。

「ええと……そういえば、家の中でここだけきれいに整せい頓とんしてありますね？」

「昔からそうだったみたいですよ」舞子が答えた。「ここは元はお祖ば母あ様が使っていた部屋だったので」

「お祖母さん？」

「はい。祖父は祖母を深く愛していましたから……」

　廊下からドタドタと足音が聞こえてきた。

「あ、山岡君が戻ってきたみたいですよ。それじゃあそろそろ……」

　立ち上がりかけたところで、清香は固まってしまった。

　山岡は確かに戻ってきた。



　頭にチョンマゲみたいなアンテナが刺さっていたが。



　　　８



「『Ｓ＆Ｍ』をよこせ」

　山岡の口が動いた。

　その言葉に清さや香かは、はっとなって、目の前に置いてあった桐きりの箱を抱きかかえた。その勢いのまま、舞まい子この腕をつかんで、思いきり自分の横に引き寄せた。

　山やま岡おかと目が合った。

（ていうか、あたしのバカ。わざわざここにあるって教えてどうするのよ）

　山岡が足を一歩前に踏み出した。

（ええと、どうしよう。とりあえずアンテナ、自分で頭に刺して……ダメだ間に合わない。そんなことしてる間に……）

「『Ｓ＆Ｍ』をよこせ」

　山岡はそう繰り返すと、ぎこちない仕草で右手を突き出した。

「……」

「『Ｓ＆Ｍ』をよこせ」

　山岡……否、山岡をSlaveスレイブにしているＳ＆Ｍのオーナーはまた繰り返した。

「ダメです。Ｓ＆Ｍは渡せません」

　舞子がきっぱり宣言した。

　清香は確信した。

（舞子さんてば凛り々りしい……じゃなくて。こいつ、やっぱり『弱気』なんだ）

　清香は思い出していた。



    

  
    
      



    

  
    
      　鹿か山やまを操っていたとき、一応暴れはしたものの、こちらが逆襲したら、そのまま逃げていった。そもそも、いろいろな人間をSlaveスレイブにして花はな沢ざわを襲わせたときも、どれも致命的な傷は負わせていない。

　チョンマゲＳ＆Ｍのオーナーは、気が弱くて暴力沙ざ汰たが嫌いなんだ……。

（だったら、考えろ……考えろ）

　山やま岡おかの顔を睨にらみつけながら、清さや香かは必死に頭を働かせた。

（Ｓ＆Ｍは絶対に守らなきゃ。そのためには、なんとかここを切り抜けて……）

「『Ｓ＆Ｍ』をよこせ」

　Slave山岡が繰り返した。

　清香の目が、ふと、山岡の頭のチョンマゲ型のアンテナに止まった。

（そうだ！　アンテナだ！）

　山岡は今、謎なぞのＳ＆ＭのオーナーにSlaveにされている。

　……Slaveにされている。

　……Slaveに、

　……された。



　いつ？



　山岡はトイレに行くと言っていた。

　まさか、それが嘘うそとは思えない。

　ということは、山岡はこの部屋とトイレとの往復の間にアンテナを刺された。

　つまり……敵オーナーはこの家の中……さもなければ、この家の近くにいる！



「あ、あの……」

　清香は山岡……にではなく、その身体からだを乗っとっているチョンマゲＳ＆Ｍのオーナーに対して言った。

「Ｓ＆Ｍは渡さないから。というか。なんか状況的に『追いつめてやったぞ、へへへへ』って思ってるかもしれないけど、それは逆。マギャク。あたしだってＳ＆Ｍのことは相当知ってるけど……ええと」

　清香は言葉に詰まった。横にいた舞まい子こと視線がぶつかった。

（心配しないでください舞子さん！　そしてがんばれ、あたし！）

　と心の中でつぶやいて、ついでにひとつ深呼吸して、清香は続けた。

「結論から言います。Ｓ＆Ｍを使ってひとを操っている者の最大の弱点は、その間、自分は仮死状態みたいになって、無力になっちゃう点！」

　清香の気のせいか、山岡の瞼まぶたがぴくぴくと動いた。

「そして、あたしは、山岡君をSlaveにしているあなたが、どこにいるのか、それを知ってます！」

　山やま岡おかの瞬まばたきが激しくなった。

　そして、その視線が清さや香かの顔を逸それ、彼女の背後に向けられた。

　振り返って確認してみるまでもなかった。

　清香の背後には、裏庭に面した窓がある。

（ひっかかった。こいつバカだ）

　と、内心、清香が驚喜していると、山岡が無言で迫ってきた。

「きゃっ」

　と、清香が悲鳴を上げたのと、彼女の横に座っていた舞まい子こが「清香さんになにをするんです！」と叫さけんだのが同時だった。

（ちがうちがう舞子さん勘違い！）

　舞子は山岡の行動を見て、それが清香に危害を加えるものだと思い込んだのだ。

　本当のところは、山岡……それをSlaveスレイブにしているMasterマスターは、ただ窓から外に逃げようとしていただけだ……。

　だが、その誤解を舞子に伝える時間はなかった。

　腰にしがみついた舞子を連れたまま、山岡は窓を突き破り、すでに裏庭に飛び出していた。

「舞子さん！」

　ガラスの落ちた桟さんをまたいで、清香も裏庭に出た。

「舞子さん！」

　裏庭には、もう山岡と舞子の姿は見えなかった。

　ふたりを捜す清香の耳に、突然、「どんっ」という音が飛び込んできた。

　山岡の姿を見つけた。

　近くの屋根の上にいる。その脇わきには舞子と……

「誰だれ？」

　山岡は右手で舞子、左手で誰か……遠くてわからないが、男のように見えた……もうひとりを抱えている。

　あの謎なぞの男が、きっと、チョンマゲＳ＆Ｍのオーナーだ。

「どんっ」という音は、山岡が都合三人分の体重で、屋根に飛び乗ったときの衝撃のせいだろう。

「……待ってよ」

　清香の口から、自分でも驚くほど、弱々しい声が漏れた。

　山岡たちの姿は、もう、家々の向こうに消え、見えなくなっていた。

　胸に抱いた桐きりの箱をぎゅっと握りしめ、清香はつぶやいた。



「どうしよう。舞子さん、さらわれちゃったよ……あたし……ひとりだけで、どうすればいいのよ」
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「どうしよう」

　声に出してみるのは、それで何度目だっただろう。

「どうしよう」

　そう口にするたびに、頭の中では、

（……どうしようもないじゃん）

　と虚むなしい台詞せりふが反響する。

「はぁ……」

　美み倉くら清さや香かは重く湿った溜ため息いきをついた。

　清香の暗い気持ちとは裏腹に、彩さい原ばら家の縁えん側がわは暖かな日差しに包まれ、眩まぶしいほどに明るかった。吹く風も少し湿って暖かい。

　他人が見れば、のんきに日向ひなたぼっこをしているようにしか見えないだろうが……。

「どうしよう……」

　膝ひざの上に置いたアンテナとコントローラー＝Ｓ＆Ｍを見つめ、清香はまた同じ文句を繰り返した。

「敵」であるチョンマゲ型Ｓ＆Ｍのオーナーは山やま岡おかをSlaveスレイブにして（まあ、それはどうでもいい）、舞まい子こをさらっていってしまた（困った。信じられない……）。

　清香の頭の中では「どうしよう」をコアにして、さっきから、いくつもの言葉が衛星のようにぐるぐると回り続けている。



『舞子さんがさらわれた』

『ひとりぼっち』

『どこに連れてかれたの？』

『誰だれか助けてよ』

『どうして？』

『さらわれたさらわれた』



『さらわれたさらわれたさらわれたさらわれたさらわれたさらわれた』



「……っていい加減、うるさい！→あたし」

　清さや香かは勢いよく立ち上がった。

「落ち込んでたってしかたない。事態を解決するための方法を見つけて、とっとと実行に移す！」

　握った拳こぶしにぐっと力がこもった。

「……って、だから、どーすればいいのか、それがわからないから困ってるわけで！」

　拳から力が抜けた。ついでに下半身もフニャリとなって、清香はまた縁えん側がわに座り込んだ。

　冷静に考えよう。

　さっきから、そう努力はしている。

　一応……多少の成果はあった……ような気がする。

　山やま岡おかを使い、舞まい子こをさらっていった犯人について、自分たちが持っているデータを整理してみた。

　舞子をさらった犯人は、これまでも様々な人間をチョンマゲ型Ｓ＆ＭでSlaveスレイブにして、花はな沢ざわを襲わせた犯人でもある。

　花沢襲撃事件、その最大の特徴は、花沢がそう深刻なダメージを負っていない、ということだ。

　そして「犯人」は鹿か山やまをSlaveにして、清香たちからＳ＆Ｍを奪おうとしたこともあった。あのとき、清香が反撃しようとすると、Slave鹿山はすぐに逃げていってしまった。あのまま格闘していれば、清香はひどい目に遭あっていた可能性もある。だけど、そうはならなかった。

「つまり……あ、なんかメモメモ」

　整理したことを忘れないようメモしたかったが、生憎あいにく、近くには使えそうな紙もペンもなかった。

「あ、ケータイでいいのか」

　清香は携帯電話を開くと、ほとんど使ったことのない「メモ帳」機能を呼び出した。

「さて『犯人』のアレを……ええと……プロファイリング……そういえば、最近、あんまり聞かないけど『プロファイリング』って……じゃなくて」

　清香は固く口を閉じると、黙って指を動かした。



『メモ１　犯人の特徴

　悪人ではあるが、気が弱い。暴力はあまり好まない？（花沢先生の軽傷／Slaveにされた鹿山の行動から推測）』



「あれ、これだけ？」

　自分で書いたメモを見て、清香は思わずそうつぶやいた。淋さびしい感じだったので、



『メモ２　結論

　というわけなので、気弱な犯人にさらわれた舞まい子こさんは、たぶん無事だと思う』



　と、書き足した。

「……たぶん無事だと思う」

　携帯の小さな液晶画面に浮かんだ文字を、清さや香かは声にして読み上げた。

「……ダメだよ、やっぱり」

『クリア』ボタンを押しっぱなしにして、清香は入力した文字を消した。

　犯人が気弱な人物だったとしても、それにそれ以上の意味はない。気の弱い人間ほど、追いつめられたら、なにをするかわからないし、そもそも、誰だれかを無理やりさらっていくような相手だ。

　……舞子はやはり危険な状況にある。

　清香は大きくうなずいた。

　さっきからずっと悩んでいたが、自分ひとりの力ではもう限界だということだけは、はっきりした。

　しかたない。

　誰かに助けてもらおう。

　こういうときに頼りになるのは……清香の頭の中、突然、不気味な色彩の蝶ちようの大群が乱舞した。

「そうだ！　ここはやっぱり、手足が無駄に長い三み郷さと由ゆ加か里り先生！　……なわけないよねぇ」

　父に助けてもらおう。Ｓ＆Ｍのことや、これまでの出来事も話す必要があるだろう。信じてもらえるかどうかもわからないが、信じてもらえるまで、なんどでも話すしかない。

「メモ帳」を終了させて、清香は父のケータイに電話をかけた。だが、生憎あいにく、留守電になっていた。

「ええと、ちょっと相談したいことがあるんで、後で署の方へ行くね」とメッセージを残し、清香は舞子の家を出ることにした。

　そのまま駅を越えて星ほし祭まつり警察署に直行するつもりだったが、Ｓ＆Ｍを剥むき出だしにして抱えていることが気になって、いちど家に寄ることにした。

　自分の部屋の棚からトートバッグを引っ張り出し、一階に戻ったとき、玄関からチャイムの音が聞こえた。

「はい」

　トートバッグを食堂に置き、舞子は玄関に走った。なにか嫌な予感がしたので、ドアを閉めたまま、「どなたですか？」と声をかけた。

　返事はなかった。

　チェーンをつけたまま、そっとドアを開いてみた。隙すき間まから外を覗のぞいても誰もいなかった。

　その代わりに、玄関先に白い封筒が置いてあるのが見えた。

　封筒には大きな文字で「美み倉くら清さや香か様」と書かれている。清香は慌あわててチェーンを外し、ドアを開けた。

　封筒を拾い上げて裏を見たが、差出人は書かれていない。

　しっかり糊のりづけされた封筒の端を乱暴にちぎり、清香は中に入っていた一枚の紙をつまみ出した。

　封筒の宛あて名なもそうだったが、中身も手書きではなく、プリンターで出力されたものだった。

『美倉清香様へ

　あなたに重要な用件を伝えます。

　一、当方にＳ＆Ｍを渡してください。

　二、Ｓ＆Ｍのことは一切忘れてください。

　三、そうすれば、彩さい原ばら舞まい子こさんと山やま岡おかさんはすぐにお返しします。

　四、この件については他言無用。特にお父様には話してはいけません。

　五、Ｓ＆Ｍの引き渡しについては、以下の通りに行います。

　時刻／本日・午後九時

　場所／星ほし祭まつり高校・裏門



　以上』



　簡潔だが丁寧な文面だった。その分、どこか不気味な感じもする。だが……。

　手紙を読み終えて、清香は思わず「よかったぁ」と声を出した。

　舞子がさらわれている事実に変わりはないが、相手の要求がはっきりしただけで、気持ちはずいぶん軽くなった。

「……Ｓ＆Ｍを渡せば、舞子さんは戻ってくるんだ……よかったぁ」

　手紙を持って、清香は食堂に戻った。

　壁の時計は午後二時少し前を指している。

　手紙をテーブルに置くと、冷蔵庫から牛乳の五百ミリリットルの紙パックをとり出して、そのままぐいぐいと飲み干した。

「ぷっはー」

　口元を手の甲でぐいと拭ぬぐうと、清香は椅い子すにどさりと座り込んだ。

「あ、そうだ」

　清香は携帯をとり出すと、父親に電話をかけた。

「もしもし」

「あ、よかった。今度は繋つながった。あのね、お父さん」

「お父さん？　じゃないよ。なんだよ、相談て？　お父さん、さっきから気になって……」

　電話の向こうの声が震えているのがわかった。いつもの心配性が顔を覗のぞかせている。

「やだなぁ。どうしてそんなに心配してるの？　でね、相談したいって話なら、もういいから」

「……お父さんには、なんでも話してくれよぉ」

「だから、そうじゃなくて、えーと……授業で警察を見学したいって話があって、それをお父さんに頼めないかなって思ったの。だけど、いろいろあってもう少し先になりそうだから、またこんどでいいやって、そう思ってね……もう、とにかくそういうことで」

（嘘うそついてゴメンね）

　清さや香かは心の中で手を合わせた。

「清香……ちょっと待ってくれ。なにか他ほかに困っていることがあるんじゃないか？」

「だから、そんなことないって……」

　そして清香は「それじゃね」と言って、電話を切るつもりだった。

　けれど。

「あのね、お父さん」

　Slaveスレイブにされているわけでもないのに、清香の口が勝手に動いていた。

「ねぇ、お父さん……約束は守らないとダメだよね？」

（あたし、いきなりナニ言ってんの？）

「今、守らないといけない約束がふたつあって……」

　そうだ。ふたつある。

　舞まい子こは思い出した。

　約束は「ふたつ」だ。

　ひとつは……チョンマゲＳ＆Ｍのオーナーとの約束＝「お父さんには話してはいけません」。

　そして、もうひとつは。

「あたしね。それでひとつは守るつもりでいて、でも、ホントに大事なもうひとつの約束のことをすっかり忘れてて」

「……清香」

　父の声がすぐ近くで響いた。

　それは携帯電話のスピーカーからだけではなく……。

「うわっ！」

　振り返ってみると、食堂の入口に父の正まさ晴はるが立っていた。「お父さん！」と呼ぶ代わりに思わず悲鳴に近い声を上げてしまった。

　どんな凶悪犯も震え上がらせる、鬼のような顔がそこにあった。清香のことを心配してなのか、半分、涙目になっている。普通なら情けない顔になるところが、正晴の場合、顔の怖さが三倍になっている。

「ど、どうしちゃったの？」

「心配して帰ってきちゃったんだよ。あ、電話、切っていい？」

「う、うん」

　清さや香かと正まさ晴はるは同時に電話を切った。

「そんな、わざわざ帰ってこなくてもよかったのに……」

　そう言いながら、清香はテーブルに置いた手紙を慌あわてて手の中に隠した。

「でも……帰ってきてくれてありがとう。それから、お父さんの声、聞いてたら、あたし、大事なこと思い出せた。ホントにありがとう」

「……大丈夫なのか？」

　心配そうな顔をしている正晴に清香は、

「本当に大丈夫だって。さっきまでは危うく大丈夫じゃなかったけど、今は確実に大丈夫。お父さんのおかげ……なので、安心して職場に戻ってください」

　まだ完全に納得した様子ではなかったが、正晴はしぶしぶと星ほし祭まつり署に戻っていった。

　玄関を出る間ま際ぎわ、「今日、お父さん、かなり遅くなると思うから」と言い残したのを聞いて、清香は危うく「それは好都合」と言いそうになった。

　またひとりになった清香は、バッグからとり出したＳ＆Ｍを見つめ、自分に言い聞かせるように、

「約束。約束だ。本当に大事な舞まい子こさんとの約束」



　そうだ。約束したんだ。



　舞子さんは亡くなったお祖じ父いさんと約束した。

　行方ゆくえ不ふ明めいになったＳ＆Ｍをとり戻すと。

　そして、自分も舞子さんと約束をした。舞子さんがＳ＆Ｍを回収するのを手伝うと。

　ここですんなりＳ＆Ｍを渡してしまうのは……Ｓ＆Ｍを悪用している人間にＳ＆Ｍを渡してしまって、それで舞子さんが喜ぶはずがない。

　舞子さんは自分の手で助け出す。

　そして、Ｓ＆Ｍも渡さない。いや、舞子さんをさらった犯人の手から、もうひとつのＳ＆Ｍも必ずとり上げる。



　……決めた。
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　食堂のテーブルに着くと、清香は自分の頬ほおをぱんっと叩たたいた。

「よしっ！　やるぞ！」

　チョンマゲオーナーから手紙が届いたことを除けば、舞子の家で呆ぼう然ぜんとしていたときと、事態はなにも変わっていない。

　けれど、覚悟を決めたおかげなのか、清さや香かの頭は、さっきまでとは別人のように冴さえていた。

「目的……舞まい子こさんを助け出して、同時にチョンマゲＳ＆Ｍを回収する。そのためには……約束の九時までに敵のオーナーの正体を突き止めて、先手を打つ」

　……敵がはっきりと脅しをかけてきた以上、父の手を借りるという選択肢はなくなった。

　犯人に迫るには……。

　なにか手がかりは……！

「そうだ！」と清香は思わず声を上げた。

　本人に見つかってうやむやのうちに中断してしまったが、自分たちは被害者である花はな沢ざわをマークして、犯人を見つける作戦を進めているところだった。

　もう時間がないから、さすがに張り込み云うん々ぬんという、悠長なことはしていられない。

　こうなったら、花沢本人になにもかも（Ｓ＆Ｍのことも含めて）打ち明けて、犯人の正体を探りだそう。

　これまでも事件のたびに、花沢は警察から事情を聴かれているだろう。それでも警察が成果を上げられないのは、犯人がＳ＆Ｍを使い、いろいろなひとを利用していることを知らないからだ。

　それがわかっている分だけ、警察よりもこちらの方が犯人の正体に迫っていることになる。Ｓ＆Ｍのことを話せば、花沢からも新しい証言が引き出せるかもしれない。



　清香はトートバッグを部屋に置くと、代わりに引っ張り出した小さなリュックに、Ｓ＆Ｍを詰め込んだ。

　リュックを背負って自転車にまたがり、花沢のアパート、六ろつ華か荘に直行する。

（花沢先生、いてよね！）

　そう願いながらチャイムを鳴らしたが……反応なし。

「花沢先生！　美み倉くらです。大事な用があるんですけど。花沢先生！　花沢先生！」

　連呼しながらドアを叩たたく。

　だが、返事はなかった。

　朝の一件があったから、ひょっとしたら居留守を使われてるのかもしれない。名乗ってしまったのはマズかったか……。

「……花沢さん、いらっしゃいますか？　宅配便です」

　精一杯低い声を作ってみたが、ダメなコントみたいになってしまった。もしも部屋の中にいるなら、余計に警戒させてしまったかもしれない。

「花沢先生！　……ええと、今のはナシで。美倉です。美倉清香です。緊急のお願いなんです。友達の命が懸かっているというか、とってもシリアスかつ深刻かつ由ゆ々ゆしき大変な事態で。……ねー、先生！　花沢先生！」

　スチールの扉にがんがん右手を叩たたきつける。それでも気持ちがおさまらず、左手も動員して両手で連打。

「……花はな沢ざわ先生！」

　あたり構わず、清さや香かは大声を出した。

　しかし。

「……ホントに留守なのぉ。どうしたらいいのよ……」

　清香ががっくり肩を落としていると、階段の下から「清香さん！」と彼女を呼ぶ声があった。

　警察官が清香を見上げていた。太った身体からだを無理やり制服に押し込んだ、ひとの良さそうな中年男だ。

　清香がぼんやりした顔で見返していると、警官は「田た山やまですよ」と笑って言った。

「あー、田山さん……ええと……」

「覚えてないですか。昔、お宅に遊びに行ったこともあるんですけど」

「あ……はい」

　清香はようやく思い出した。父はたまに職場の人間を家に連れてくることがある。言われてみれば確かに、田山と名乗った警官も自宅で顔を見た記憶がある。

「……で」田山巡査が清香の顔をじろりと睨にらんだ。「なにしてるんですか、ここで？」

「え、それは……」

　清香は言葉に詰まった。

「ええとですね。担任の花沢先生にちょっと用事があって」

「あー！」

　田山がいきなり大声を出した。

「そうだった、そうだった。美み倉くら課長のお嬢さん、あの花沢センセイのクラスでしたよねぇ……」

　元々柔にゆう和わな顔の田山だが、その顔がより一層朗ほがらかになった。清香を見る視線には、清香に対する「仲間意識」のような、妙な親しみが含まれていた。

「いやー、花沢センセイにはホントに困ってるんですよねぇ。いつも勝手に出歩くしぃ」

　日ひ頃ごろの苦労を誰だれかに聞いてほしかったらしい。田山は花沢のお守もり役を押しつけられた苦労を、ペラペラと話しはじめた。

「教え子の……お嬢さんにこんなこと言うのもアレなんですけどね。花沢センセイ、一応、連続傷害事件の被害者なわけですよ。ですから自分がこうして定期的に見回りにも来てるくらいでね。だから、なんどもお願いしたんですよ。必要なとき以外は出歩かないでくださいって……今も留守なんでしょ？」

「は、はい……」

「ほらねぇ。いくら言っても聞かないんだから。それなのに散歩が趣味だとか言って、夜中もいつもウロウロしてるし」

「散歩？」

　清さや香かはその言葉がひっかかった。花はな沢ざわは運動全般が嫌いだと、いつも公言していた。自分の身が危ないのに、どうしてわざわざ、そんなことをしていたのだろう？

「まったくねぇ。さっきだって、あんなわけのわからないことして……」

「花沢先生、なんかしたんですか？」

「キゼツ」

「え？　なんですか？」

　清香はもういちど尋ねた。

「だからキゼツ……気絶ですって」

「ああ、気絶。……え？　それ、またチョンマゲ……誰だれかに襲われたんですか？」

「こっちだってそう思いますよ」田た山やまは少し声を潜めた。「だけど、そうじゃなかったんですよ。ええと、最初からお話ししますとね……」

　今から二時間ほど前のことだという。どうやら、清香たちが花沢の見張りを中断し、Ｓ＆Ｍをとりに舞まい子この家に戻った直後のことらしい。

　パトロールの途中、田山巡査は花沢の部屋を訪ねた。

　学校は休日で部屋にいると思っていたが、花沢は不在だった。花沢の被害が、最近、途絶えていることあり、田山は「外出は控えてください」とメモを残し、パトロールに戻ることにした。

　それからしばらくして、田山が海沿いに自転車を走らせていると、ジャージ姿の花沢を見つけた。

　田山に気づいた花沢は一いち目もく散さんに走りだした。犯人を追いかけるような気分になって、田山も懸命にペダルを漕こいだ。

　花沢を住宅街に追いつめた（？）田山だったが、路地に逃げ込まれ、見失ってしまった。

「なんなんだ、いったい。あのひとは……」

　国道の方へ戻ろうと自転車を押していると、ふと、あることに気づいて田山は足を止めた。

「お嬢さん、寺てら島しまさんのお屋敷って知ってます？」

「寺島さん？」

「そう。庭に大きな柿かきの木が三本あって。秋になると柿がすごくなって。みんな渋しぶ柿がきなんだけど……」

（柿の木……）

　清香の心にひっかかるものがあった。

「その寺島さんの家、ひとり暮らしだったおばあちゃんが去年の暮れに亡くなって、今、誰も住んでないんですよ。東京にいる息子さんが相続したんですけどね。家を壊すにもお金かかるから、いずれは更地にするんだろうけど……そういや、うちの従兄弟いとこが新築するってときに……」

「あの、それで……」

　放ほうっておくと、田た山やまの話はどこに行くかわからない。清さや香かは慌あわてて軌道修正した。

「あー、そうそう。寺てら島しまさんの家の話。ええとですね……」

　花はな沢ざわを見失った田山は、通りかかった寺島家の裏手で足を止めた。裏口の木戸が開いているのが見えたからだ。田山の認識では、主あるじを失って以来、ずっと閉じられ、針金で縛られて封印されていたはずだった。

　普通に考えて、不動産屋か工事の下見の人間が入っているのかと思ったが、田山はふと胸騒ぎがした。

「どなたかいらっしゃいますか？　すいません」と声をかけながら、田山は寺島家の敷地に入った。

　そこで田山は見たという。

「花沢先生を？」

　清香の問いかけに、田山はわざとらしくうなずいた。

「お嬢さん、大正解。こっちはもう青くなりましたよ。花沢センセイ、柿かきの木に背中預けて、目を閉じててね。見たところ、怪け我がをしている様子はないし、脈もあって息もしてる。だけど、いくら声をかけても、肩を揺すっても、まるで目を覚まさない。生きてるはずなのに死んでるみたいで」

（……柿の木。え？　死んでるみたい？）

　清香の中である光景が浮かんでいた。けれど、まだ微妙にピントがずれていて、そのビジョンは鮮明さを欠いていた。

「とりあえず署に連絡入れて、救急車も呼ばなきゃと思って慌てて。それでちょっとだけ……ホントにちょっとだけですよ、花沢センセイから目を離してたら……」

「その隙すきに消えちゃったんですね」

　清香の言葉に田山は目を丸くした。

「どうしてわかったんです、お嬢さん？」

「いえ、そのなんとなく……」

「なにが起きたのかと思って、慌ててあたりを捜して……花沢センセイの携帯にも電話かけたりしてね。出なかったけど。十五分くらい経たった頃ころかな。センセイの方から電話があって『心配かけてごめんなさい。でもこっちは無事でなんの心配もいらないから』とか言って、一方的に切っちゃってね」

「それで気になって見に来たんですか？」

「そうですよ。それなのにまた留守だし。教え子のお嬢さんまで心配してるっていうのにねえ……」

「……あの、倒れたときの花沢先生のことなんですけど……もう少し、詳しいこと聞いてもいいですか？」
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　午後八時五十五分。

　約束の時間の五分前。

　チョンマゲＳ＆Ｍのオーナーに指定された通り、清さや香かは星ほし祭まつり高校の裏門の前に来ていた。

　初夏にしては冷たい風が吹き抜け、黒く塗られたスライド式の鉄てつ扉ぴが、清香を威嚇するようにガタガタと音を立てた。高い塀に沿って植えられた、欅けやきの木の枝も大きく揺れている。

　清香は背中のリュックを外し、胸にしっかり抱えた。

（緊張するな、清香。落ち着いて……落ち着いて）

　そう思えば思うほど、胸の鼓動は速まっていった。なにをすればいいか、それはすべて決めてあったが、約束の時間が迫ると、いやがうえにも緊張は高まっていく。

　九時になった。

　校舎の角から土を踏むカサカサという音が聞こえてきた。

　山やま岡おかだった。例のチョンマゲ型アンテナを刺している。

「……舞まい子こさん」

　清香の視線が近づいてくる山岡に釘くぎづけになった。正確にいえば、山岡が抱きかかえている舞子に。

　舞子は猿さる轡ぐつわをされ、手足をロープでぐるぐる巻きにされている。

「舞子さん！」

　清香の呼びかけに、舞子の顔が動いた。目が開いている。意識はあるらしい。

　舞子が無事だったことが嬉うれしい反面、彼女を捕らえている「犯人」に対する怒りが、静かに湧わき上がってきた。さっきまでは意識もしていなかった「敵意」が、清香の心を赤く染めていく。

（……ダメ。それじゃダメ。落ち着かなきゃ。落ち着いて……）

「Ｓ＆Ｍは持ってきましたか？」

　Slaveスレイブにされた山岡が口を開いた。

　清香はリュックを高く掲げた。

「ありがとうございます。それでは早速、交換しましょう」

　山岡は抱いていた舞子をゆっくり地面に下ろすと、清香に近づいてきた。

　がらがらと音を立て、鉄扉を開く。

　清香は学校の敷地の中へ足を踏み入れた。

　ほんの一メートルほどの距離を隔てて、清香はSlave山岡……否、山岡を操っているMasterマスターと対面した。

「美み倉くら清香さん。Ｓ＆Ｍを渡してください。そうすれば、私はすぐにここから立ち去ります。舞子さんを連れ帰ってください……但し。もうＳ＆Ｍに関することはすべて忘れて、どのような形であれ、関かかわることは絶対にやめてください」

　山やま岡おかの手が上がった。

　清さや香かは大きく息を吸い、掲げていたリュックを……背中に隠した。

　そしてこう言った。



「Ｓ＆Ｍは渡しません！」



　Slaveスレイブ山岡が首を傾かしげた。

「え？　今、なんて言いました」



「Ｓ＆Ｍは渡しません！」



　清香は繰り返した。

「Ｓ＆Ｍは渡しません。それから舞まい子こさんは返してもらいます。ついでにあなたが使っているチョンマゲＳ＆Ｍもこちらに渡してもらいます」

　清香の宣言を聞いた山岡は、目をキョロキョロさせて、あたりを見た。

　清香の自信に満ちた言葉から、彼女がひとりではないと思い込んだのだろう。

「……約束を破ったんですね。お父さんに話しましたね？」

「ちがいます！」

　清香は言った。

「Ｓ＆Ｍのことは父には言ってません。誰だれにも言ってません」

「だったら……」

　Slave山岡の表情にはまったく変化がなかった。しかし、彼を操っているMasterマスターがかなり動揺していることはわかった。声が震えている。

「だったら……どういう意味ですか、その要求は？」

　Slave山岡が言いたいことは、清香にもよくわかった。

「意味？　あ、だからそれは……こうやってちゃんと話せば、あなたは聞いてくれる相手だと思ったからです。それ以上でもそれ以下でもないです。最初は偽物を作って騙だましちゃおうとか、いろいろ考えたんですけど、そんなことする必要ないかなって」

　Slave山岡は黙ったままだった。じっと清香の顔を見つめている。

　清香は覚悟を決めて口を開いた。

「チョンマゲ型のＳ＆Ｍのオーナー……あなたの正体は花はな沢ざわ先生ですよね？」

　山岡の頬ほおが引ひき攣つった。おかしくて笑ったようにも、悔しくて顔を歪ゆがめたようにも見えた。

　Slave山岡は……花沢は答えた。

「そうですよ、美み倉くらさん。僕は君の担任の花沢です。でも、どうしてわかったんですか？」

「それは……」

　清さや香かは例の手紙を受けとった後のことを、山やま岡おか……否、花はな沢ざわに説明した。

　花沢に協力してもらうため、彼の住んでいるアパート、六ろつ華か荘に行って田た山やま巡査と出会ったことも。

「田山？　ああ。あの太ったお巡まわりさんね」

　花沢が答えた。

「花沢先生が倒れていたっていう、寺てら島しまさんの家。柿かきの木って言われて、ピンときたんです。その後、確認しましたけど、寺島さんて舞まい子こさんの家の裏なんですよね？　しかも、先生はそこで倒れているとき、手にゲーム機のコントローラーみたいなものを握っていたって、田山さんは言ってました」

「なるほど」

「その時間て、山岡君がSlaveスレイブにされて、あたしたちを襲ってる時間でした。花沢先生、山岡君の隙すきをついてSlaveにして操ったんですよね？」

「その通りです。あれからずっと、彼の身体からだを借りてます。ああ、ちょっと待って」

　山岡をSlaveにした花沢はそう言うと、傍らの地面に寝かしていた舞子の縛いましめを解いた。

「ありがとうございます」

　自力で立ち上がると、舞子は律りち儀ぎに花沢に頭を下げた。

「こちらこそ、ごめんなさいね。ずっと縛りっぱなしにしてて。痛かったでしょ？　もう行っていいですよ」

「いえ、たいしたことはありませんから。どうぞご心配なく」

「ま、舞子さん、こっちに！」

　花沢になんどもお辞儀をしながら、舞子は清香のところへ戻った。

　舞子をとり戻せたことは、なによりも嬉うれしかった。だが、清香はなぜか、花沢のことが気になっていた。

　山岡という別の人間を通して話しているせいか、清香が知っている花沢とは別人のように思える。

　清香が知っている花沢は、こんなにハキハキと会話ができる人物ではなかった。

　今、自分の目の前にいる山岡、その向こうにいるのは本当に花沢なのか。ふと、そんな疑問が過よぎった。

「あの……」清香は恐る恐る花沢に呼びかけた。「舞子さんを返してくれてありがとう……ございました。ついでにＳ＆Ｍも返してください。それは元々は舞子さんのお祖じ父いさんのもので……」

「知ってますよ。君たちのことはよく知ってます」

　清香は花沢の言葉に妙な含みを感じた。それが伝わったのか、花沢は、

「そもそも、どうして僕が君たちを襲って、Ｓ＆Ｍをとり上げようとしたのか……なぜだかわかりますか？」

「それは……」

　清さや香かは考えた。

「あたしと舞まい子こさんはチョンマゲＳ＆Ｍのオーナー……つまり花はな沢ざわ先生のことですけど……それを見つけて、Ｓ＆Ｍをとり戻そうとしていた。で、それに気づいた花沢先生は先回りして、こちらのＳ＆Ｍを奪おうとした……。あれ、話がズレてる？」

「清香さん。そこまではいいとして、問題は『花沢先生はなぜ、私たちがＳ＆Ｍを持っていることを知っていたのか？』ですよ」

　舞子が助け船を出した。

「あ、そうですね……？　どうしてなんですか、花沢先生？」

「美み倉くら清香さん」

「は、はい」

「あなたはひとつのことに夢中になると、まわりが見えなくなる癖がありますね」

「……はい。かも、しれません」

　清香は思わず背筋を伸ばした。

「あれは何日前だったかなぁ。あなた、放課後、彩さい原ばらさんの後をつけたことがあったでしょ？　あなたが初めて彩原さんのSlaveスレイブにされた日、あなた、ハンカチをなくしたでしょ」

「は、はい……」

　花沢の言う通りだった。お気に入りの和柄のハンカチをあの日、なくしてしまった。けれど……。

「だけど、何日かしたら、机の中に入っていた。戻しておいたのは私です。そして、あのハンカチを落としたのは、あなたが彩原さんを尾行していたときですよ」

「……あっ！」

「学校出て、しばらくしたところでね。『ハンカチを落としたよ』って声をかけたんだけど、あなたはまったく気がつかない」

　思い出した。

　あの日、舞子を尾行しているとき、清香はずっと後ろから誰だれかに呼ばれている気がしていた。空耳だと決めつけていたが、花沢が呼んでいたのか……。

「いくら呼んでも、振り向きもしない。私は身体からだ中怪け我がしていて、なかなか追いつけない。どうしようか困っていたら、彼が」

　花沢は自分のこと……山やま岡おかの顔を指さした。

「山岡君が脇わき道みちからひょっこり出てきて、美倉さんの後をつけはじめたんですよ。さすがに気になって、そのまま美倉さんと山岡君のことをつけていったら、彩原さんのお宅の前にいた、というわけです」

「そんな……」

　清香は絶句した。舞子を尾行しているはずが、山岡だけでなく、花沢にまでつけられていたなんて……。

「そこで……」舞まい子こが口を開いた。「ご覧になったのですね。私が清さや香かさんをSlaveスレイブにするところを」

　Slave山やま岡おかの口がぎこちなく動いた。花はな沢ざわが笑ったのだろう。

「驚きましたよ。そんな偶然があるのかってね。それで気になってこっそり、家の様子を探らせてもらいました。そしたら、彩さい原ばらさん、あなたの目的がＳ＆Ｍの回収だったことがわかった。焦りましたよ」

　清香は横目で舞子のことを見た。その表情に変化はなく、静かな目で花沢のことを見ていた。

「せっかくのＳ＆Ｍ、とり上げられたら、かなわない。悲観的な性しよう分ぶんでね。悪いことばかり予想してしまう。問題になりそうな可能性は少しでも排除しておきたい。だから、鹿か山やま君を使ったり、いろいろ抵抗したわけです」

「あの……」

　清香は小さく手を挙げた。

「あたし、どうしてもわからないんです。花沢先生、Ｓ＆Ｍを使ってなにがしたかったんですか？　いろんなひとをSlaveにして自分を襲わせて。意味、わかんないですよ。動機っていうんですか？　それがわからないから……自分で言っておいてなんですけど、今でも花沢先生が本当にチョンマゲＳ＆Ｍのオーナーなのか、どうしても自信がなくて……」

「……え？」

　Slave山岡の目が大きく見開かれた。花沢はひどく驚いたらしい。

「僕がなにをしようとしていたか、それがわからない……あなた、今、自分でその答えを口にしていたでしょ？」

「……ええと……え？」

「花沢先生、あなたは……」

　言葉に詰まった清香の代わりに、舞子が答えた。

「いろいろなひとをSlaveにして、自分のことを殺そうとしたんですね」

「……なるほど。えー！」

　清香は思わず大声を上げた。

「よくわかりましたね。正解です。ご褒ほう美びにこの……チョンマゲ型Ｓ＆Ｍはお返ししましょう」

「えー、ホントですか？」

　棚からぼた餅もち、渡りに船、瓢ひよう箪たんから駒……拍子抜けするほどあっさりだが、Ｓ＆Ｍ回収という目的を果たすことができた。

「舞子さん、よかったですね。花沢先生、Ｓ＆Ｍ、返してくれるって……あれ？」

　清香は言葉を途中で飲み込んだ。舞子は喜ぶどころか、顔を強こわ張ばらせていた。

「……舞子さん」

　清香が呼びかけても、舞子は答えてくれなかった。ただじっと、花沢＝Slave山岡の顔を見ている。

「まいったな。そんなに怖い顔で見ないでくださいよ。約束は守りますから。嘘うそは言いませんよ。最後の用事を済ませたら、どうぞ持っていって。うまくやってくださいよ。警察が来る前に処理してくださいね」

　それだけ言うと、花はな沢ざわは清さや香かたちに背中を見せた。そして、恐ろしい速さで駆け出すと、たちまち体育館と校舎の間の暗くら闇やみの中へと姿を消してしまった。

　ふいに感じた寒さむ気けに、清香の肩が小さく震えた。

「舞まい子こさん、ひょっとしたら……最後の用事って」

「そうだと思います」舞子が答えた。「花沢先生はＳ＆Ｍを使った自殺……自分を殺すことをまだ諦あきらめてないんだと思います」

「そんな……だったら、止めなきゃ。よくないですよ、自殺なんて」

「よくないですか？　自殺は？」

「よくないですよ。その……ええと、理由はなんであれ、よくないですよ」

「そうですね」

「それに……もしも花沢先生が山やま岡おか君をSlaveスレイブにした状態で死んだとして……山岡君は無事に意識をとり戻せるのかな？　わかります、舞子さん？」

　舞子は首を横に振った。

「そんなことは祖父のメモにもなかったので……場合によっては、花沢先生が死亡することによって、山岡さんの意識は永遠に封印されたままになる可能性もあるかもしれません……急ぎましょう」

　舞子がいきなり走り出したので、清香もリュックを胸に抱え、その後あとを追った。

　意外なことに、舞子は足が速かった。清香が全力で走って、ようやく肩を並べることができた。

「あれ？　舞子さん、足、速くないですか？」

「運動神経は鈍いですけど。足だけは速いんです。足が速いところだけは、清香さんと同じですね」

「……」

　舞子のさりげない台詞せりふに、清香は心臓が止まるくらい嬉うれしくなった。

「急ぎましょう。私たちだったら、花沢先生を止められます」

　舞子はそう断言した。

「花沢先生はさっき、私たちからＳ＆Ｍを奪おうとはしなかった。これまでずっと、自分の邪魔をさせないため、Ｓ＆Ｍを狙ねらってきたのに。不思議だと思いませんか？」

「そっか……そうですよね」

　走りながら清香は相あい槌づちを打った。

「『止めてほしい』、私たちに向けたメッセージじゃないかと思います」

「わかりました。で、花沢先生の本体は？　先生、そこに行こうとしてるんですよね？」

「だと思います。私が花はな沢ざわ先生に捕まっていたのは、どこかの部室みたいでした」

「部室？　他ほかに特徴は？　ほら、クラブによってあるじゃないですか。楽器が置いてあるとかバットが置いてあるとか」

「なにも。椅い子すがいくつかあって、段ボール箱が積み上げてありました」

「それ、使ってない部室かも……あたし、部活やってないからよくわかんないですけど、いくつかあると思います」

「顔は見えませんでしたけど、花沢先生らしきひとも、そこに寝かされていました」

「わかりました。とにかく部室へ……」

　清さや香かが呼びかけた途端、舞まい子この足が止まった。ちょうど、特別教室棟の角に差しかかったところだ。

「清香さん、あの……」

　舞子の視線は、清香が持っているリュックに向けられていた。

「舞子さん」清香が先に口を開いた。「このまま行っても、Slaveスレイブにされた山やま岡おか君のことは止められないですよね。アンテナパワーで強くなってるわけだし」

「はい」

「じゃあ……」

（……Ｓ＆Ｍの力を使いましょう）

　清香はそう言うつもりだった。昨日からのこともあって、舞子からは言いにくいだろうと思ったからだ。

　だが、舞子の右手がすっと上がり、その人差し指が清香の唇を押さえ、言葉を封じた。

「Ｓ＆Ｍの力を使いましょう」

　清香の代わりに舞子が言った。

「はい！」

　清香は素直に嬉うれしかった。清香が気を遣っていることを知り、舞子は自分からＳ＆Ｍのことを言い出してくれたからだ。

　清香はリュックからアンテナとコントローラーを引っ張り出すと、両方とも舞子に渡した。

　……清香は唾つばをごくりと飲み込んだ。

　舞子のことは信頼している。

　Slaveになることで、自分の心の中を覗のぞかれること、それはもう平気だ……。

（ていうのは、嘘うそだよね、やっぱり平気じゃない……でも）

　覚悟はできた。

　自分の心を知られちゃっても、我慢する。あの段ボール箱を送ってきた、舞子さんのためだから。

「舞子さん、アンテナ、刺してください」

　舞子が深くうなずくと、コントローラーを左手に握り、右手でアンテナを清香の頭に突き立てた。

　一瞬のブラックアウト。

　全身の感覚がなくなると同時に、夜が昼に変わったように、あたりがぱっと明るくなった。

　自分の意思とは関係なく、視界が横に動く。

　Slaveスレイブになった清さや香かは、意識を失った（正確にいえばその意識は清香の中に移動しているのだが）舞まい子この身体からだを抱え、校舎の裏手にそっと座らせた。

「よろしくお願いします、清香さん」

　舞子が清香の口を使って、そう喋しやべった。

（こちらこそ。舞子さん、頼みましたよ。花はな沢ざわ先生のこと、少し前までは憧あこがれてて……その、今はかなり幻滅しちゃったけど……それに山やま岡おか君はかなりウザいし。でも、それでも、花沢先生に死なれちゃうのはイヤだし、山岡君がその道具に使われるのも、なんかよくない感じがします）

「……よかった。清香さんは私が思っていた通りのひとでした」

（……え？）

　Slave清香の足が力強く地面を蹴けった。

（すごい！）

　目の前の景色が溶けるようにして、後ろへ流れていく。



    

  
    
      



    

  
    
      　体感でいうなら、普通の倍くらいの速さで走っている……百メートル六秒強？　時速にすれば六十キロくらいか？

　清さや香かの身体からだは特別教室の角を飛び出し、本校舎前を全力疾走した。

　そして……止まった。

　清香の視界いっぱいに、不気味な蝶ちようのイラストが広がった。

（三み郷さと先生！）

　手足の長さだけはスーパーモデル級の体育教師、三郷由ゆ加か里りが目の前にいた。お馴な染じみの巨大な蝶の柄のスウェットも健在だ。

「美み倉くらさん！」

　由加里がいきなり両手で清香の手首をつかんだ。今の清香は痛みは感じないが、「みしっ」という嫌な音が聞こえてきた。

（知ってますよね？　体育の三郷由加里先生のことは。テキトーに相手をしてゴマかしちゃってください）

　舞まい子こが瞬まばたきをした。わかっている、と清香に合図を送ったらしい。

（……あれ？）

　嫌な予感がした。由加里の瞳ひとみが異常にキラキラ輝いている。目め尻じりにたまっているのは涙……か？

「見てたわよ、今。美倉さんのものすご～い走り」

（……マズっ）

「褒めていただいてありがとうございます。それでは今、少々急いでいますので」

　舞子が清香の声で喋しやべった。

　そのまま舞子は駆け出そうとしたようだが……由加里は握った手を離さなかった。またみしっという音が聞こえた。すごい力だ。

「先生。すいませんけれど、ホントに急いでいるもので」

「美倉さん。陸上部に入って」

「……え？」

　さすがの舞子も言葉に詰まったようだ。

（もうこんなときに……ていうか、先生、こんな時間に学校でなにやってるんですか？）

「ええと……もうこんなときに……ていうか、先生、こんな時間に学校でなにやってるんですか？」

　舞子が清香の「言葉」をそのまま繰り返した。

「あ、それはね。放課後、陸上部の練習スケジュールを作成しようと思ったところ、意外にも面倒な計算が必要になったと思って困っていたら、職員室で寝て起きたらこんな時間だったの」

　相変わらず日本語が変だ。

「で、美倉さんはこんな時間に学校でなにしてるの？　走り込み？　急ぎの理由はどういうところ？」

「いえ、それは……」

（……Ｓ＆Ｍというものがありましてー、なんかオーパーツ？　とからしいんですけど。花はな沢ざわ先生がそれを不正使用して、山やま岡おか君をSlaveスレイブにして、自分のことを殺そうとしてたりするんで、ちょっとそれを止めようかと思っているところで。いやはや参りました）

　と、素直に言えたら面倒もないのに……清さや香かが無駄なことを考えていると、

「実は私」舞まい子こが急に口を開いた。「変な人を追いかけていて」

（ま、舞子さん、な、ナニ言ってるんですか……）

「向こうの女子サッカー部の部室から、誰だれかがボールを持ち出して、くんくん匂においを嗅かいだり、小気味いいドリブルをしながら、あっちの方へ……」

「きゃー！」由ゆ加か里りがわざとらしい悲鳴を上げた。「それって、まったくもって典型的な変質者じゃない」

（……そ、そうなんだ？）

「で、えええと……美み倉くらさん、その変質者、なにか特徴はなかった？」

「転校生の山岡君にそっくりでした」

　舞子は即答した。

（……）

　清香は言葉を失った。

「なんと！　いや、やはり！」

　由加里が顔を歪ゆがませ、拳こぶしをぎりぎりと握りしめた。

「彼、ね。やっぱりやっぱり。そういう人物のキャラクターだと思ってたのよね、あたしがいくら優しくしてあげても、なんか迷惑そうな顔してたし。そういう変態的な嗜し好こうがあった故ゆえだったのね。で、どっちに行ったって？」

「あっちです」

　清香の右手が持ち上がり、裏門の方を指さした。さっきまで自分たちがいた方だ。

「感謝。それでは三み郷さと由加里、変質者退治に行ってきます」

　そう言うと、由加里は長い手足を振り回し、迫力満点のフォームで駆け出していった。

「これで大丈夫です。急いで花沢先生を止めないと」

（舞子さん……でも。どうします？　山岡君のこと変質者にしちゃって。この後、面倒なことになりませんか？）

　一瞬だけ考えて、舞子は答えた。

「たぶん、面倒なことになると思います。でも、そのときは、そのときです。先の心配よりも、今、あの先生から解放されることのほうが重要だと判断しました」

（はは、……さすが舞子さん。えーと、なんていうか、その……タクティカルというか戦略的というか六りく韜とう三さん略りやくというか知ち謀ぼうというか……ですね）

　舞子は答えなかった。

　その代わり、風のような速さで走り出した。
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　舞まい子このSlaveスレイブとなった清さや香かは、部室棟の階段を駆け上がった。

　どのクラブが何号室に入っているか、それを示す案内図が階段横にあった。空あき部屋になっているのは、二階の端の三部屋だった。そのどれかが、舞子が捕まっていた部屋のはずだ。

　舞子は足を止めず、三つの空き部屋の扉を確認した。引き戸の端にはどこも南京なんきん錠じようがかけてあった。

「遅かった……みたいですね」

　清香の声で舞子が言った。

（外からわざわざ鍵かぎがかけてあるってことは、とりあえず、今ここには花はな沢ざわ先生はいないってことですよね）

「一応、確認しましょう」

　舞子はそう言うと、清香の身体からだを、階段からいちばん近い空き部屋の前に立たせた。清香の手が扉に掛かったが、そこで動作が止まった。

（舞子さん、やるならやっちゃいましょう。非常事態なんだから鍵とか壊しても、誰だれも文句言わないですよ）

「わかってます。でも、私が心配してるのはそういうことではなく……清香さんの指……爪つめを割ったりしないか、それが心配で……」

（舞子さん！　爪なんか割れたってまた生えてきます！）

「はい！」

　清香の右腕にぐっと力が入った。

　南京錠がちぎれ、扉が開いた。室内には誰もいなかった。壊れた椅い子すや埃ほこりまみれの段ボール箱が積み上がっている。

（うへぇ……）

　清香は思わず、自分の鼻をつまみそうになった。部屋の中は異常なまでの悪臭だった。カビ臭い。頭をハンマーで叩たたかれているように、ガンガンする。置き忘れたユニフォームか、生乾きの雑ぞう巾きんがその発生源か……。

「……ここです。私が捕まっていたのは、この部屋だと思います。この段ボール箱、見覚えがあります」

（やっぱり、一足遅かったんですね。花沢先生、自分の身体を運び出しちゃった後だ）

「……どうしましょう。花沢先生、どこに行ってしまったのか」

（花沢先生というか山やま岡おか君というか……臭い……あ、そんなことより手がかりですよね……でも臭い……舞子さん！　ごめんなさい、臭くてどうしようもないです。この部屋から出るか、鼻をつまむか）

「……清さや香かさん。この部屋、どうしてこんなに臭いんでしょう？」

（え？　だからそれは……きっと、使いっぱなしで洗濯してない水着とかが放置されていて……）

「だとしても、この臭においは異常だと思いませんか？」

（そりゃそうですけど、今はもっと……）

「そうです！　わかりました！　臭いが異常なわけではないんです」

（え？）

「私たちの力です！　もう大丈夫です！　花はな沢ざわ先生の居場所、絶対に見つけられます！」
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　山やま岡おかをSlaveスレイブにした花沢は、意識を失った自分の身体からだを担ぎ、校舎の暗い階段を上っていった。

　アンテナの機能で力を解放されているため、大人ひとりを抱えていても、その歩みには少しの乱れもない。

　山岡の身体を操る花沢の心にも、迷いはまったくなかった。

　カツ、カツ、カツ。

　階段を踏む足音だけが、規則正しく、夜の校舎に反響する。

　階段を上りきった花沢は、いちど自分の身体を下ろすと、ドアノブに手をかけた。施錠されていたが、そのまま無造作に引っ張る。

　金属製のラッチがへし折れ、ドアが開いた。

　屋上だ。

　灯あかりのひとつもついていないが、花沢は今、Slaveとして超人化している山岡の視力を借りている。昼同然によく見えた。

　片手だけで自分の身体を抱えると、花沢は空あいた片手で屋上のフェンスをつかんだ。軽くジャンプして、フェンスを飛び越える。

　フェンスの向こうはわずか三十センチほどの幅しかなかった。足を置いたら、もうほとんど余裕がない。眼下には校庭が見えるばかりだ。

（今度こそは……）

　花沢はSlaveにした山岡の両腕に力を込めた。手足をだらんと垂らした自分の身体を、高く掲げる。

「さよなら」

　少しばかり勢いをつけて、花沢は自分の身体を夜の校庭に投げ落とした。

「ダメだっ！」

　花沢は思わず、自分の……Slaveにした山岡の手を伸ばした。その勢いのため、山岡の足がバランスを崩した。

　花はな沢ざわの身体からだを追いかけるようにして、山やま岡おかの身体も宙に躍った。

「……」

　山岡の右手は花沢の右腕をつかんでいた。そして左手は指先ぎりぎりで、屋上の縁にかかっていた。

　ふたり分の体重が、左手の指三本だけにかかっていた。

「……死にたくない」

　花沢は思わずつぶやいていた。

（大丈夫だ。アンテナの力がある。これくらい、どうってことは……）

　花沢は指先に意識を集中した。山岡の左腕に力を込め、自分の身体ごと持ち上げようとした。だが。

　ゴリッ。

　と、いう音が夜空に響いた。

　一瞬のことだった。だが、花沢の目には、スローモーションがかかったように、そのとき起きたことが克明に映った。

　屋上の縁に亀き裂れつが走り、山岡の手がかかっていた部分が剥はく落らくした。それと同時に、山岡と花沢の身体も校庭に向かって落下を開始した。

　花沢は絶ぜつ叫きようした。

「死にたくない！　誰だれか助けてくれ！」

　叫さけぶと同時に、思いきり手を伸ばしていた。

　誰かが……誰かの手が……Slaveスレイブ山岡の手をがしっとつかんだ。

「……君たち」

　美み倉くら清さや香か……否、頭にアンテナが刺さっている……清香をSlaveにしている彩さい原ばら舞まい子こだろう。

　片腕でフェンスをつかみ、もう片方の手で山岡と花沢の身体を支えている。

「花沢先生、大丈夫です。今、引き上げますから！」

　Slave清香の顔は苦痛に歪ゆがんでいた。彼女が支えにしているフェンスも、三人分の体重に負け、大きくたわんでいた。フェンスを留めている鉄枠もまた、ギリギリと嫌な音を立てている。



　……清香は気絶寸前だった。

　高所恐怖症。

　遥はるか下には暗い校庭。その高さを強調するように、自分の腕からぶら下がっている、山岡と花沢、ふたりの身体……。

（ダメ。もうマジで怖い。死ぬ。ていうか死を超えた恐怖ていうか百回死ぬ死ぬ死ぬ死ぬぬぬぬぬぬぬぬぬっっっっっ）

　清さや香かの心がその肉体を支配していなかったのは、幸運だったかもしれない。もしもそうだったとしたら、恐怖のあまり心臓はとっくに止まっていただろう。

（……あ）

　清香は気づいた。この恐怖心は当然、Masterマスターである舞まい子こに伝わっている。

「……ごめんなさい、清香さん」舞子は自分……清香の耳にようやく届くくらいの小さな声でささやいた。「とっさのことで、清香さんの身体からだをお借りしていることを忘れて、危ない真ま似ねをしてしまいました」

　舞子の言葉の調子から、清香は確信した。

　アンテナでパワーアップしているとはいえ、もう余力がないのだ。不安定な姿勢で、山やま岡おかと花はな沢ざわのふたりの身体を支えるのが精一杯……。

（しっかりしろ、自分！　高いとこ、怖がってる場合じゃない）

　清香は決意した。

（舞子さん、このままふたりを引っ張り上げるのは無理っぽいんですよね？）

　清香の瞼まぶたがぱちりとなった。「はい」という返事だ。

（やっぱり。だったら、しかたないです。ちょっと危ないですけど……これしかないです。山岡君たちの身体を振り子みたいに動かして、それで力を溜ためます。校舎の壁と平行に揺らしてください。でないと壁にぶつかるから。で、タイミングを見て、壁を蹴けります。そのとき、うまく斜めに力を入れられれば、あたしの身体、そしてつかんでる山岡君たち、まとめて屋上の内側に放ほうり投げられます！）

　清香の瞼がぱちぱちぱちと小刻みに動いた。物事に動じない舞子も、さすがに動揺しているのだろう。

（大丈夫です。私がタイミングを見て指示を出します。鹿か山やまのナスを追いかけたときも、それでうまくできたじゃないですか。あのときよりも、今の方が力加減だってよくわかってます。必ずできますよ）

　清香の瞼は動かなかった。だが、

「花沢先生、今、助けます！　しばらくじっとしていて……暴れないでください」

　清香の声を借りて、舞子はそう宣言した。

（舞子さん！　まず、舞子さん……じゃなかった、舞子さんがSlaveスレイブにしているあたしの腕をぶらぶらさせて。最初はゆっくり）

　清香の指示に従い、舞子はSlave清香の腕をゆっくりと振りはじめた。

（その調子です。スピードはゆっくりのままで、少しずつ行ったり来たりを大きく！）

　Slave清香の腕にぶらさがっている山岡、花沢の身体が校舎の壁に沿い、振り子のように大きく揺れる。花沢がSlaveにしている山岡の顔が硬直しているのが見えた。

　振り幅は少しずつ大きくなり……

（舞子さん、今です、蹴って！）

　Slave清香の両脚が屋上の縁を蹴った。

　花はな沢ざわ、山やま岡おか、そしてSlaveスレイブ清さや香かの身体からだが宙を舞い、フェンスを越えて屋上に落ちた。

（し、死ぬかと思った……）

　視界がぐるぐる回り、気がついたとき、清香の目は山岡と花沢のことを見下ろしていた。よくわからないが（何秒かは気絶していた気がする……）、とりあえず作戦はうまくいったらしい。

「……大丈夫ですか、花沢先生」

　Slave清香……舞まい子こがそう声をかけると、山岡をSlaveにした花沢が顔を上げた。

「助けに……来て、くれたんだ」

　花沢は清香の顔と、魂が抜けた自分の身体をなんども見比べた。

「……僕の声が聞こえたんだ」

（それは……）

　戸惑っている清香の心とは裏腹に、彼女は……彼女を操っている舞子は、大きくうなずいてみせた。

「……ありがとう」

　花沢は山岡の腕を動かし、その頭に刺さっているアンテナを引き抜いた。



　　　６



「あれから……僕がＳ＆Ｍを手に入れてからちょうど一年、経たちます……あのときもこうして、地面の下をじっと見ていたんですよ」

　歪ゆがんでしまった屋上のフェンスを両手でつかみ、花沢は校庭を見下ろしていた。

　清香と舞子、そして山岡はそんな花沢の背中を囲むようにして立っていた。

　清香の手の中には今、二組のＳ＆Ｍがあった。ひとつはさっきまで彼女と舞子が使っていた通称「ガラクタ」、そしてもうひとつは花沢が山岡をSlaveにしていた「チョンマゲ」。

　山岡を解放し、自分の肉体で意識をとり戻した花沢は、なにか憑つき物でも落ちたような穏やかな顔をしていた。

「よかったら、僕の話を聞いてもらえますか？」

　チョンマゲＳ＆Ｍを返すとき、花沢は清香たちにそう言った。そして静かにすべてを語りはじめた……というわけにはいかなかった。

　アンテナを抜かれ、Slaveから解放された山岡がギャーギャーと喚わめき立てたからだ。彼にしてみれば、今日の昼、舞子の家で（Slaveにされて）気を失い、（Slaveから解放されて）気づいてみたら夜、学校の屋上に移動していた、ということになる。瞬間的に時間が過ぎて場所を移動したのはいいとして、知らないうちに事件が解決してしまったことが、かなり面白くなかったらしい。

　文科省に至急連絡を入れて、花沢の身柄を拘こう束そくすると鼻息を荒くした。だが、舞子に「この場で花沢先生のお話を聞いたほうが、事件の真相究明の早道だと思いますけど……それに、山やま岡おかさんがSlaveスレイブにされていたことも、そのまま文部科学省に伝わってしまってもいいんですか？」とやんわりと脅され……諭さとされると、急におとなしくなってしまった。

　屋上の冷たいコンクリートの床に座り込み、清さや香か、舞まい子こ、山岡は花はな沢ざわの話を聞くことになった。



　……それは一年ほど前、ある日曜日の午後だったという。

　せっかくの休日だというのに、花沢はなにもすることがなかった。国語教師らしく、以前なら空あいた時間があれば、なにかしら読書をしていたものだが、その習慣が絶えて久しかった。

　アパートの湿った部屋にいるのが嫌になって、花沢は特にあてもないまま、ぶらりと散歩に出た。

　バス通りを北に行き、駅前を東に向かう。目的があるわけではなく、ただ歩くために歩いていた。

　星ほし祭まつり署の近くまで来た頃ころ、少々疲れて、一休みしたくなった。

　警察署の隣に星祭市役所がある。入ったことはないが、その最上階にレストランがあることを花沢は思い出した。



「あのレストランですか？」

　清香の質問に花沢は「そう。キミが尾行してきたときにも入った、あそこ」

　清香は「うっ」と息を詰まらせた。

「……バレてたんだ」

「美み倉くらさんの尾行、あまり上手じゃなかったからね」

「……」

「それはいいや」花沢は話を続けた。「よく晴れた日だったな。店の中は眩まぶしいくらいに明るくて」



　花沢はカウンターの隅のお飲物コーナーに向かうと、店員の中年女性に「ホットコーヒーをひとつ」と言った。

　女はなんの反応もしなかった。

「ホットコーヒーをひとつ」

　花沢はそう繰り返した。

　女はようやく花沢の存在に気づいたようだ。だが、彼女はコーヒーを用意する代わりに、花沢に「え？」と聞き返した。

「ホットコーヒーをひとつください」

　花沢はまた繰り返した。

「え？」

　女も同じことを言った。

「……」

　店内には客がいっぱいで、確かに静かとはいえない。だが、注文の声が聞こえないほどうるさいわけでもなかった。

「ホットコーヒーをください」「ホットコーヒー」「コーヒー」「コーヒーください」「ホットコーヒー」

　なんども繰り返した。だが、女は「？」という表情のままだ。気づくと、花はな沢ざわの後ろに客の列ができていた。

　花沢は諦あきらめて、灰色の帽子をかぶった老人に順番を譲った。

「アイスコーヒー」

　花沢よりももっと小さな、もごもごとした聞きとりにくい声で老人は注文した。

　ところが、店員の女はすぐにアイスコーヒーを出した。

　その老人だけではなかった。列にいた客たちは普通に注文し、アイスコーヒーを、オレンジジュースを、アイスカフェオレを、ウーロン茶を受けとっていく。



（あー。僕の声は届かないんだ）

　花沢はそう思った。

　……そして、それは初めてのことではなかった。これまでも、なんどかあった。

　知らない場所でひとに道を尋ねたとき、ホームセンターで針金を売ってる場所を尋ねたとき、駐輪場で管理人に両替を頼んだとき……まるで透明人間になってしまったように、相手に自分が認識されないことがあった。



「ちょ、ちょっと待った！」

　フェンスに背中を預けている花沢に向かって、清さや香かは勢いよく右手を突き出した。

「花沢先生、それ、少しオーバーというか文学的すぎるというか。確かに先生の声というか話すのって、ちょっと聞きとりにくかったりはしますけど、そこまでひどくないですよ。ええと、その、お世辞？　そういうことでなく」

「それは君たちが、僕のことを『先生』だと思ってるからでしょ。先生の言うことは聞いておかないといけない。そういう意識があるから、僕の言うことも最低限は伝わる」

「ええと、でもその……ほら、田た山やまさん。太ったお巡まわりさん。あのひととは、ちゃんと話ができたでしょ？」

「彼も同じことですよ。僕のことを特殊な事件の被害者だと認識していた。だから、懸命に話を聞こうとした」

　清香は反論できなくなってしまった。花沢の言うことは、確かに筋が通っている。

「僕ね、昔は知らなかったんですよ。自分の言葉が伝わらないって。ほら、うち、お金持ちでしょ？　そんな家の子だから、すごく特別扱いされてたんですね、実は。さすがに大学生になった頃ころになんとなく気がつきはじめて……だから、地元から遠く離れて、この街で教師になってひとりで暮らすようにしてみたんです。そしたら、いろいろよくわかりました」

「……」

「美み倉くらさんが尾行してるってわかっていながら、あのレストランに行ったのも……そういう僕のことを見てほしかったからかもしれません。Ｓ＆Ｍを奪おうとしたことと矛盾しますけど、そんな気持ちもあったような気がするんですよ……話を元に戻しますね」



　レストランを出た花はな沢ざわは、気がつくと見知らぬ景色の中にいた。

　どこかのビルの屋上だった。

　その隅に立ち、フェンス越しに下の景色を眺めてみる。片道二車線の広い道。ほとんど通らない車。その様子から、花沢は自分がいるのが市役所の屋上だということに気づいた。

　声が届かないなら、自分がこの世界にいてもしかたない。

　下界を眺めているうちに、急にそんな考えが浮かんできた。

　捨ててしまおう。

　そう決めた途端、胸がすっきりした。こんなに気持ちがいいのは、ひさしぶりだった。こんなことなら、もっと前にそう決めてしまえばよかった。この正解を求めて、自分はずっと右往左往していたのかもしれない。

　さっきのレストランのことだけが原因ではなかった。ただ、それが背中を押したのも事実だった。溢あふれる寸前まで水が溜たまったコップに、すべてを崩壊させる「一滴」が落ちたのだ。



　……捨ててしまおう。



　両手両脚を使い、どうにかこうにか、二メートルほど高さのある、フェンスのいちばん上まで登りきった。フェンスの上端に当たった腹を支点にして、花沢の身体からだがヤジロベエのようにフラフラ揺れた。

　花沢は両足に力を込めた。フェンスを蹴けって、そのまま下へ……

　落ちた。

　落ちるには落ちたが、フェンスの内側、屋上のコンクリートの上だった。飛び降りる寸前、誰だれかにシャツの背中を引っ張られたような感触があった。

　尻しり餅もちをついた格好の花沢を、ひとりの男が見下ろしていた。

　紺のベースボールキャップを被かぶっていて、顔はよく見えない。シンプルなデザインの薄手のブルゾンにチノパンツ。着ているものだけでは、年の頃もわからなかった。片手に大きなトランクを提さげていた。革製の年代物で、人間ひとり入りそうな大きさだった。

　どうやら、この男が自分の飛び降り自殺を妨害したらしい。

「……あなた、誰だれですか？」

　花はな沢ざわは恐る恐る尋ねた。

「ああ。フリマです」

　意外に若い声が聞こえた。

「振ふり間まさん？　不ふ利り馬まさん？」

　花沢が見ている前で、ベースボールキャップの男はトランクを開け、ビロードのシートをコンクリートの上に広げはじめた。手慣れた感じでそこにトランクの中身を並べていく。

　懐中時計、小さな木彫りの置物、皿、食器のセット、ライター……。

（骨こつ董とう品の露天商？　どうして市役所の屋上で？　こういうところで、そういうのはマズいんじゃないかなぁ……）

　花沢は自分が決まりを破っているような、居心地の悪さを感じていた。自殺のことはすっかり忘れていた。とりあえずこの場から離れたい。

「ちょっと待って」

　花沢が腰を浮かせた瞬間、ベースボールキャップの男が大きな声を出した。

「こいつがね、お客さんに買ってほしいって言ってますよ」

　なんだよ、それ……。最近はもう聞かなくなった言葉だが、これは明確に「押し売り」じゃないか。あたりにひとがいないのをいいことに、自分に無理やり商品を売りつけようってことか。

「……いりませんから」

　花沢はようやく小さな声で答えた。

　だが、ベースボールキャップの男は花沢の腕を引っ張り、並べた商品の前に引き寄せた。

「これですよ。これがね、お客さんに買ってほしいって」

「……」

　男が指さしたものは、小さな青磁の皿と懐中時計の間に置かれていた。

「……チョンマゲ？」

　鈍い銀色の物体だった。端的にいえば、先端に丸い部品がついた棒状の物体だ。その横には同じく銀色で、ゲーム機のコントローラーのようなものが並んでいた。

「チョンマゲ？」男が言った。「確かに似てるね。頭につけるもんだし。だけど、それはアンテナだよ。横にあるのがコントローラー。ふたつ合わせて『Ｓ＆Ｍ』」

「『Ｓ＆Ｍ』？」

　花沢が聞き返すと、男は深くうなずいた。

「そうだ。このコントローラーを持って、こっちのアンテナを……誰でもいい……頭に突き刺せば、そいつを自由に動かせるようになる。おまけにアンテナには人間の潜在能力をすべて引き出す機能があるから、アンテナを刺された人間……Slaveスレイブは超人的な怪力を振るえる」

「まさか……」

「使用方法は簡単。今、説明しただけ。ただひとつだけ注意ね。これ、ホントは人間が使うもんじゃないから。人間が使う場合は自分の肉体をコントロールできなくなる。ま、自分の身体からだは安全なところにこっそり隠しとけば問題はないから」

　男の口元が少し歪ゆがんだように見えた。花はな沢ざわは男の表情が気になったが、帽子を目ま深ぶかに被かぶっているため、それ以上のことはわからなかった。

「で、こいつの値段のことなんだけどね……二千円でいいよ。安いよ。その気になれば、なんでもできるし……自分を『捨てる』道具にもできるんじゃないかな」

「……」

　よく意味がわからなかった。それにそんなインチキ商品、タダでも欲しいはずがない。だが、ここから解放されるなら、二千円くらいは払ってもいい。

　財さい布ふから千円札を二枚つまみ出すと、花沢はそれを男に渡した。

　男は黙って花沢にＳ＆Ｍを渡した。

「……あ。あの」

　花沢が呼びかけるのを無視して、男はかたづけを始めた。商品をトランクに戻し、シートをくるくると丸める。ほんの十五秒ほどでコンクリートの上に広げた店は、きれいさっぱり消えてしまった。

「……あの」

　もういちど声をかけると、男はうつむいたまま振り返り、

「どなたですか？」

　と返事をした。

　花沢はそれ以上、なにも言えなくなった。

　トランクを重そうに引きずると、ベースボールキャップの男はゆっくりと歩き出し、屋上から姿を消した。

　手に残ったチョンマゲアンテナとコントローラーを眺めて、花沢はしばし呆ぼう然ぜんとしていた。



「その帽子の男がつまり……」

　花沢の話を聞いた清さや香かは、横にいた舞まい子この顔を見た。

「断定はできませんけど……」ずっと黙っていた舞子がおもむろに口を開いた。「私の祖父からＳ＆Ｍを奪った者、ないしはそれと関係のある人間だとは思います」

「うーん」

　清香は考え込んだ。

　その「ベースボールキャップの男」は貴重なＳ＆Ｍを、どうして、無理やり、花沢に売りつけるような真ま似ねをしたのだろう。悪用する気になれば、Ｓ＆Ｍはとてつもなく便利な道具になるだろうに……。

「確かに気になりますね」もうアンテナは刺さっていないのに、舞子はまるで清香の心を読んだようだった。「でも、それは今はいいです。いつか……そのひとに行き当たることもあると思いますから」

「……」

　静かに語った舞まい子この瞳ひとみに、一瞬、清さや香かはとても激しい光を見たような気がした。



　……ベースボールキャップの男からＳ＆Ｍを買ってしまった花はな沢ざわは、その日はとりあえずまっすぐ帰宅した。自殺……自分を捨ててしまおうとしたことは、気がつけば忘れていた。

　翌日から、花沢は帰宅すると、Ｓ＆Ｍをしばらく眺めるのがその日課となった。

　これを使えば、本当に人間を操ることができるのか。

　最初のうちは半信半疑だった。

　だが、毎日Ｓ＆Ｍを眺めているうちに、なぜか、男の言葉が真実のように思えてきた。このチョンマゲに似たアンテナを人間の頭に刺せば、自由にコントロールできる。いつしか花沢はそれを「事実」として受け止めていた。

　試してみたい。

　だが、相手がいない。そんなことを頼める友人も知り合いもいない。かといって、誰だれかに襲いかかり、無理矢理Slaveスレイブにするほどの度胸もない。

　Ｓ＆Ｍを眺め、誰かを操ることを夢見たまま、あっという間に半年が経たち、年の暮れにさしかかった。

　ある寒い日。夕方に帰宅した花沢は、アパートの大家兼管理人の老婆、水みず沢さわ可か憐れんにいつも通り挨あい拶さつをした。

「ただいま」

　だが、可憐は階段の下に置いてある鉢植えの手入れに夢中で、花沢の言葉は耳に入っていない様子だった。そこまで含めて「いつも通り」だった。

　その骨張った小さな背中を見て、花沢は思った。

（今なら簡単に刺せそう）

　花沢は決めた。部屋に行ってＳ＆Ｍをとって戻り、そのとき、まだ可憐が鉢植えに気をとられているようだったら……アンテナを刺してしまおう。

　花沢は早足で二階の自分の部屋に行き、Ｓ＆Ｍを手にして一階に戻った。

　可憐の姿勢はさっきと比べて、一ミリも変わっていなかった。まだ鉢植えに夢中だ。

　花沢はチョンマゲをつかみ、可憐の白しら髪が頭にそれを突き刺した。

　一瞬のブラックアウトの後のち、花沢の目の前の景色が変わっていた。可憐の背中を見ていたはずが、代わりに視界いっぱいに鉢植えの花が広がっていた。自分の視線が可憐の視線に変わった……可憐の身体からだを乗っとったのだ。

　恐る恐る振り返ってみると、ブロック塀を背にして座り込んでいる自分の姿が見えた。コントローラーを片手に握り、目は固く閉じられている。

「はははははは……ホントだ。ホントにできた。Ｓ＆Ｍ、本物だった……あ」

　自分が可か憐れんの声で喋しやべっていることに気がつき、花はな沢ざわの心は震えた。

「よし……よし、いいぞ」

　水みず沢さわ可憐を完全にSlaveスレイブにした。その代償として、自分の肉体は仮死状態のようになっている。すべて、市役所の屋上で教えられた通りだ。

　それはいいとして……花沢は途方に暮れた。

　自分はなにをすればいいのだろう。なにがしたいのだろう。花沢にはなにも思いつかなかった。

　なんにせよ、動かなくなった自分の身体からだをそのままにしてはおけない。部屋に隠しておこうと決め、花沢は自分の身体を担ぎ上げた。そうしてみて初めて、Slaveにした可憐に異常な怪力があることに気づいた。そういえば、Ｓ＆Ｍを売りつけてきた男が、そんなことを言っていたような気もする……。

　自分の身体を部屋に置き、花沢はとりあえず外に出てみることにした。可憐は花沢よりも頭ひとつ、背が低い。周囲の景色がまるでちがって見えた。行き交う人々はみな自分より背が高く、これまでにない圧迫感があった。

　歩いているうちに、住宅街にぽつんとあるコンビニエンスストアの前に差しかかった。ガラス戸の向こう、カウンターに禿はげ頭あたまの店長が立っているのが見えた。

　花沢はふと思い出した。

　一週間前、ここでおでんを買おうとしたとき、カウンターにいたのもあの禿頭だった。

「牛スジとハンペンと竹ちく輪わとタマゴとダイコンをください」と丁寧に頼んだのに、「あ？　あ？　もういちど言ってくださいよ」と不機嫌そうに繰り返した。注文の品を手に入れるまで、花沢は結局、「牛スジとハンペンと竹輪とタマゴとダイコンをください」と六回も繰り返す羽目になった。自分の声が聴きとり辛づらいことはわかっているが、あれは絶対にわざとだ。

　老婆、水沢可憐をSlaveにした花沢は、悠然とカウンターに近づいた。そして、

「おでん、ください。厚揚げふたつと牛スジと海え老び巻き三つと薩さつ摩ま揚あげとハンペンとじゃがいもとちくわぶと竹輪二本とタマゴとダイコンとロールキャベツふたつとツミレと豆腐。それからバクダン」

　禿頭店長はあっけにとられて、花沢……可憐の顔を見返した。

「あ、あの……もういちど……」

「二度は言わないよ」花沢は言った。「あんたも商売だろ！　さっさと注文した通りのおでん売りなよ！」

「ひぃ」

　花沢の剣けん幕まくがよほど恐ろしかったのか、禿頭店長はおたまを持ったまま、派手に尻しり餅もちをついた。

「ははははははははっ」

　両手を腰に当て、花はな沢ざわは高笑いした。気がつくと、店内にいた客全員が花沢のことを見ていた。その顔には一様に恐怖の表情が浮かんでいた。

「……」

　それも当然のことだろう。小柄な老婆が店長を一喝し、不気味な笑い声を上げている姿は、どう考えても、普通の光景ではなかった。

　自分のやったことが急に恐ろしくなって、花沢はコンビニを飛び出した。全力で走ってアパートまで帰った。途中、そのあまりの速さに、主婦や学生たちが、目を丸くしていた。



「……あっ。それってひょっとして……全力疾走のお婆ばあさん！」

　清さや香かは心底、驚いた。

　ここしばらく、星ほし祭まつりで持ちきりだった「都市伝説」……「百メートルを五秒で走る婆さんがいる」という話。

「ええ、そうです。たぶん、それは僕の……大家さんをSlaveスレイブにした僕のことを見たひとたちから、噂うわさが広まったんでしょう」

　花沢の言葉に、清香は鹿か山やまのナス顔を思い出した。「百メートル婆さん」のファンの鹿山が、その正体が担任の花沢であり、一時的にとはいえ、自分もその「婆さん」と同じようなスーパーパワーを発揮した、そう教えてやったら、どんな顔をするだろう。

　……ま、絶対に教えてやらないけど。



　アパートに戻った花沢は、水みず沢さわ可か憐れんの頭からアンテナを抜くとすぐに部屋に閉じこもった。

　その日はよく眠れなかった。

　それから花沢はＳ＆Ｍの使い道について、ずっと考えていた。

　そうしているうちに、また時間はあっという間に過ぎ、花沢がひとつの結論に達し、次の行動を起こしたのは約半年後、今年の五月に入ったばかりの頃ころだった。

　Ｓ＆Ｍの力を使い、花沢は彼の持つ、いちばんの望みを叶かなえようとした。

「自分を捨ててしまいたい」

　自殺したかった。だが、自殺するのは怖い。

　けれど、誰だれかをSlaveにして、自分を殺すことなら、なんとなくできそうな気がした。すべては彩さい原ばら舞まい子こが推察した通りだった。

　それを思いついて以来、毎日、誰かをSlaveにして自分を襲った。けれど、なかなか勇気が出せずに、力いっぱい殴ることも斬きりつけることもできなかった。

　この街に彩原舞子（ついでに山やま岡おか選すぐる）がやって来たのは、ちょうどその頃だった……。



「……と、これでぜんぶ話したかな」

　花沢がすべて語り終えた頃には、すでに夜中近くになっていた。

「ありがとうございました」

　舞まい子こはそう言うと、花はな沢ざわに深く頭を下げた。

「話はよくわかりました。Ｓ＆Ｍを返して頂いたことにも、あらためてお礼を言います。亡くなった祖父も安心していると思います。それから……」

　舞子は花沢の顔を正面から見つめた。

「今の花沢先生のお話、聞きとりにくいところもありましたけど、私にはちゃんと届きました。嘘うそじゃないです」

「だから、それは君が僕の話に集中して……まぁ、いいか。そう言ってもらえると、なんか気が楽になる」

「……で」と、山やま岡おかがすかさず割って入った。「僕は文科省の秘密エージェントとして任務を遂行したいんだけど。ええと、花沢先生。先生のしたことは存在禁止文化財の不正使用にずっぽり該当してまして……」

「うるさい！」

　清さや香かは山岡のことを怒鳴りつけた。

「そんな話、今はしなくてもいいでしょ！」

「あの、ちょっといいかな」花沢は山岡に呼びかけた。「君にはひとつ、謝っておかないといけない。本当にすまなかった」

「いや、まぁ、僕もエージェントですから。危険な状況に遭遇するのも任務のうちであり……」

「君をSlaveスレイブにしたのはあくまでも成り行きだったんだが……そうしたことで、自殺する気が後押しされてしまったんだ」

　花沢の言葉に山岡は「？」という顔になった。

「これまで自殺を躊躇ためらっていたのは、怖いと思う気持ちだけでなく、僕の道具にされているとはいえ、関係ない人間の手を汚すことがどうしても納得いかなかったからだ」

「え？」山岡は不思議そうな顔になった。「あはは。なんか、僕の場合は違うみたいに聞こえるけど」

「君は僕の邪魔をする『敵』だと思ってたし、なんか……ウザかったので」

　清香は必死に笑いを堪こらえた。喉のどが引ひき攣つりそうになった。

「ねえ、聞いた、美み倉くらさん？　彩さい原ばらさん？　花沢先生のこと、逮捕してもいいよね？　問題ないよね！」

　山岡が喚わめいていると、屋上の端、階段室から細長いシルエットの持ち主が走ってきた。長い手足を大げさに振り回している、その独特のフォームは……。

「三み郷さと先生！」

　清香の声を聞いた途端、三郷由ゆ加か里りはさらに加速し、

「ここはワタシに大丈夫任せて！」

　と叫さけぶと、山岡に飛びかかり、その身体からだを羽は交がい締じめにした。

「な、なんですか……僕がいったいなにを……い、痛い痛い、いい……したと」

「訊ききたいことがあるのはこっちよ？　山やま岡おか君、キミ、女子サッカー部の部室で変なことをしていたという報告も受けたので、詳しい話をちょっと来なさい。あ、花はな沢ざわ先生、こんなところで。それではお休みなさい」

　羽は交がい締じめの体勢のまま、由ゆ加か里りは山岡を連れ、階段室へ消えていった。

「今のは……なに？」

　花沢に訊かれ、清さや香かは「さぁ」と曖あい昧まいな笑みで返した。由加里は舞まい子このいい加減な話を鵜う呑のみにして、ずっと変質者・山岡のことを捜していたようだ。

「……もう、こんな時間だ。そろそろ帰りましょう」

　立ち上がった花沢に、清香は、

「待ってください！」

「大丈夫ですよ、美み倉くらさん。僕は自分の始末はちゃんとします。……いや、そういう意味じゃなくて。自分のしたことが法に触れるのであれば、それはきっちり受け止めるつもりです」

「あ、あの……そうじゃなくて」

　まだ、清香の頭の中は、かなりごちゃごちゃしていた。だが、今、どうしても言っておかなければと思った。

「先生にひとつ、嘘うそをついてることがありました……あたしじゃなくて、舞子さんが、です」

　清香はちらっと舞子の方を見た。彼女はなぜか少し嬉うれしそうな顔をしていた。

「花沢先生、さっき、自分の声が聞こえたから、あたしたちが助けに来たのか？　って、それで舞子さん、うなずいてましたけど……。でも、それは嘘なんです。ホントは先生の声は聞こえませんでした。もしも聞こえてたとしても、間に合うタイミングじゃなかったし……」

「それじゃあ、どうして僕がここにいるってわかったの？」

「先生もよく知ってるでしょうけど、Ｓ＆Ｍのアンテナを刺すことで、人間は本来持っている力をすべて発揮できるようになります。その力というのは、腕や足の力だけじゃなくて、目もよく見えて、耳もよく聞こえるようになります。そして……鼻も」

　清香の脳裏……鼻び腔こうに……使われていない部室に突入したときの悪臭がかなり鮮明に甦よみがえった。あのひどい臭におい……あれは部室が不潔なせいではなかった。Slaveスレイブとなった清香、そしてその感覚を利用できる舞子の嗅きゆう覚かくが、異常に鋭敏になっていたのだった。

「山岡君の匂においを追跡したんです。山岡君、いつも甘いものばかり食べてるから、その甘ったるい匂いが身体からだに染み込んでるんです。遠くにいたし、微かすかなものだったけど、そのおかげで、どうにか場所を突き止めることができたんです」

「なるほど、そういうことですか」

「ごめんなさい……あの」

「いいですよ。嘘うそはよくないし。正直でいるということは……」

「そういうことじゃないんです！」

　花はな沢ざわが誤解しているとわかったので、清さや香かは慌あわてて大声を出した。

「嘘はいけないとか、自分に正直にとか、そういうことじゃないんです。あたしが言いたかったのは、先生の言葉は聞こえなかったけど、山やま岡おか君の甘ったるい匂においのおかげで、あたしたちはなんとか間に合って、それで花沢先生も山岡君も無事だったんです。本当のこと言うと、花沢先生が自殺したがってた理由とか、自分の声が届かないとか、なんか難しくてよくわからないんです、あたし。でも、言葉とかなくても、自分の姿がたまにひとに見えなくなっちゃったとしても……たとえば、いきなりでごめんなさいですけど、この舞まい子こさんていうひとは、たぶん、花沢先生よりもずっと自分の考えることを伝えるのが苦手みたいで、いきなり小学校の文集とかテストの答案の束とかを送りつけてきちゃったりして、そんなことされても、余計、わけわかんなくなるんだけど、でも、『舞子さん』てひとのことは伝わってきたんです。今でも舞子さんのことはよくわからなくて……あ、矛盾してる……でも、あたしと舞子さんがＳ＆Ｍを使ってアレコレあって、少なくともそのせいで花沢先生は死なないで済んだんですよね？　だから、そういうことを信じてほしいっていうか……ええと……だからその……」

　清香は大きく息を吸い込み、それを自分の胸にあったもやもやと一緒に吐き出した。

「花沢先生、先生やめたりしないでください。それから、もう絶対、自分のことを『捨てる』とか考えないでください。それだけ、言いたかったんです……長くなっちゃったけど」

　花沢は下を向き、しばらくの間、考え込んでいた。

　そして、そのまま清香たちに背中を向けると、ゆっくり歩き出した。



「わかりました。なにがあっても、先生はやめないで、自分のことも捨てたりしません」



　振り向かないまま、花沢はそう言った。



    

  
    
      
ＰｉＰｉｔ!!ｅｘ．





　美み倉くら清さや香かと彩さい原ばら舞まい子こが花はな沢ざわと山やま岡おかを助け、無事にチョンマゲ型Ｓ＆Ｍを回収してから、五日ほど経たった。



　……放課後の図書室は、今日も静かなものだった。

　隅の自習スペースで勉強している生徒が何人かいたが、話し声も聞こえない。たまにノートのページをめくる微かすかな音がするだけだった。まるで時間が止まったような、穏やかな空気に満ちていた。

「じゃあ僕、歯医者の予約があるから。お先に」

　貸出カウンターの下に置いてあった鞄かばんをつかむと、鹿か山やまは慌あわただしく図書室を出ていった。

「行ってらっしゃ～い、ごゆっくりぃ～、がんばって歯石とってもらってぇ～」

　貸出カウンターの中に残った清香は、鹿山の背中に向かって大きく手を振った。なんの気なしに横の舞子を見てみると、彼女も胸の前で控えめに手を振っていた。

（か、可愛かわいい……）

　鹿山を見送った舞子は、また手元の文庫本に視線を落とした。岩いわ波なみ文庫だ。表紙には「『猫町』萩はぎ原わら朔さく太た郎ろう」とあった。

（舞子さん、猫が好きなのかな？　……ああそれにしても。静かな図書室、その片隅。カウンターの中にはあたしと舞子さんでふたりきり……）

　……幸せ。

「あの、舞子さん」

「はい」

「……なんか平和な感じですね」

「はい」

「……いいですよね。あれから山岡君も姿を見せないし」



　……五日前。

　清香と舞子は協力して、花沢からＳ＆Ｍを回収することに成功した。舞子は亡き祖父との約束をひとつ果たし、同時に、星ほし祭まつりの街を微妙に騒がせていた「チョンマゲ連続通り魔事件」も終わりを告げた。

　翌日、なんとか由ゆ加か里りの魔の手から逃げ延びてきた（らしい）山岡は、いきなり東京に戻ると言い出した。現在二セット発見されたＳ＆Ｍ（とりあえず彩原家の金庫に保管されている）の扱いについて、文部科学省の存在禁止文化財課の判断を仰ぐのだという。

「それってどういうこと？　Ｓ＆Ｍは舞まい子こさんのお祖じ父いさんのモノでしょ？　文部科学省がどーたら言ったら、無理やりとり上げられちゃうってこと？」

　清さや香かは激しく抗議したが、舞子は落ち着いていた。

「私が祖父と約束したのは、悪用されないようにＳ＆Ｍをとり戻すことです。だから、確保できたＳ＆Ｍがどこにあっても、それは構いません。ただ、『ガラクタ』だけは私……私たちの手元に置いておきたいと思います」



「そもそも、Ｓ＆Ｍって……なんなんでしょう？」

　ずっと胸に詰まっていた疑問を、清香はぽろっと吐き出した。

　――アンテナとコントローラーを使って、人間が人間を操ることのできる、不思議な装置。

「そういえば、花はな沢ざわ先生、変なこと言ってましたよね、舞子さん。ほら……ええと……先生が市役所の屋上でＳ＆Ｍを買わされたとき、その売った男っていうのが、確か……」

「『本当は人間が使うものではない』……花沢先生はそう聞いたと」

「あ、それです、それ！　でも、それって……宇宙人用？　昔、地球に侵略にきた宇宙人が使ってたとか？」

　清香の言葉を聞いて、舞子は静かに微笑ほほえんだ。

「かもしれませんね。でも、実は宇宙人用ではなくて……」

「神様用！」と清香が、

「悪魔用かも」と舞子が、

　同時に言った。

　そして、ふたりは一緒に笑った。

「ま、考えてもわかんないですもんね。文科省のナントカ文化財課が調べてくれますよね。あ、文科省といえば、山やま岡おか君、もう帰ってこないといいですよね」

　清香がそう言うと、舞子は少し悲しそうな顔をした。

「でも……私は帰ってきてほしいと思います。せっかく仲良くなれたんだし」

「……そうですか？」

「それに、山岡さんが戻ってこないと、花沢先生、今後のことも決められないですよ」

　Ｓ＆Ｍを返した翌日から、花沢は学校を休んだ。

　事件の責任のことが明らかになるまで、自分で謹慎することに決めたのだという。学校には病欠の届けを出して、清香たちのクラスは三み郷さと由ゆ加か里りが臨時の担任になった。

「清香さんは、山岡さんのことは嫌いですか？」

「嫌いというか、それは……なんというか、ええとですね……」

　清香が言い淀よどんでいると、不必要に目をキラキラさせた小柄な生徒が図書室に入ってきた。

　山やま岡おか選すぐるだった。

　清さや香かは渋い顔になって、

「あれ？　ホントに帰ってきちゃった」

「あれれ？　僕にそんなこと言っていいの？　僕は三つ、いいおみやげを持って帰ってきたんだけど」

　そう言うと、山岡は白い紙の箱をカウンターの上に置いた。

「渋谷の白しら浜はま家やの練乳プリン。一日、十個限定。……あ、ごめん。美み倉くらさん、甘いものは嫌いだったんだよね。キムチでも買ってくればよかった」

「いや、だからそれは……」

「どうしようかなぁ……三個買ってきちゃった。もったいないから僕が二個食べちゃおうかなぁ」

「勝手に食べればいいじゃん！」

「あれあれ？　僕にそんなこと言っていいの？　僕は言ったはずだよ、『三つ』いいおみやげを持ってきたって」

「三つって、だからそれでしょ？　練乳プリン三つ」

「プリンは三個で『おみやげ・その一』ひとつ扱い」

「あの……」

　それまで黙っていた舞まい子こが、控えめに口を挟んだ。

「Ｓ＆Ｍの処遇、その結果が出たんじゃないですか？」

「さすが彩さい原ばらさん、勘がいい」

　山岡は「どっこいしょ」と言うと、さっきまで鹿か山やまが座っていた椅い子すに腰を下ろした。

「『おみやげ・その二』。文科省の正式な決定を伝えます！　現在、彩原舞子さんの所有下にあるふたつのＳ＆Ｍ、コードネーム「ガラクタ」と「チョンマゲ」の処遇については……そもそもの所有者が彩原舞子さんのお祖じ父いさんという事実が確認されたので、彩原さんに管理してもらう、ということで」

「ふん」清香は頬ほおを膨らませた。「当然じゃない、そんなの」

　水を差した清香を無視して、山岡は舞子に話を続けた。

「但し、これには条件があるんだ。この先のＳ＆Ｍ回収について、万難を排して文部科学省に協力すること」

「わかりました」

　深くうなずいた舞子の横で、清香はさらに派手に頬を膨らませた。

「なんかムカつくなぁ。高いところから見下ろして」

「あの、山岡さん」舞子の表情が少し険しくなっていた。「花はな沢ざわ先生の件は……どうでしたか？」

「ああ、花沢先生のことね。大丈夫。本来なら存在禁止文化財の不正使用については厳しい罰則があるんだけど……傷害を与えたのは自分だけだし。いや、僕と彩原さんを拉ら致ち監禁した罪状があるんだけど……」

「ちょちょっと！」清さや香かが声を上げた。「鹿か山やまクンをSlaveスレイブにしたとき、私、首、締められたりとか天井に放ほうり投げられたりとか、散々されているんですけど！」

　清香の抗議を無視して、山やま岡おかは続けた。

「僕も意外だったんだけど、今回の件については、花はな沢ざわ先生に関しては一切、罪は問わないという結論になりました」

「それはよかったです。花沢先生はＳ＆Ｍの被害者でもありますから」

　舞まい子この言葉に「それは確かに」と、清香もうなずいた。

「花沢先生が被害者ねぇ。それはどうだかなぁ」山岡は渋い顔になった。「あのひと、僕のことをSlaveにしたし。意識がないとはいっても、下へ手たしたら僕の身体からだが、あのひとを殺してたわけだし」

　山岡のことは気に入らないが、言うことには清香も納得できた。

「山岡さんのおっしゃることは正しいと思います。でも、帽子の男のひとがＳ＆Ｍを渡さなければ、花沢先生もあんなことにはならなかったはずです」

「ふん」山岡は下品に鼻を鳴らした。「彩さい原ばらさんは優しいなぁ……それで、花沢先生のことですけど。本人からの希望があったので、この近くの学校に移って、そこで先生を続けるそうですよ。なんか、そういうことになりました」

「山岡さんが頼んでくれたんですか？」

　舞子に尋ねられ、山岡は頭を掻かいた。

「ま、一応は。知らない仲でもないし。先生と生徒でもあったわけだし、それに僕のことを無理やりSlaveにして殺人を犯させようとしたりとか、濃厚な関係性もあるわけだし」

「へー、優しいところ、あるんだね」

　こんどは清香に言われ、山岡は照れくさそうにそっぽを向いた。

「なんか、急に甘いもの食べたくなっちゃったな。プリン、食べちゃおうかな」

「図書室内での飲食は禁止」

　清香が言うと、山岡は、

「え？　嘘うそ？　初めて聞いた」

「山岡君、ホントにキミ、文科省のエージェントなの？　そもそも……」

「あー！　ここにいた！」

　大声を上げて部屋に入ってきたのは、体育教師の三み郷さと由ゆ加か里りだった。今日もお馴な染じみの不気味な蝶ちよう模様のピンクのスウェットを着ている。

　由加里は貸出カウンターに飛びつくと、長い両腕を振り回し、まるで二丁拳けん銃じゆうのように、その指先を清香と山岡の額にピタリと突きつけた。

「美み倉くらさん。それから……山岡君。ええと、どっちから……まずは山岡君！」

「なんですか？」

　山岡が面倒臭そうに反応した。

「山やま岡おか君、キミ、どうしてここに？　勝手に何日も欠席して。女子サッカー部のサッカーボールを盗み出して、おまけに小気味いいドリブルを決めたりして、それが原因で学校にいられなくなって、退学届を出したんじゃなかったの？」

「退学届？　ああ、それはなにかのまちがいです。連絡ミスですよ、きっと」

　山岡は手をヒラヒラさせると、

「山岡選すぐる……明日からもこの星ほし祭まつり高校の生徒としてお世話になります。よろしくお願いします」

「え？」「えー？」

　清さや香かと由ゆ加か里りが、同時に抗議の声を上げた。

「こんな変質者がのうのうと学校に通うだなんて」

　由加里は幅の広い肩をがっくりと落とし、首をぶるぶると振った。

「あのー、由加里先生。変質者のことはともかく、あたしに用事っていうのは……」

「あー、それはね」

　由加里が質問に答えようとした途端、外の廊下から「きゃー！」「きゃ――！」という、女生徒たちの引ひき攣つった悲鳴が聞こえてきた。

　その声で清香は「ああ」と思い出した。

「お父さんが来てるんですね。三者面談、今日でしたっけ？」

「きゃぁぁ」「キャー」

　また悲鳴が聞こえてきた。おそらく清香の父が図書室の外で、由加里のことを待っているのだろう。平和な学校の中で、ヤクザも泣き出す恐い顔を見て、女の子たちが驚いているのだろう。清香にはその光景がたやすく想像できた。いつものことだ。

「わかりました。じゃあ、三者面談、とっとと終わらせましょう」

　清香に言われて、由加里はなぜか大きく胸を張り、

「はい、行きましょう」

　由加里が扉のほうへスタスタと歩いていったので、清香も慌あわててその後あとを追った。外に出る間ま際ぎわ、彼女は山岡に、

「山岡君。練乳プリン、あたしの分もちゃんと残しておいてね」

「あれ？　甘いものは苦手なんじゃなかったの？」

　真面目まじめな顔で答えた山岡に、

「苦手を克服するの」

　清香も真面目な顔でそう言った。



　貸出カウンターの中には、舞まい子こと山岡だけが残された。ついさっきまでの騒がしさはどこへやら、図書室の中はまた静かな空気に満たされていた。

　山岡がおもむろに口を開いた。

「彩さい原ばらさん。ずっと気になっていたことがあって。ひとつ、聞いてもいい？」



    

  
    
      



    

  
    
      「はい」

「Ｓ＆ＭのSlaveスレイブとして、彼女……美み倉くら清さや香かを選んだのはどうして？」

「この学校の生徒の中で、彼女がいちばん肉体的に強きよう靱じんで、精神的にもタフだと思ったからです。美倉さん本人にもそうお話ししてます。でも」

「でも？」

「それは嘘うそです」

　山やま岡おかの大きな目がすーっと細くなった。特別、興味を引かれた、という顔になっていた。

「嘘というより、それだけではない、ということです」

「……」

「転校して一年Ｃ組の教室に入ったとき。教室の真ん中にいる清香さんと目が合いました。なにか殴られたみたいな衝撃が……頭のてっぺんにカミナリが落ちたみたいなショックでした。思わず、頭に穴でも空あいてないか、触って確かめようかと思ったくらいです。ええと、つまり……」

　舞まい子こにしては珍しく、言葉を選んでいる様子だった。

「つまり？」

　山岡に促されて、舞子はようやく決心がついたようだ。

「清香さんに一ひと目め惚ぼれしたみたいで」

「むぅ」

　と唸うなると、山やま岡おかはしばらく考え込んだ。そして、

「それ、彼女に教えてあげれば、きっと喜ぶと思うんだけど」

「たまに……本当のこと、どうしても言えなくなることがあるんです」

「たまに、ねぇ……」

　山岡は髪の毛をぽりぽりと掻かき、

「山岡さん。それで三つ目の『おみやげ』のことですけど」

　舞まい子こに言われ、山岡は意い味み深しんな微笑を浮かべた。

「……文部科学省の存在禁止文化財課の情報網に新しいネタが引っかかったんだ」

「……」

「Ｓ＆Ｍを使ってる人間がまたひとり……どうやら、この街にいるようで。僕がこの学校で生徒を続けることにしたのも、それが理由ってわけ。それでね……こんどのＳ＆Ｍはまた変わり種らしくて。あ、そうだ。その話をする前に」

　山岡は自分が持ってきた白い箱に手をかけた。



「このプリン食べちゃわない？　美み倉くらさんが戻ってくる前に」





「ＰｉＰｉｔ!! ～ぴぴっと!!～」了



    

  
    
      
あとがき



　思えばずいぶんと遠いところに来てしまいました……。

　最初は全然違う話だったんですよ。

　以前からの担当のＫ玉さん、そして今は月刊コミックアライブの編集部に行ってしまったＫ田一さんと、なにかオリジナルの企画を考えましょう（ＭＦさんではそれまでノベライズしか書いていなかったので）というのが始まりでした。

　最初は漠然と「女の子が活躍するアクションもの」というようなくくりで構想を練り始め、以前、漫画原作用に用意したプロットを基もとにして「オーパーツハンター」もので行こうという方向性になりました。学園を舞台にして、敵味方ともにオーパーツの特殊な能力を使い、ハードなアクションで暴れまわるという話だったんですが……あれ？　……それってなんでダメになったんでしたっけ？　なんか忘れた。

　ともかく、そこから「女の子同士のバディ（相棒）もの」という線が残り……ええと残ったのはいいものの、なんかコアになる新アイデアが欲しいにゃあと思っていたら、偶然、友人から「ポケモンみたいに、『人間』が『人間』を操る話って面白くない？」と言われたもので、「それよこせよ、のび太！」とすかさずジャイアニズム発動で、皆さんがお読みになられた、この『ＰｉＰｉｔ!!～ぴぴっと!!～』の原型が急速に形になった、というわけです（当初は物語のメインアイテムである『Ｓ＆Ｍ』をそのままタイトルにしていました）。

　ただ、その頃ころはまだ鼻息も荒く「人間が人間を操る超背徳的な世にも恐ろしいダークバトルアクションを書くのだっ！」と息巻いていたのですが、編集部のダブルＫさんたちに「まぁまぁ穏便に」といさめられ、ついでにその頃、これまた別の友人から「人間が人間を操るなら、わかりやすく頭にアンテナ刺しちゃうのってよくね？」と言われたもので「それよこせ……（略）」という次第で、頭にヘンテコなアンテナ刺して背徳もダークもねーよなぁボリボリとなり、結果、今ある脱力系ご町内ほのぼのアクションコメディになりました。まぁ結果オーライというヤツですね。

　最後に。今回執筆の機会を与えて頂いた、編集部のＫ玉さんとＫ田一さん、「人間が人間を操る」というアイデアを提供してくれた浅あさ子こ徹てつ一かずさん、「アンテナ」のアイデアを提供してくれた久ひさ末すえ律りつ子こさん、そして『ＰｉＰｉｔ!!～ぴぴっと!!～』のタイトルを提案してくださった編集部のみなさん、とても可愛かわいいイラストを描いて頂いたシバユウスケさん、ありがとうございます。こうやって振り返ってみると、ジャイアニズムというよりは、僕自身はぼーっとしたまま、皆さんの言われるままにただ手を動かしていたら、こんな小説ができてしまったという感じで……あ、頭になにかアンテナのようなものがっ！

　……と一応のオチもつきましたところで、またこんど。



２００７年５月　和わ智ち正まさ喜き（アンテナつき）
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　和智正喜（わち・まさき）

　　東京生まれ。小説以外にも脚本、漫画原作、ゲーム制作なども手がける。デビュー作は『センチメンタル・ハイ』（エニックス文庫）。代表作『空飛ぶ！竜峰学園』『銀の腕輪のユーリ』。最近の作品は『仮面ライダー誕生１９７１』（マガジン・ノベルズ・スペシャル）『ザ・ソウルテイカー ～魂狩～』（ＭＦ文庫Ｊ）など。



　イラスト

　シバユウスケ

　　東京生まれ、八王子育ち。専門学校卒業後、コント職人を目指し中途半端に活動するも１年で終了。現在はＤＴＰオペレーターをする傍ら、ホームページを中心にイラスト活動をしています。趣味はゲームと料理。ラーメンズ好き。

　　ＨＰ「ｐｏｌｙｚｍ」

　　http://polyzm.mods.jp/
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